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とりあえず伝説の勇者の伝説[image: ]
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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　とよた瑣織
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　ないと・おぶ・くりみなる







　ライナ・リュートは、夢ゆめを見ていた。


　見み渡わたす限かぎりの平原で、夢の中でまで昼ひる寝ねをしている、夢。


　やはりいつも通り寝ね癖ぐせのついた黒くろ髪かみに、草の上にぐったりと横になっている、長身瘦そう軀くの体。


　そして彼は一度大きくあくびをすると、横に座すわっている相あい棒ぼうの姿すがたを、薄うす目めを開けて見る。


　この相棒……フェリス・エリスは、相変わらずの絶ぜつ世せいの美女だった。


　平原に吹ふく風に、金色に輝かがやく長い髪をたなびかせ、青く澄すんだ瞳ひとみは、やはり青い空を見つめている。


　その姿は本当に綺き麗れいで……


　一見するだけなら、妖よう精せいかなにかなんじゃないかと思えるほどの完かん璧ぺきな美び貌ぼうなのだが。


　そこでフェリスが、いつもの無む感かん情じような声こわ音ねで言った。


「ライナ。私をこんな平原に連つれてきたはいいが、ちゃんとだんごの用意はしてあるのだろうな？」


　その発言に、ライナは顔をしかめ、


「へ？　っていうか、俺おれがここにおまえを連れてきたって設定なわけ？」


「ん？　違ちがうのか？　二人連れだって平原にきたとなれば、ピクニックがてらだんごパーティと相場が決まって……」


　が、そこで突とつ然ぜん、フェリスの表情が変わり、


「は!?　まさか貴き様さま、夢の中だというのをいいことに、私を平原に連れ出して、いかがわしいことをしようと!?」


　そして彼女は腰こしの剣けんに手をかける。


　それにライナはげんなりと疲つかれた表情で、


「って、今回はいつにもましていきなりだな……いやもう慣なれたけどさ……ったく。おまえがでてくる夢はいっつもこうなんだよなぁ。見た目妖精みたいなのに、最後にゃ俺を斬きり殺そうとして……で、俺の首がはねられそうになった瞬しゆん間かん、目を覚さますと……」





　というその言葉通り、その瞬間、ライナは目を覚ました。





　そのまま、眠ねむ気け眼まなこを半分開き、


「んで、まぁたいつも通り、現実でもおまえが俺の首に剣を突つきつけてたり……」


　が、そこでライナの言葉は止まった。


　目の前……


　目の前に広がっていた光こう景けいを見て……


「はぁ!?」


　思わず声を上げる。


　場所は、ライナが泊とまっている宿の部屋だった。ベッドと、小さな椅い子すとテーブル、そしてあまり収しゆう納のう性せい能のうがいいとは言えないクロゼットがあるだけの、こぢんまりとした部屋。灯あかりは落とされて、部屋の中は暗い。光源は窓まどから入ってくる月明かりだけ。


　そんな暗くら闇やみの中……


　ものすごい速はやさで、全身真っ黒な、黒くろ装しよう束ぞくのようなものに身を包つつんだ何者かが、ライナへと迫せまってきており……


「ちょ、わ、なに!?　たんま!?　わわわ!?」


　ライナはとっさに横にとんでよけた。


　そしてよけると同時に、ライナは襲おそってきた何者かの姿を確かく認にんする。


「ったく、なんなんだよてめぇは！　人の部屋に勝手に入るのは犯はん罪ざいなん……って……」


　だが、言葉はそこで、止まってしまう。


　その、ライナと同じぐらいの大きさの体に、黒装束を着込んだ、何者かの姿を見て……


　いや、そいつは黒装束なんか、着ていなかった。というより、服すら身にまとっていなかった。皮ひ膚ふが、黒いのだ。それも、夜の闇よりも、暗い色の皮膚。そして、つりあがった赤い瞳に鋭するどい牙きば。背せ中なかにはコウモリのような巨きよ大だいな羽はねを広げて。


　化物ばけものだった。


　完全に、正しよう真しん正しよう銘めい、本物の化物。


　それを見て、ライナは思わず、


「えーと、その、なんていうか、おまえ、フェリスだったり、しないよな？　あんまり性格が悪過すぎて、本当に悪あく魔まになっちゃったとか……」


　と、彼も急な事じ態たいに混こん乱らん気ぎ味みのようだった。


　が、そこでその、悪魔のような見た目の化物が、


『グギャァグガラガガガガガガアアアア!!』


　なんて叫さけんで、再ふたたびライナをにらみつけてくる。途と端たん、物凄い殺さつ気きが膨ふくれ上がって。


　それは、普通の人間なら、それだけで動けなくなってしまいそうなほどの殺気だった。


　だが、それにライナはまるで気け圧おされることもなく、むしろ、興きよう味み津しん々しんな表か情おで化物を見つめ、


「おお、おお、すごいすごい。ってか、おまえおもしろいなぁ。本物？　本物の化物なわけ？　すげぇ。こんなんほんとにいたんだ。で、その殺気って、俺を殺そうってわけ？　血でも吸すうのか？　見た目からして、吸きゆう血けつ鬼きとかっぽいしな……だけど」


　そこで、ライナはゆっくりと腰を落としていく。


　そのまま軽く身み構がまえ、笑えみを浮うかべると、


「その程てい度どの殺気で、俺を殺やれると思ってんのか？　無理無理。俺がいつもどんな相手に殴なぐられてると思ってんだよ。悪逆非道迷めい惑わくだんご悪魔だぞ？　おまえなんか敵てきじゃ……」


　が、当然化物は、ライナの言葉などまるで聞かずに襲いかかってきて……


　化物の鋭い爪つめの生はえた指が、ライナの頭をえぐろうと迫る。


　しかし、ライナはそれを軽く頭を横に倒すだけでよけてしまい、さらにその腕うでを押さえつけ、関節を極きめると……


「おお、吸血鬼にもやっぱ関節ってあるんだ。なら、まじで全然楽勝に……って、うわわ」


　だが、極めたはずの関節を、物凄い強さで無む理り矢や理り引き剝はがそうと化物が暴あばれる。信じられない力だった。ライナの体が、極めたはずの腕に持ち上げられ、宙ちゆうに浮いてしまう。


　そのまま、技わざもはずされてしまい……


「すご……力は、俺より何倍も強いわけね」


　しかし、言いながらもライナの動きは止まらない。再び振ふり下ろされる爪をよけながら、そのままぐるりと回転して、左足の、かかとの部分をおもいっきり化物の頭へとたたき込む！


　が……化物は、なんの反はん応のうも示しめさない。


　それにライナは顔をしかめて、


「うっそ、これも効きかないの？　いまの蹴けりは、ちょっとマジで打ったのに」


　なんて言ってる間にも、化物が、ライナの足をつかもうと腕を伸のばしてきて……


　ライナはそれに慌あわてて、化物の肩かたの部分に落ちていた左足を支点に、後方へと宙返りをして、よける。


　そのまま、部屋の壁かべに足をつき、さらに、


「ほい」


　横へと跳とびながら、腕組みをして、


「いやぁ、まいったねこりゃ。さすが吸血鬼。しっかし、こんだけ体が頑がん丈じような奴相手にするとなると、場所が狭せまいなぁ……」


　そして、今度はベッドのわきに置いてあったテーブルの上を足場に、さらに跳んで、部屋の出入り口を塞ふさぐように着地する。
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　そしてそのときにはもう、空間に指を躍おどらせて、光の魔ま方ほう陣じんを、とんでもない勢いきおいで描えがき、完成させてしまっていて……


　そして、なぜか困こまったような表情で化物のほうへと振り返り、


「いや、俺はできれば魔法は使いたくなかったんだよ。理由の一つに、魔法で攻こう撃げきしたら、部屋が滅め茶ちや苦く茶ちやになんだろ？　まあ、そりゃいいんだけど。で、もう一つは、おまえを無傷で捕ほ獲かくしたかったんだよなぁ。でもおまえちょっと頑丈過ぎ。どれくらいで動けなくなるかわかんないから。魔法の手て加か減げんの仕方がわかんねぇし。そしたら、ちょっと力が強過ぎて、おまえ死ぬかもしんないだろ？　ああでも、このままほっといたら、おまえに俺が殺されるか、おまえが逃にげるかしちゃうだろうし。ってなわけで提てい案あんなんだけど、抵てい抗こうしないでこのまま俺に捕獲されてくんない？」


　という言葉に、しかし、化物はやはり、


『グギャァグガラガガガガガガアアアア!!』


　それにライナは半はん眼がんで、


「会話、不能ね。残ざん念ねん。じゃ……


　求めるは雷らい鳴めい〉〉〉・稲光いづち」


　呪じゆ文もんを唱となえる。


　瞬間、魔方陣の中央に、光の玉……いや、強大な力を持った、雷かみなりの塊かたまりが生み出されて……


　さすがにそれには、化物も反応した。


　なにかしらの危き険けんを感じたのだろう。一瞬身を引き、そのまま、窓から逃げようと……


　が、ライナは首を振って、


「もう遅いよ。そんじゃ……」


　しかし、それと同時に、


「犯はん人にんは、ここかっ!!」


　などと、わけのわからない声がかかって、背はい後ごの扉とびらが、物凄い勢いで開かれ……


　それにライナは、


「え？」


　と、言う間もなかった。


　もう、その扉の開く速さは尋じん常じようではなく、化物の動きをあっさりかわしてしまう彼の力をもってしても、まるでよけることができずに……


「ぐわ!?」


　彼は、おもいっきり扉に頭を打ちつけ、そのまま地面に倒たおれ伏ふす。


　しかし、さらにそのまま扉は無理矢理開かれ、声の主ぬしは部屋に入り込んできて……


　その上ライナの背中をぎゅっと踏ふみつけ、


「く。なんてことだ。またしても犯人を取り逃がしたか。おのれ変へん態たい色しき情じよう狂きようライナ・リュートめ……またもこんな夜中に部屋を飛び出し……女を襲いにいったな」


　なんて言いながらも、声の主はさらに、ガシガシと彼の背中を踏みつけ……というより、蹴りつけまくってきていて……


　それにライナは、なんとか首を回して後ろを見上げると、


「…………で、フェリス、今度はいったい、なんの冗じよう談だんなんだ……？」


　金きん髪ぱつの美女をにらみつけた。


　するとフェリスは、


「な!?　そんなところに隠かくれていたか、犯人め！」


「だからなんの犯人なんだよっ!!」


　それにフェリスはうむっとうなずいて、


「もちろん、夜中に部屋でドタバタと騒さわいで、他ほかの泊り客の眠りを妨さまたげるという大たい罪ざいを犯おかした犯人だ」


「ってか、この宿には確たしか、俺とおまえしか泊ってねぇだろうが」


　が、彼女はあっさり、


「私の眠りを妨げた者は、死罪と決まっている。よって……」


　そこで彼女の腰のあたりから、カチャっと剣が抜かれる音が響ひびき、それにライナは慌てて、


「って、殺すのかよ!?」


「無む論ろんだ」


「無論じゃねぇええええええ!?　っていうか、状じよう況きよう見て物言えって……ほら、こんな状況で、ンなことやってる暇ひま、ねえだろうが！」


　それにフェリスは、やっとライナの背中から足をどけて、


「状況？　なんの話だ？」


「だぁから、この化物のこと……」


　と、ライナは立ち上がりながら、部屋の真ん中にいるはずだった、化物のほうを指差す。


　が……指差した先には、どういうわけかもう、化物なんか影かげも形もなくなっていて……


「へ？」


　と、思わずライナは間ま抜ぬけな声を上げてから、部屋の隅すみ……開け放たれた窓のカーテンが、ぱたぱたと軽く揺ゆれている光景を見つめて、呆ぼう然ぜんと、


「あう……逃げられた……てか、冗談だろ？　ああもう、おまえのせいだぞ！　あんな珍めずらしいもん、見たことないのに!!」


　と怒ど鳴なりつけると、それにフェリスはなぜか、なるほどとうなずき、言った。


「つまりはこういうわけか。おまえは夜道を歩いていたか弱い少女を拉ら致ちし、部屋に連れ帰って、必死でいかがわしいことをしようとしていた。しかしそこに、正義の美少女天使が現あらわれ、少女の純じゆん潔けつを守ったと……」


「だぁからなんで俺はいっつもそんな犯罪者扱あつかいなん……」


　が、そこでライナの言葉が止まる。


　窓の外を見つめて……彼の瞳は、いつになく、鋭するどく細まる。


　窓の外に浮かぶ月。


　その、ちょうど横のあたりを飛ぶ、黒い影。


　それをにらみつけ、彼は笑みを浮かべて、


「いた！　あいつ、まだ近くにいやがった!!　追うぞ！」


　と、すぐさま窓へと駆かけだそうとして……


　しかし、そこで背後からフェリスが腕をつかんできて、


「だからおまえはいったいなにをそんなに騒いでいるのだ？　それともついに頭が……」


　が、ライナはその腕を振り払ってから、


「だぁああああもう！　邪じや魔ますんなって！　だからちょっとおまえ、あれ見ろ！」


　と、窓の外を指差す。


　それにフェリスは顔を上げ、


「うむ。月見だんごにぴったりな、いい月夜……」


「違ちげぇよ！　見るのは月じゃなくて、その横！　右のほうへ飛んでいってる、黒いの！」


「月の、横？　ふむ。ん？　なんだあれは？　鳥……にしては、ずいぶんと大きいが……いったいあれは、なんなのだ？」


　その言葉に、


「やっとか！　やっと俺の言葉が通じてくれたか!?」


　ライナはもう、半泣きで叫んでいた。


　そのまま、


「じゃ、もう手て短みじかに状況を説明するぞ。とにかく、あの鳥のでかいやつが、さっきまで俺を襲ってきてたんだよ」


「ほう。ついにおまえは鳥にまで危険視されたのか。おまえの変態色情狂の噂うわさは、さぞ鳥業界でも有名なのだろうな」


「っておいおい、なんでそんな話に脱だつ線せん……」


　が、さらに、


「大方あの鳥の恨うらみを買うようなマネをしたのだろう。たとえば、あの鳥の雛ひなを誘ゆう拐かいして、よからぬことを……」


「だから俺はどんだけ異常者なん……ああもう！　そうじゃなくて!!　ってか、おまえ俺が手短に話したいって言ってんだから、くだらない合いの手入れてくんじゃねぇよ！」


　と、ちょっと本気で怒鳴りつける。


　それにフェリスは肩をすくめ、


「む。怒おこったのか？」


「おまえに出会ってから、俺はずっと怒りっぱなしだ！」


　するとその言葉に、フェリスはなぜか、満まん足ぞくげな笑みを浮かべてから、


「うむ。では、ひとしきり楽しんだところで、いくか」


　なんて突然窓へと走りだし、ライナのほうを振り向くと、


「なにをグズグズしている。この世にいるはずのない化物が現れたのだろう？　ということは、我われ々われが追っている、勇ゆう者しやの遺い物ぶつに関係するなにかかもしれない。仕事の時間だ。さあ、さっさと動け。人間、遊びと仕事の切りかえが大切だぞ」


　言って、窓の外へとものすごい勢いで飛びだしていく。


　それをライナは呆然と見送ってから……


「うう………………また、弄もてあそばれた……」


　脱力して呟つぶやきながらも、動きだした。


　窓から外へ飛びだすと……目もく標ひようを確かく認にんする。あの悪魔のような姿の化物は、もう、かなり遠くにいってしまっていたが……


　しかし、建物の屋根から屋根を跳とび越え、どんどん離はなれていくフェリスの姿も、とんでもない速さで小さくなっていっており……


「ちょっと、おいてくなって……」


　と、ライナは指先を空間に躍らせ、光の文字を描かき込んでいく。かつて戦った、エスタブール魔法騎き士し団だんが使っていた魔法。


　その魔法を、唱える。


「我われ・契けい約やく文ぶんを捧ささげ・大地に眠る悪意の精せい獣じゆうを宿す」


　瞬間。


　ライナの姿が一瞬だけきらめき、その、動きが加速する。すさまじい勢いで、空飛ぶ化物との距きよ離りを縮ちぢめ始める。


　圧あつ倒とう的てきな速さ。


　この魔法こそが、かつて戦場において、エスタブール魔法騎士団の絶対的な強さを支ささえていたものだった。


　このままなら、かなり遠く離れてしまっていた化物にも、追いつくことができるだろう。


　が……ライナは顔をしかめる。どんどん近づいてくる、空を飛ぶ化物から、前方へと視線を落とし……どんどん離れていくフェリスの後ろ姿を見つめて……


「毎度思うけど……魔法で加速してる俺より動きが速いって、どうよ？　絶対あの空飛んでる化物より……フェリスのほうがとんでもない化物だよなぁ……」


　なんて言いながらも、走る。ぐいぐいと距離を詰つめ、もう、ほとんど追いつきそうなところで、速度を緩ゆるめたフェリスに追いついて。


「はふ……やっと、追いついた……」


　ライナは疲れた表情で言った。


　それにフェリスは、空……というよりも真上を飛んでいる化物を呆然と見つめていた。


「…………」


　彼女は、言葉を失っている。


　当然だろう。本物の化物なのだ。


　鋭い爪、牙、瞳、そして背中には大きな羽。


　こんな化物を目にして、驚おどろかない人間がいるはずない。驚き、怯おびえ、震ふるえない人間が、いるはず……


　が、そこでフェリスが、


「ふむ。しかし、こうして近くで見ると、本当に本物の化物だな。おまえは鳥と言ったが……あれではまるで、私が以前に街まち角かどの書店で目にした恐きよう怖ふ小説、『吸血鬼バブリン４・熟じゆく女じよたちの欲望編』の表紙に描かれていた、バブリンそのものではないか」


　なんて発言に、思わずライナは、


「は？　ば、バブリン？　熟女？……あの……それ、本当に恐怖小説なのか？」


「ん？　違うのか？　本についていた帯には、『恐怖の吸血鬼バブリンによって、熟女たちは、悶もだえ苦しむ』などという、おどろおどろしい広告がなされていたが……」


「いや、それっておどろおどろしいっていうか、むしろ……」


　が、フェリスはさらに真顔のまま、


「しかしまさか、あの恐怖の吸血鬼バブリンが、実在するとはな……あのとき、あの小説を買っておけば……」


　それにライナは慌てて、


「いやいやいやいや、それは、その、買わないほうがいいと思うぞ」


「ん？　なぜだ？　あの化物と戦うためにも、一度読んでおくべきだろう？」


「え？　あ、そのぉ……そりゃ、そうかもしれないけど……なんというか、ほら、本で得た知ち識しきって、現実じゃ役に立たないっていうか……知識を増ふやすのはいいことだけどさ、その、なにごとも、実戦あるのみっていうか……って、俺はなにを言ってんだ？」


　なんて、こんな化物を目の前にしているというのに、二人はあまり緊きん張ちよう感かんの感じられない会話を交かわしていて……


　まるで、驚いたり、怯えたり、震えたりしていないようだった。むしろそこで、化物がライナと、そしてフェリスの姿に気づいて、


『グギャ!?』


　と、驚き、怯える表情が憐あわれで……


　しかしそれにフェリスが、


「お、気づかれたぞ。では、あの化物と、一戦交まじえてみようか」


　と、腰の剣に手をかける。


　続いてライナも身構えて、


「あ、フェリス、殺さないようにな。一応、生きたままで捕獲したいから。手加減な」


　言って、目の前に、光の魔方陣を描き始める。


　それに化物はまた、


『ギャギャガ!?』


　悲ひ鳴めいのような声を上げて、空へと逃げようとする。


　しかし、


「遅い」


　フェリスが、跳ちよう躍やくした。


　月明かりに照らされて、金色の髪が輝き、そして、腰から放たれた銀光が、おもいっきり化物の頭を殴りつけて……


　が、化物は、びくともしなかった。


　それにライナは、


「うっわ、あいつ、まじですげぇ頑丈だなぁ……フェリスに殴られて平気だなんて……」


　さらにフェリスが空中から、


「おいライナ、斬きっていいか？」


　なんてことを言ってきて、ライナは慌てて首を振った。


「いやいやいや、だからだめだって！　殺したら元も子もないだろ。ああもう、俺がなんとか魔法で無力化するから、戻もどって……」


　が、言葉はそこで止まる。


　そのときにはもう、空で、フェリスが化物に両腕をつかまれてしまい……


「む……ん？　な……こいつ、力が強いな」


　と、フェリスが必死に体を動かそうとするが、動けない。さらに、空あいてる足で何度も化物の頭を蹴り飛ばしても、やはりびくともしなくて……


　そのまま、ゆっくりフェリスはこちらへ振り返り、言う。


「しまったライナ。捕まった」


「見りゃわかるよ!!　ってか、おまけにおまえが邪魔で、魔法撃うてないし……」


　化物は、フェリスを盾たてにするようにライナのほうへと向けていて……


　なかなか知ち恵えもあるようだった。


　それにフェリスは少しだけ困った表情で、


「ううむ。やはりこれは、『吸血鬼バブリン』シリーズを読んでから戦うべきだったか」


「いや、そういう問題じゃないから！」


　と、怒鳴りながらも、ライナは目を細めた。状況は、あまりいいとは言えなかった。


　フェリスは身動きが取れない。


　腕が使えないから、手に握にぎった剣も使えない。彼女は信じられないほどの速さと、鋭い剣技で敵を斬るタイプの剣士であって、力自体は、あの化物を超こえるほど強いわけでもない。だから、この状況から自力で脱だつ出しゆつすることは不可能だろうし……


　だからといって、あの頑丈な化物を気絶させるほどの威い力りよくで魔法を放てば、盾にされたフェリスを殺しかねないし……


　考えれば考えるほど状況は最悪だった。


　八はつ方ぽう塞ふさがり。


　だがそれでも……


「ったくめんどくせぇけど……」


　ライナは化物をにらみつけて、


「なんとかしなきゃ、なんねぇよなっ!!」


　走り始めた。化物の背後へと回り、なんとか魔法が当たる場所へ移動しようと動く。


　だが、当然化物はライナのほうへとフェリスを向け……


「くそ……」


　ライナはうめく。


　それにフェリスが、


「ほれほれどうしたライナ。それで終わりか」


「ってなんだよそりゃ！　おまえのために必死でやってんだろうが!!」


　すると、なぜかフェリスは一瞬黙だまりこんでから、


「……………………そう、なのか？　おまえ、私のために必死になっていたのか？　しかし、なぜだ？」


　なんてことを、こんな状況で聞いてきて……それに、ライナは顔をしかめて、


「ああ？　なぜもくそも、あるかよ！　このままほっといたら、おまえが助からないだろうが!!」


　だが、それにもさらにフェリスは首をかしげ、不ふ思し議ぎそうな表情で言う。


「……では、おまえは私を助けるために必死になっているのか？　だが、わからないな。なぜ、私を助ける必要がある？」


「はぁ？　だから、目の前で仲間が殺されたら、後あと味あじ悪いからに決まってんだろ！」


　という言葉にも、さらにフェリスは目を細め、なぜか不満げな表情で、


「ふむ？　仲間だから、助けたい……か。やはり、わからないな」


「だからなにが!?」


「うむ。だから、どうしておまえはそんなに必死になって、私を助けたいのかを……私は聞きたいのだが……」


「だぁから、いま説明したじゃ……ああもう、こんな切せつ羽ぱ詰つまった状況で、なんなんだよ！　じゃあおまえは、いったい俺になんて言って欲し……」


　と、怒鳴りかけたところで、突然。


　化物が、口を大きく開いた。そのままフェリスの首へと、鋭い牙で、ゆっくりと嚙かみついていこうとして……


「やば……」


　とっさに、ライナは圧倒的な速さで魔方陣を描くが……やはり、うまいぐあいにフェリスを盾にされて、魔法を撃てない。


　それに化物は、にやりと笑ったようだった。


「このやろ……」


　と、また、場所をかえて、なんとか化物の背後をとろうとするが、うまくいかない。


　目の前ではゆっくりと化物の口が、フェリスの喉のどへと近づいていく。彼女は、両腕を圧倒的な力で押さえられており、動けない。


　化物の牙が、フェリスの白く、細い喉へと近づいていく。


　あの化物の力なら、一嚙みでフェリスの喉など、喰くい千ち切ぎってしまうだろう。


　そんな光景をライナは、なにもできずに見み据すえて……


「冗談……だろ……」


　助けられない。そう思ったら、体が、震えた。


　動けなくなった。


　牙が、喉へと突き立てられようとして……


「フェリス!?」


　叫んだ瞬間。


　彼女は再び首だけこちらへと向けて、


「う～む。やはり、わからないな」


　なんてことを言った途端……信じられないことが起こった。


　フェリスは持っていた剣を、手首だけをクルリと動かして回す。すると、あっさり化物の首がはね飛ばされ……フェリスに嚙みつこうとした格かつ好こうのまま、宙を舞まう。


　さらにフェリスをつかんでいた両腕が、体が、足が、まるでゼリーかなにかを斬るかのようにスパスパと斬り裂さかれて……


　そのまま彼女は落下してくる。


　そして華か麗れいにライナの隣となりへと着地すると、鮮あざやかな手て並なみで剣を鞘さやに収おさめ、少しだけ乱れた髪をかきあげると……


「で？」


　なんて聞いてきて。


　しかし、それに逆にライナは、


「で？　じゃねぇよ！　って、はぁ？　なに？　剣、まだ使えたわけ？　じゃ、なんで使わなかったんだよ!!」


　怒鳴った。


　しかしフェリスはさらに首をかしげ、


「ん？　なにを怒っている。おまえが最初に、あの化物を斬るなと言ったのではないか」


「え？　あ、いや、そりゃ、斬るなとは、言ったけどさ。でもあの状況じゃ、誰だれでも勘かん違ちがい……」


　が、それを遮さえぎって、


「私としては、ぎりぎり限げん界かいまで頑がん張ばったつもりだったのだ。しかし、そこでわからないのが、私はおまえの命令通り、あの化物を斬らずに待っていたのだが……そこで突然、おまえが必死になって私を助けたいなどと言い出した。それが、どうしてもわからない。あれはいったいどういった作戦だったのだ？」


　なんてことを言ってきて……


「……いや、どういった作戦って……その……言葉通りで作戦なんて別に……」


　が、そこでフェリスがライナの顔をのぞきこんできて、


「ん？　それともあれか？　私に剣を使わせずに、美少女天使を救すくうヒーローごっこでもしたかったのか？」


　その彼女の、無表情の中にある、どこかまた、ライナをいじめて楽しんでいるような雰ふん囲い気きに……


　彼は、今度こそ頭を抱かかえて言った。


「…………おまえ今日、俺のこといじめ過ぎじゃない？」


　するとフェリスは、


「ん。趣しゆ味みだからな」


「ヤな趣味だなぁ……」


　ライナはげんなりとため息いきをついた。


　が、フェリスはそれに肩をすくめ、


「おまえが私を助けられないのが悪いのだ。おまえが私を助けられれば、あの化物を生きたまま捕獲できたのだろう？」


「ああ、まあ、そりゃそうなんだけどさ……でもまあ、過ぎたことはおいといて……とにかく死体、調べようぜ。それだけでもなんかわかんだろ」


　言ってから、フェリスに斬られてバラバラになった化物が、落下した場所へと向かおうとして……しかし、細こま切ぎれにされたはずの化物の死体は、ライナが近づこうとした途端、青白い光を周囲に放ち……消えてしまう。


「へ？　え？　って、消えたぞ？」


　それにフェリスもうなずいて、


「ん。消えたな」


　と、二人は化物の体が消えた場所まで、慌てて駆けていく。だが、やはりそこにはもう、化物の姿は跡あと形かたもなくなっており……


「どういうことだ？　いったいこれは……」


　が、言葉はそこまでだった。上空で、バサっという音が響いて……それに、とっさに空を見上げる。すると……


「な……」


　その、目の前に広がっていた光景を見て、ライナは思わずそんな声を上げてしまった。


　目の前には……


　あの、さっき斬り刻きざんだはずの羽のはえた化物が、いつの間に現あらわれたのか、数十、いや、数百匹ぴきと飛んでいて……


「ちょ、噓うそだろ!?」


　続いてフェリスもそれを見て、


「むう。これは、まずいな。これだけの化物を相手に戦うのは、さすがにきつい」


「きついどころか、かなりヤバいんじゃないか？　ってか、これ現実か？　夢じゃないの？　覚めるなら、いま覚めてくれても……」


　と、思わず自分の目を疑うたがうほどの、異常な光景だった。しかし……化物たちは、ライナたちをにらみつけると、


『グギャアラアガアアアアアアアアアアア』


　一いつ斉せいに咆ほう哮こうを上げ、襲いかかってきて……


「う、噓だろ!?　くそ!!」


　怒鳴って、ライナは戦闘体勢に入った。


　フェリスも剣を構えて、


「……で、今度は斬ってもいいのか？　それともおまえ一人ですべて撃げき退たいし、美少女天使を救うというヒーローごっこを……」
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　が、その言葉を遮り、


「悪わりぃ、そうしてやりたいのは山々なんだが、無理！　斬りまくれ。俺も魔法を撃ちまくって……とりあえず、なんとか逃にげ道を……」


　言いながら、ライナは高速で魔方陣を描いていき、完成。


「求めるは雷鳴〉〉〉・稲光いづち」


　刹せつ那な、ライナの描いた魔方陣から爆ばく発はつ的てきな力を持った稲いな妻ずまが放たれ、密みつ集しゆうして襲いかかってくる化物数匹を一気に消しよう滅めつさせてしまう。


　しかし、数匹消滅させたくらいで、どうにかなる数ではなかった。


　次々と化物は襲いかかってきて……


　フェリスがそれを斬り刻む。その背後にライナは回りながら、いくつも魔方陣を描いては、魔法を放ち、化物を吹っ飛ばす。


　が……化物は、さらに増ふえる。どこから現れているのか、どんどん増える。どんどん、どんどん増え続ける。倒しても、倒しても、さらに、さらに増えていき……その数は、数百ではもうきかなかった。数千、いや、数万の化物が夜空を埋うめ尽つくし……


　その光景は、絶望的だった。


　そして全ての化物が、ライナたちのほうを見つめて、


『グギャアグアアアアアアアアアアアア』


　それにライナは、その、あまりに現実感のない、そして救すくいのない光景を呆然と見つめ……


　魔方陣を描く手を…………止めた。


　そして、少し疲れた声こわ音ねで。


「……とんでもねぇな、こりゃ……」


　それにフェリスも目を細め、


「ふむ。まいったな。これは、さすがに」


　とそこで、ライナは頭をかいて、


「……う～ん。なぁフェリス。おまえ、だんご、食いたくないか？　なんとか、だんご屋までなら、守るぞ？　俺が囮おとりになって、おまえが全力で走れば、なんとかなんだろ」


　なんてことを言って……


　が、それにフェリスは、


「いや、いい。それよりも、おまえの昼寝に付き合おう。昼寝が好きだろう？　さあ、思う存ぞん分ぶん寝ろ。十分くらいなら、おまえの昼寝を援えん護ごしてやる」


「昼寝って、いま、夜だぞ？」


「じゃ、夜寝だ。さっさと寝ろ。これが、最後の夜寝になるぞ」


　言って、剣を抜こうとして……


　だが、それにライナは首を振って、


「さすがにこの状況で寝ろって言われ……」


　しかし、そこまでだった。


　背後から、突然……


　声がかかる。それも、聞き覚おぼえのある声が、


「はい、時間でーす。結けつ界かい発動！」


　そんな言葉がかかった途端、空が光り輝いた。それも、ただ光るだけじゃない。光は、巨大な円の模も様ようを空に描くように動いていき……それとともに、次々と化物が、悲鳴を上げて消えていく。


　そんな突然の展てん開かいに、


「って、はぁ？　いったい、なんなんだ？」


　ライナが思わず声を上げると、さらに背後から、


「いやぁしかし、ライナさんとはここのとこよく会いますねぇ。あれですか？　また今夜も下着泥どろ棒ぼうでもしてたんですか？　危き険けんな『罪ざい人にんの夜』にも命がけで下着泥棒をするなんて、さすがライナさん。変へん態たいの鑑かがみですね。尊そん敬けいです」


　などという、わけのわからない発言をしてくるだけで、それが誰の声かわかった。


　振り返ると、案あんの定じようそこには、見覚えのある、十二、三歳さいくらいの少年がいて……美しい少年だった。綺き麗れいな黒髪に、利発そうなつり目気味の黒い瞳。彼の名前は、ヴォイス・フューレル。ここイエット共和国において、最も力を持っているマフィアの若きドンにして、変態道を爆ばく進しんしている、もう、絶対に関かかわりあいになりたくない迷惑少年だった。


　だが、今回は……


　ライナは振り向いてすぐに、


「ああ？　ヴォイス、いま、なんて言った？　『罪人の夜』？　なんだそりゃ？　おまえ、あのとんでもない量の化物のこと、なんか知ってんのか？」


「え？　じゃあ、ライナさんは、なにも知らずにこんなところにいたんですか？」


「ああ。いや、夜中寝てたら化物に襲われて……で、珍しいからその化物を追いかけて……」


　そこで、なぜかヴォイスは驚いた表情で、


「まさか、追いかけて、犯おかそうと!?　すごい!?　ライナさんのストライクゾーンは、ついにあんな化物にまで広がってたなんて!?」


「ってだから、おまえはなんでいっつもそっちの方向の話しか……」


　が、さらに横でフェリスが驚きよう愕がくしているような表情で、ライナを見つめ、


「や、やはりそうだったか……だから私にあの化物を『斬るな』などとしきりに命令してきて」


「あああもう、はいはい、おまえもくだらない話に乗らない。話が進まねぇだろうが。んで、その『罪人の夜』ってのは、なんなんだよ？　もしかして、ここイエット共和国じゃ有名なことなのか？」


　するとヴォイスはうなずいた。


「もちろん、ここイエットでは知らない人はいない、五年に一度の一大イベントですよ」


「はぁ？　イベント？　あんなのが？」


「はい。あ、ところでライナさんは、このイエット共和国がどうやってできたかは、知ってますか？」


　突然そんなことを聞かれて、ライナは首をかしげた。


「ん？　あー、ええと確か、各国にいられなくなった犯罪者が、集まってできた国だとか、前に聞いたことがあるような……」


「そうです。でも、この国の一番最初……一番初めの歴史は、少し、違うんです。といってもこれはもう、記き録ろくもほとんど残っていない遠い昔。解読するのも困こん難なんな、古こ文もん書じよにしか残っていないお伽とぎ噺ばなしや伝説のような話なんですが……」


　それにライナは反応して、


「おいフェリス、伝説やらお伽噺だって」


　するとフェリスも、


「ん。ついに有力な情報が得られそうだな。ヴォイス、続けろ」


　その言葉にヴォイスは再びうなずく。


「はい、続けます。とにかくその、この国……というよりもこの土地は、最初はどうも、どこかの国から犯罪者が送り込まれてくる、流る刑けい地ちのような場所だったらしいのです」


　その言葉に、ライナが、


「流刑地？　ああ、島流しのことか。ってこのイエット全部がか？」


　するとヴォイスはあっさりうなずき、


「はい。全部です。なにぶん古い話なので、なんという名前の、どんな国にとっての流刑地だったのかはまるでわからないのですが……とにかく、ここにはその国から、犯罪者が送り込まれ……そして、犯罪者でこの土地がいっぱいになる五年に一度、死刑が行われていた……」


　それに、ライナは目を細め、


「死刑……もしかしてあの化物たちが……」


「ええ。死刑執しつ行こう官かんです。これもまた、どこからくるのか、どうやって生まれているのかなどはまるでわからないのですが、ここイエットでは、五年に一度、あの化物たちが大たい挙きよして現れます。ですからおそらく、この土地では信じられない数の犯罪者たちが命を落としています。しかし、ただ死んでいたわけではありません。犯罪者の中の一人が、あの化物の研究をし、存そん在ざいを消滅させる方法を見つけて、古文書に残しました。しかし、五年の研究では大量の化物を消滅させる方法までは見つけることができずに……」


　それにライナはうなずいて、


「あの化物の大たい群ぐんに殺されたと。だが、その研究をさらに違う犯罪者が受け継ついで……さっきの、あの空を埋め尽くす光の魔法円、あれを完成したってことか？」


　すると、そこでヴォイスは笑みを浮かべて、


「そうです。そして、ここイエット共和国は繁はん栄えいを始めた。さらに言うと、その頃にはここへ犯罪者を送り込んできていた国からは、犯罪者がこなくなっていました。おそらくその国は、無くなったのでしょう。滅ほろぼされたのか、革かく命めいでも起きたのか、それはわかりませんが……生き残ったのは、私たちです。あの化物たちと戦い、生き残ったのは、私たちなのです。だからこそ、私たちは自分が犯罪者の末まつ裔えいであることを、恥はじたりはしない。そして五年に一度、あの化物たちが溢あふれる夜……先人たちが残してくれた魔法を使って……現在はこの国最高の組そ織しきである我々フューレル一族グループの指し揮きの下もと、あの化物どもを、駆く逐ちくしているのです」


　そう言う彼の言葉は、少し誇ほこらしげで。


　それにライナは苦く笑しようを浮かべながら、


「ふぅん。おまえでも、少しはまともな発言をすることがあるんだな」


　なんて言うと、ヴォイスは笑って、


「いえ、こういうふうに熱く語ると、ころっと騙だまされて幼よう女じよたちは私の言いなりに……」


「だああ、せっかく褒ほめたんだから、今日はそのまま消えろって。もう、事情はわかったから」


　するとヴォイスはうなずいて、


「ええ。あと一時間ほどすると、家に貼はりつけていた、化物除よけの護ご符ふの効こう果かが切れて、みなさん街へ繰くり出してきますからね。そうなると今夜は建国パーティです。その準備に私は向かいます。よければお二人もどうぞ。そりゃもう、酒しゆ池ち肉にく林りんですよ」


　と、最後は結局、どこかいやらしい発言をして去っていくヴォイスを見送ってから……ライナは、フェリスのほうを振り向いて、


「だそうだ。ってか化物除けの護符……俺寝る前に宿屋の女将おかみが窓の外になんか貼ろうとしてたの、そんなこと俺がやっとくから、ちょっと寝かせてくれとか言ってやめさせて、結局なんにもしないで寝ちゃったんだけど……だぁから俺だけ襲われたのか……いやまあ、逆に、よかったのかな？　あの化物見れたし……結局あの化物が何者なのかとかはまるでわからなかったけど……あんなのも、俺たちが追ってる、勇者の遺い物ぶつの一種なのかな？」


「うむ。可能性は、あるな。あの化物の出所についての調査は、今後の課題だが、しかしもう、今夜はこれ以上の調査は無理だろう」


「だな。ってか、なんか真夜中に起こされて、俺はえらい疲れたよ。どうするこれから？」


　それにフェリスは月を見上げてから、


「……今夜はまだ、しばらくは人も出てこないという。ならば、この静かな夜を、少し散さん歩ぽでもするか」


「ああ、そりゃいいかもな」


　ライナがうなずくと、すぐさまフェリスは、


「ではライナ。私を夜の散歩に誘さそったからには、ちゃんとだんごの用意はしてあるのだろうな？」


　なんて発言に、ライナは顔をしかめて、


「いや、誘ったのはおまえだろうが……っていうか、おまえ夢でも同じような発言……」


　が、その言葉を遮って、


「は!?　それともまさか貴様、こんな夜中に私を連れだして、いかがわしいことをしようと!?」


「だからなんでそう同じような発言を……」


　しかし、そのままフェリスが腰の剣に手をかけたところで、ライナは頭を抱えた。


「おまえは夢も現実も一いつ緒しよかよって……ぎゃあああああああああああ!?」


　そうしてそんな悲鳴が、イエットの……建国記念日の夜にもまた、響き渡るのだった。







（ないと・おぶ・くりみなる：おわり）







　しるうぇると・れぽーと







　槍そう術じゆつ。剣けん術じゆつ。体術。魔ま術じゆつ。


　その、どの分野にあったとしても、強者とはたゆまぬ努力、鍛たん錬れん、修しゆ行ぎよう、訓くん練れんの上に生まれ……さらにその苦く痛つうを、続けた者のことをいう。


　そして日々の生活の中でも、彼らは決して努力を怠おこたることはない。だからこそ彼らは絶対的強者として君くん臨りんし続けることができる。


　だがしかし、具体的には、その強者たちの強さの秘ひ密みつとはなんなのだろうか？


　どういった生活を送っているのだろうか？





　今回筆ひつ者しやは、その大いなる謎なぞに迫せまるため、彼らの一日の生活に密みつ着ちやくして、一冊さつのレポートにまとめてみたいと思う。





★一人目　ライナ・リュートの場合★




「んぁ……ふぁあ……」


　と、気けだるい声を上げてライナは目を覚さました。


　いつもの宿のベッドの上。


　彼はいまだに眠ねむそうな瞳ひとみをカーテンから入ってくる赤い陽ひの光へと向けて……


「………………ああ、もう夕方か……」


　やはり気だるい声こわ音ねで、そう呟つぶやく。


　そのままベッドから身を起こすと、猫ねこ背ぜな長身瘦そう軀くを一度大きく伸のばして、


「ん……っく……はふぅ……腹はら減へった……」


　うめくように言ってから起き上がった。


　とそこで、突とつ然ぜん、筆者のほうを向く。


　そして、


「………………んで、おまえはそこで、さっきからなにやってんだ？」


　瞬しゆん間かん、筆者はさすがだと感心した。


　いまの彼の言葉。


『そこで、さっきからなにやってんだ？』


　さっきから！


　彼は、そう言ったのだ。


　息いきを殺してクロゼットの中に隠かくれていた筆者に、彼は気づいていたというのだ。


　だから筆者は彼に聞いてみた。


　どうしてクロゼットの中の筆者の存そん在ざいに、あなたは気づくことができたのか？　と。


　しかしそれにライナは顔をしかめて、


「…………おまえ、俺おれが寝ねてる間じゅう必死にクロゼットの中に入ろうとして、終しまいにはあきらめてクロゼットの扉とびらぶっ壊こわしてその中に入っといて……隠れた？　そこらじゅうに扉の破は片へんが散ちらばってるのに？…………いや、まあいいけどさ。もう、いまさらおまえの生き方をどうこう言うつもりもないし。まあ、その、なんだ。人様にはあんまり迷めい惑わくかけるなよ」


　なんて謙けん遜そんするが、筆者は知っている。


　彼が、寝ていながらも、筆者の気け配はいを感じ取っていたことを。


　そうなのだ。


　本当の強者とは、人の気配を感じ取る。


　そして、気配を読み合い、一いつ般ぱんの人たちには想そう像ぞうもできないほどの高度な戦せん闘とうを繰くり広げるのだ。


　筆者は再ふたたび感心した。やはり、この男は、本物だと。


　引き続き、密着取材を続けようと思う。


　と、彼の後を追いかけようとすると、


「いや、おまえ、ついてくんなよ鬱うつ陶とうしいから」


　嫌いやな顔をして筆者を遠ざける。


　これまた素す晴ばらしい。たとえ誰だれが相手でも、どんな知り合いであろうと、自分の背はい後ごに立たれるのを拒こばむ油ゆ断だんのなさ。


　やはり、さすがだ。


　筆者はそこでは素す直なおに謝あやまって、彼の隣となりに並ならんだ。


　するとライナは、


「……いや、そういうことでなくて……って、まじでおまえ、うぜぇなぁ……」


　言いながらも、食堂へと向かう。


　もうすでに夕方だが、朝食をとりにいくのだろう。


　さっそく筆者もそれについていった。


　朝の食事は、激はげしい修行をする者にとっては、とても重要だ。強者の食事を研究することも、今回の研究の大きな課題なのだ。


　彼はいったい、どんな食事をとるのか？


　しかし、ライナはテーブルにはつかずに、食堂の、食料保存庫を開けると、そこから食材をいくつか取り出し、そのまま再び部屋へと戻ろうとして……


　それに筆者は驚おどろいた。


　なんとこのライナ・リュートという男は、食事の時間すら惜おしむのだ。


　彼が選んだ食材は、干ほし肉に、いくつかの果くだ物もの。どちらも食しよく卓たくにつくことなく食べられる食材だ。


　そう。


　彼はおそらく、修行をしながら食事をとるつもりなのだろう。


　どうりで彼は強いわけだ……


　そう、うなずかざるを得なかった。


　食材を持って食堂を立ち去っていく彼の、猫背な後ろ姿。


　そこには覇は気きとか、やる気といったものはまるで感じられない。一見すると、ダメ人間としか見えないような後ろ姿だった……


　しかしそれは、日々、食事の時間も惜しんで鍛錬に鍛錬を積つみ重かさね、疲ひ労ろうがピークに達している結果なのだ。


　だがそれでも、彼は修行をやめようとはしない。


　まだこの先に、さらなる強さがあるかもしれない。


　まだこの先に……さらなる高みがあるかもしれない。


　それをこの、ライナ・リュートは求めているのだ。


　これこそが、強者。


　かつて『ローランド帝てい国こく最高の魔ま術じゆつ師し』とまで呼よばれたほどの彼が、いまでもこれほどの訓練を続けているのだ。


　その事実に、瞬間、筆者は思わずうなり声を上げていた。


　すごい。


　やはり、彼はすごいと……


　思わず筆者の胸むねの奥おくに、ときめきに似た感情が生まれた。


　努力を怠ることのない強者が目の前にいて……


　しかし、いずれは筆者も、彼を超こえてやるぞという意気込み。


　すぐにでも自分も訓練を開始したくなる衝しよう動どうにかられるが……だが、今日は仕事がある。


　強者ライナ・リュートの一日を研究するのだ。


　もう、これからは一秒たりとも、彼の修行から目を離はなせない。


『ローランド帝国最高の魔術師』と呼ばれた男が、どのような修行をしているのか……？





　ライナはすでに再び部屋に戻ってしまっていた。


　部屋で修行……魔術を駆く使しして戦う、彼のことだ。魔ま導どう研究に余よ念ねんがないのかもしれない。しかし、彼は体術も凄すさまじい。いずれ外へ出て、体術を修行する時間もあるだろう。いや、屋おく内ないの、それも狭せまいところで戦う訓練を今日はするのかもしれない。次元が高い者になればなるほど、あらゆる状じよう況きようを想そう定ていした訓練をする。


　あのときは不利な状況だったから負けた……そんなものは、言い訳わけに過すぎないのだ。


　本当にいったい、ライナ・リュートは、どのような訓練をしているのか？


　筆者は逸はやる気持ちを抑おさえて、彼の後を追った。


　そして、部屋の扉を開ける。


　するとそこでは……


「……………………」


　ライナは……


　寝ていた。


　それも右手に干し肉を握にぎったまま……


　信じられない光こう景けいだった。


　筆者は知っている。彼は目を覚さます前、すでに十八時間は寝ていたのだ。


　なのに、いま、目の前で彼は、さらに寝ている。


　いまどき子犬でもこんなには寝ないだろう。


　寝たきり老人でも床とこずれすること間ま違ちがいなしだ。


　そんな、馬ば鹿かな。


　そう思った。こんな馬鹿なことが、あるはずないと、叫さけびたかった。


　これほど寝てばかりいては、体がなまるばかりか、脳のうまで退たい化かしていきそうだ。


　しかし、彼は眠り続ける。


　これでもかと眠り続ける。


　なのに、彼は強いのだ……


　これは、あまりに不公平じゃないだろうか？


　全国数千万の武人たちが、日々、どれほどの血の滲にじむような鍛錬を積み重ねているのか、この男はわかっているのだろうか？


　いったい、いったいそこには、どんな謎なぞが隠されているのか……？


　一瞬、彼を起こしてその秘密を聞いてみようかという衝動にかられたが、それはやめた。もしかしたら彼の訓練は、今日の夜から始まるのかもしれない。


　そう一いち縷るの望みを託たくして……筆者は再びクロゼットの中へと隠れた。





　　　　◆





　しかしライナは、起きなかった……





　　　　◆





☆二人目　フェリス・エリスの場合☆




　き、気を取りなおして……


　今日は二人目の強者に密着取材を試こころみようと思う。


　しかし今回の調ちよう査さ対たい象しようであるフェリス・エリスは女性であるため、その部屋の中にまで調査の手を伸のばすことはできない。


　だが彼女は前回のライナ・リュートと違ちがい、睡すい眠みん時間はあまり長くない。おまけに部屋にいる時間もそれほど長くないので、その点はどうにかなるだろう。


　とにかく。


　彼女の朝は早い。早朝五時には目を覚まし、食堂へと下りてくる。


　今日もぴったり時間通りに現あらわれた彼女の容よう姿しは、信じられないほど整ととのっていた。


　絶ぜつ世せいの美女と呼よんでもいいだろう。


　艶つややかに輝かがやく金色の長い髪かみ。


　切れ長の、青く澄すんだ瞳ひとみ。


　彼女のその、ずば抜ぬけた容姿を見ただけで、ほとんどの男はたちまち恋こいに落ちてしまうかもしれない。


　まあ筆者は、姉あねが黒髪のせいなのか、それとも自分が黒髪のせいなのか、どちらかといえば黒髪の女性に目を奪うばわれるのだが……


　それはさておき……


　彼女は、それほどの美び貌ぼうを持っているにもかかわらず、まったく愛あい想そうというもののない、無表情な顔で筆者を見て、一言。


「…………またおまえか」


　それに筆者は、またも思わず、さすが、と声を漏もらさずにはおられなかった。


　彼女はその美貌を決して売りにしたりはしない。彼女が男の武人と対したとき、おそらく男たちの中には、彼女の美貌に見み惚とれて、戦いの手を抜いてしまう者が現れるかもしれない。


　だが、彼女はその男たちに、決して媚こびたりはしないのだ。いまのように無表情に、まるで突つき放すかのような冷たい言葉を放つ。


　それは彼女なりの決意の表明なのだろう。


　自分は武人だ。だからこそ、見た目にごまかされず、正々堂々戦ってもらいたい。


　そういう決意の表明。


　だからこそ、筆者はにこりと、彼女に笑って返した。筆者は大だい丈じよう夫ぶだと、伝えたかった。筆者は黒髪の女性が好きであり、だからこそ彼女と戦うときには、手を抜いたりはしない。安心して欲ほしいと。


　するとその気持ちが通じたのか、彼女は筆者を見つめ、うむっとうなずくと、


「…………ふむ。まあ、最近はずっと、陽気のいい日が続いているしな……こういう頭のネジが数本抜けているような輩やからも現れる時季なのだろう」


　そんなことを言って……


　それにも筆者は、強く感かん銘めいを受ける。


　彼女の言葉は、どれをとっても素す晴ばらしいものだった。まるで筆者を挑ちよう発はつして、こちらから攻こう撃げきをしかけさせようとするかのような言葉。


　いまの彼女の言葉の裏うらには、こういう意味が隠かくされているのだ。


『くるなら、こい。私は逃にげも隠れもしない。正々堂々とかかってくるがいい』


　さすがだ。さすがとしか言いようがない。


　だが、残念だが今日は、その挑発に乗るわけにはいかないのだ。


　筆者には、密着取材という仕事があるのだから……


　だから筆者はやはりにこにこと笑いながら、彼女の動向を追った。


　すると彼女は、朝食もとらずに、宿を出ていこうとする。


　きた！　やっときた！　そう思った。


　彼女は朝食前に、朝の訓練をするつもりなのだ。武ぶ人じんたちの中ではお馴な染じみの、朝練と呼ばれているものだ。


　やっとまともな強者に会うことができた喜びに、思わず震ふるえる。


　筆者が、お供ともします、そう申し出ると、彼女は振ふり返り、一言。


「……邪じや魔まをするなよ？」


　その迫はく力りよくに、再び震えが走る。


　おそらく、信じられないほどの厳きびしい修行をするのだ。


　もちろん邪魔などするつもりはない。


　これは、一秒たりとも見み逃のがすわけにはいかなかった。


　フェリス・エリス。


　いや、エリス家の娘むすめと言ったほうがいいだろうか？


　代々ローランド帝国王の護ご衛えいを任まかされてきた名家。


　別名を剣の一族。


　あくまで王の護衛を任にん務むとし、戦争には参加しなかったためにその武名はあまり知られていないが、一部の貴き族ぞくの間では有名だ。


　彼らこそが、最強だと。


　いや、筆者としては軽々しく最強などという言葉を使うのはどうかと思うのだが……


　とにかくその、剣の一族である彼女の修行が見られる機会など、そうあるものではないだろう。


　膨ふくれ上がる興こう奮ふんをなんとか抑おさえて、筆者は彼女の後を追った。


　彼女が向かった先は、とある商店街だった。


　それにまた、筆者は感動する。


　商店街!?


　なんと彼女は、修行の場に商店街を選んだのだ。


　まだ朝早いのでいまいち閑かん散さんとしているが、あと数時間もすれば、多くの人出に溢あふれ返るだろう。


　その中で、彼女は修行しようとしているのだ。


　その発想が、新しかった。


　いったいこれから、どのような鍛錬を始めるのか……


　興きよう味みはつきない。


　とそこで、彼女はとある店の主あるじに向かって、


「ん。店主。準じゆん備びはできてるか？」


　なんと、パートナーだ！　修行のパートナーが現れた！　まあ、考えてみれば当たり前のことなのだが……彼女ほどの達人が、一人で訓練しているはずがないのだ。


　武人たちは励はげまし、競きそい合ってこそ、その力を伸ばすことができる。たとえ一人孤こ独どくに修行したところで、それは世界を知らない、井の中の蛙かわずと変わらないのだから。


　しかし、店から現れた男。この男はいったい、どのような達人なのか。


　その姿から推すい測そくしてみようと試こころみるが……


　ハゲた頭。太った体。にこにこと穏おだやかな顔に、前掛けエプロンにしか見えないような、奇き妙みような布をまとっている。


　いったい、この男は、どのような武ぶ術じゆつの達人なのか？


　緩ゆるみきったその体からは、まるで威い圧あつ感かんを感じられないが……


　剣の一族フェリス・エリスの修行のパートナーなのだ。


　きっと、凄まじい能力を隠し持っているに違いない。


　とそこで、男はやはりにこにこと笑いながら言う。


「ああ、フェリスさんか。大丈夫。もう、仕込みは終わったよ」


　仕込み!?


　その言葉に、筆者は思わず叫びそうになった。そんな、馬ば鹿かな……


　しかし、男は確たしかにそう言った。


　瞬間、筆者は悟さとっていた。


　仕込み……それはすなわち、暗器のことだ。ということは、この男は体中に隠し持ったあらゆる武器によって標ひよう的てきを殺す、暗殺者なのだ。


　となると、いまの彼の言葉、


『ああ、フェリスさんか。大丈夫。もう、仕込みは終わったよ』


　この言葉の本当の意味は、こうなる。


『ああフェリス・エリスか。もう暗器の用意は整ととのった。いつでもてめぇを殺す準備はできてるぜ？』


　そんな挑発的な言葉を、剣の一族である彼女の前で、この男はなんの気き負おいもない笑え顔がおのままで言ったのだ。


　それだけでもこの男が、相当の手て練だれだということがわかる。


　一方それにフェリスも、


「うむ。楽しみだ」


　なんとこちらは、殺し合いを、楽しんでいる!?


　強い、わけだ……


　筆者は思わず、感かん嘆たんの声を上げてしまった。


　この二人は、本物だ。


　今度こそ本当に、本物。


　これから凄すご腕うで暗殺者と、剣の一族による、命を懸かけた修行が始まるのだ。


　男が言う。やはり、にこにこした表情で、


「じゃ、最初の一本を試ためしてもらおうかな」


　一本……どうやら試合形式のようだった。しかし、命懸けの修行だ。


　二本目は、ない……


　それは筆者にもわかっている。


　フェリスが言った。


「のぞむところだ」


　ついに、始まる。


　筆者にもその緊きん張ちよう感かんが伝わってきて、ごくり、と思わず唾つばを呑のみ込こんでしまった。


　瞬間だった。


　男がおもむろに、木製の串くしを取り出す。その串には、桃もも、白、緑のおいしそうなだんごが刺ささっているが……


　それが、おいしそうな三色だんごに見せかけた武器であることは、間違いない。


　勝負は、一瞬で決まる。


　そう思った。


　フェリスが剣を抜き、男の首をはねるのが先か。


　それとも男の串が、フェリスの首に突つき立てられるのが先か。


　しかしそこで、信じられないことが起こった。


　なんとフェリスが、そのだんごの串を受け取り、


「うむ。では、受けて立とう」


　と、それを口へと運ぼうとしたのだ。


　そこで筆者は……


　馬鹿な!?


　思わずそう叫んでしまっていた。


　きっとあのだんごには、毒どくが仕込まれているに違いないのだ。なのに彼女は、その毒を、自分から受けて立とうと、口にしようとしている。


　そんな光こう景けいに、筆者は今度こそ震えた。


　筆者は勘かん違ちがいをしていたのだ。これはただの修行ではない。彼女は、毒を食べることでその毒に耐たえることができる体を作ろうとしているのだ。


　ありえない。そう思った。これでは本当に、勝てないはずだ。朝からいきなりこんな修行をしているとは。これから彼女は体に取り込んだ毒にのた打ち回り、生死の境さかいをさ迷まよった末に、その毒への耐たい性せいを身に……


　が、そこでフェリスが言う。


「うむ。うまい。今日の仕込みはなかなかうまくいったようだな」


　すると男が、


「おお、だんご姫ひめにそう言われると、嬉うれしいな。あんたにそう言われた日には、売上が全然違うからねぇ。で、いつも通り、だんごセットを三つでいいんだね？　あ、今日はもう代金は……」


「いや、もらってくれ。うまいだんごを食わせてもらい、金を払はらわないなどというのは、だんご道を極きわめる者にとっては、あってはならないことだからな」


「そうかい？　でも、毎朝こんなに買ってもらって……それにあんた、これから他ほかの商店街のだんご屋にも、朝だけでも六軒けんも回ってるらしいじゃないか。そんなに買って、お金は……」


「問題ない。だんごのために金を使えれば、私は幸せなのだ。それに金は、適当な理由を作れば、とある国の、馬鹿な王からいくらでももらうことができるからな。おまえは安心してだんごを作ればいい」


「と、とある王？　って、あんたいったい、何者なんだい……？」


「だんご王国の、姫とだけ言っておこう」


「あ、あんた、ほんとの姫だったのかい？　いや、まあ、どことなくそんな雰ふん囲い気きはあったけどねぇ……そうかいそうかい」


「うむ。では、私は次の店があるからこれで……」


「あいよ。あんまり食べ過ぎて、腹壊こわさないようにね」


　それにフェリスはうなずいて、去っていく。


　さらに次の店でも、次の店でも、彼女はだんごを食べ、金を払って……


　昼も、夜も、同じことをした。


　そしてだんごを、食べ続ける。


　修行など、まるでしている雰ふん囲い気きはなくて……


　だんごを食べ続ける。


　肉も、野や菜さいも食べずに、健康のことなど無む視ししているかのようにだんごを食べ続ける。


　武人としてはあるまじき行いだった。強きよう靭じんな肉体を作り上げるには、食事は非常に重要だ。


　もちろん、食べるものがないという状じよう況きようを想定して、少ない食物しかとらないという修行もあるかもしれない。


　だが、これは……


　そこで筆者は聞いてみた。


　なぜ、だんごばかりを食べ続けるのか？


　もしかすると、今後、だんごしか食べることのできない国に潜せん入にゆうしなければならない任務があるとか、そういった理由があるかもしれないからだ。


　いや、きっとあるはずだ。


　ローランド帝国王の命めいを受け、国外で活動している剣の一族フェリス・エリスが、無む駄だに国の金を使い、だんごを買いあさっているはずがない。


　だからこそ、聞いた。


　なぜ、だんごばかりを食べ続けるのか？


　すると彼女はあっさり、


「好きだからに決まっているだろう」


　そう言ってだんごを食べ続ける。


　体のことなどまるで無視で、食べ続ける。


　なのに彼女は強いのだ。


　これは、あまりに不公平じゃないだろうか？


　全国数千万の武人たちが、日々、どれほどの血の滲にじむような鍛たん錬れんを積つみ重かさねているのか、この女はわかっているのだろうか？


　いったい、いったいそこには、どんな謎が隠されているのか……？


　もうこの際、それを本人に直接聞いてみることにした。


　なぜ、あなたは強いのか？


　すると彼女はこう答えた。





「美人だからだ」





　ふざけるな！


　思わずそう怒ど鳴なりそうになったが、それすら彼女が、自分から恥はずかしそうに顔を赤らめたせいで、言えなくなる。


　美人は得だ。


　だが、それじゃ、真ま面じ目めに日々努力している我われ々われの立場はどうなるのだろう？


　筆者はしばらく、苦く悩のうすることになりそうだった。





　　　　◆
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　というわけで、前回の二人にはあまりに落らく胆たんさせられたため、今回は間ま違ちがいなく正統派の武人である、彼の一日に密みつ着ちやくすることによって気をとりなおそうと思う。


　彼の名前はシルワーウェスト・シルウェルト。


　通つう称しようシル。


　彼は、すべての面において、まるで非の打ち所がなかった。


　綺き麗れいに整ととのえられた黒い髪は、紳しん士しの身だしなみ。髪と同じ黒い、そして理知的でいて強い意志のこめられた瞳ひとみに、ぴんっと伸のばされた背せ筋すじ。


　好青年だった。いや、彼は常つねに、好青年であることを自みずからに義務付けていた。


　ローランド帝国でも名門であるシルウェルト家の名を汚けがさないために……女性には常つねに優やさしく、弱きを助け、強きをくじく。国のため、王のため、日々、厳きびしい鍛錬を続ける。


　睡眠時間を削けずり、あるときは食べたいものも食べずに……


　前者二人に比くらべて、なんと素す晴ばらしい青年なのだろう！


　まあ、筆者のことなのだが……


　しかし別に、自じ画が自じ賛さんをしているわけではない。筆者も自分こそが最強だと、そんな傲ごう慢まんなことを思っているわけではないのだ。


　もちろん常に、槍やりの一族シルウェルト家の槍そう術じゆつは、世界最強たらん、という自負はある。


　だが、世の中にはまだまだ上がいるのだ。それは、知っている。姉や兄にはいまだまるで勝つことができないでいる事実だけを見ても、筆者が今後さらなる努力をしなければならないことは明白だ。


　しかし。


　しかしそれでも、前者の二人。


　ろくに修しゆ行ぎようをしないあの二人。


　延えん々えん寝ね続けているライナ・リュートと、だんご狂きようのフェリス・エリスに、筆者が負けるというのは、どうだろうか？


　そんなことがあってはならないと思うのだが。


　いや、口でそう言っただけでは、じゃあおまえはどうなんだ？　偉えらそうなことばかりを言っているが、ちゃんと修行をしているというのか？　そう、読者諸しよ氏しに言われてしまうだろう。だからこそ今日は、自らの一日の鍛錬について、みなさんにお見せしようと思う。


　といっても、ひどく簡かん単たんなものだ。


　ある日の修行の風景を例に挙あげると。





　朝二時に起き、四時間全力疾しつ走そう。それによって体力をつける。


　朝食。


　そこから六時間槍術の特訓。休きゆう憩けいなし。


　昼食。


　そこから六時間槍術の特訓。休憩なし。


　夕食。


　そこから三時間槍術の特訓。休憩なし。


　最後にさらなる強い槍を作るための研究をして……


　夜十二時に床とこに入り、そして、二時間眠ねむってから、再び走り出す……





　どうですか!?


　これ、どうですかっ!!


　もちろん、筆者だけが厳しい修行を積んでいるわけではないとは思うが、しかし、日々、これほどの鍛錬を積んでいる筆者が、ライナとフェリス、彼らに負けるというのは、いかがなものなのか？


　これは、あまりに不公平じゃないだろうか？


　全国数千万の武人たちが、日々、どれほどの血の滲にじむような鍛錬を積み重ねているのか、彼らは本当にわかっているのだろうか？


　いったい、いったいそこには、どんな謎なぞが隠かくされているのか……？


　いや、隠されてなどいない！


　そこで、筆者はついに理り解かいした。


　彼ら二人が強いと一いつ瞬しゆんでも思ったのは、あれは、勘かん違ちがいだったのだ。


　そんなことが、あるはずないのだ。


　日々、寝ているだけ。


　日々、だんごを食べているだけ。


　そんな人たちが、強い？


　ありえない。


　あれはなにかの間違いだ。


　次に勝負を挑いどんだときは、きっと筆者の勝利となるだろう。


　確たしかに勝負の世界に、絶対はない。たとえどんな強者だとて、一瞬の油ゆ断だんで、命を落としてしまうことも、ある。


　だが、それでも、最後には努力した者が笑うのだ。


　全国数千万の武人のみんな、待っててくれ！


　今度こそそれを筆者が証しよう明めいしてこよう。


　そしてこのレポートを、その勝利によって、締しめくくろうと思う。





　　　　◆





　そこまで書いたところで、シルはペンをおいた。


　そのまま彼は立ち上がる。


　手に、槍をたずさえ、


「……さて。では、いきますよ、ライナさん。フェリスさん。今度こそ、僕ぼくが勝ちます！」


　決意の表ひよう情じようで、歩きだしたのだった。





　　　　◆





　勝負の日。


　シルは緊きん張ちようしていた。


　もちろん、勝てると信じている。世界最強の武ぶ器きである槍と、そしてシルウェルト家の槍術をもって倒たおせない敵てきなどいないと、信じている。


　だが、ライナ・リュート、フェリス・エリス、彼らが強いのもまた、事実なのだ。


　いや、このさい認みとめてしまおう。彼らの実力は、自分よりも、上だ。


　しかしそれでも、勝つ自信はあった。


　彼らのあの、生活態たい度ど。あれは、ひどすぎる。


　シルは知っていた。


　日々の鍛錬を怠った武人に訪おとずれるもの、それは、破は滅めつだ。


　そしてあの二人はいま、緩ゆるみに緩みきっている。


　負けるはずがない。


　そう思った。


　負けるはずが、ない。


　いや、負けられないのだ。


　日々、努力している、全国数千万の武人たちの誇ほこりのために。


　そして、シルウェルト家の、誇りのためにも。


「く……」


　そこで、自分の槍を持つ手が震ふるえているのに気づいて……


「…………やはり僕も、まだまだですね」


　自分を嘲あざ笑わらうかのような、薄うすい笑えみを浮うかべる。これは、怯おびえなのか？　それとも武む者しや震ぶるいなのか？


　それから再び、彼は前を向く。


　目の前には、二人が滞たい在ざいしている宿があった。


　その宿を、見つめる。


　そして、必ず勝つと、決意する。


　すると、不ふ思し議ぎと手の震えが止まっていた。


　いける。


　そう思った。


　今日こそは……


　シルは一つうなずいて、


「………………では、まいります」


　そして、宿の中へと入り、そのまま、いつも二人がいる食堂へ向かった。


　と──


　思った通りそこには例の二人がいて。


　ライナは机つくえに突つっ伏ぷすようなだらしない様よう子すでスープをつついており……


　もう一方のフェリスはやはり、だんごばかりを食べながら、世界のだんごを救すくうために我々はいまなにができるのか、などというわけのわからない講こう義ぎをしていた。


　その二人に向かって、シルは槍を構かまえ、


「あ、あの、今日はお二人と……」


　が、そこであっさり言葉が遮さえぎられる。


　フェリスが言う。


「だからこそ、いま、私たちが立ち上がらなければならないわけだ」


「いや、ですからあの……ちょっと僕の話を……」


　だが、それも遮られ、


「夢ゆめも理想もないだんごなどいらない！　実利のみを追つい求きゆうした、無む味み乾かん燥そうなだんごなど私たちは求めていないのだ」


「その、それはわかりましたが、ちょっと僕に注目してもらえないでしょうか？　えと、今日僕がきたのは他ほかでもありません。僕は今日は、お二ふた方かたにもう一度勝負してもらいに……」


　するとそこでやっと気づいてくれたのか、フェリスはうなずいて、


「うむ。おまえもそう思うか？　そうだ。もう一度、一流のだんご職しよく人にんたちが集まり、いまのこの商業主義の荒あら波なみへ、勝負を挑いどむ必要がある！」


「いやだから、そうじゃなくて……」


「まずはいいだんご職人。いいだんご粉こを………………」


　が、そこで、いつになく熱ねつ弁べんをふるっていた彼女の言葉が、止まった。
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　目の前で、ライナがスープをつつくのをやめたかと思ったら、今度は目を閉じ、気持ち良さそうに眠ねむりに落ちようとしたのを見て……


　瞬しゆん間かんだった。


　シルは、信じられないものを見た。


　フェリスが、


「話を聞け」


　なんて言いながら、腰こしの剣けんを抜き放ったから。


　信じられない速はやさだった。一いつ般ぱんの人間では、その動きすら見えないだろう。


　シルでさえ、身構えていても槍で受けとめられるかどうかの速さ……


　その剣をライナへ向けて放って。


　しかし、居い眠ねむりしていた彼に、それをどうこうできるはずが……


　だが、


「え!?」


　目の前で起きた、さらなる異い常じよう事じ態たいに、思わずシルは驚おどろきの声を上げてしまう。


　一直線にライナの頭部の急きゆう所しよへとたたき込まれようとしている剣から、ライナは首を動かし、少しだけポイントをずらして……


　刹せつ那な、ライナの体が、剣の腹の部分に殴なぐり飛ばされて、食堂の中、宙ちゆうを舞まい、床ゆかに転がる。


　致ち命めい傷しようのはずだった。いや、あのまま急所に入れば、即そく死ししていてもおかしくない。


　だが、ライナはそれにすぐに立ち上がって、


「ああもう痛いなぁ！　なにすんだよ！」


　それに、


「そんな馬ば鹿かな!?」


　シルは思わずそう叫んでしまっていた。あれだけの衝しよう撃げきを受けて、立ち上がれるはずがない。立ち上がれるとすれば、急所を外はずしただけじゃなく、自みずから後方へ跳とんで、衝しよう撃げきを緩かん和わしたとしか……


　とそこで、フェリスが言う。


「おまえが真ま面じ目めに聞かないからいけないのだ。いまの私の話は、だんごの命運、いや、はては世界の命運を左右する重大な……」


　が、すぐさまそれにライナが、


「その前に俺おれの命運がなくなるわ！　ってかもう、わかったら、急に殴るのやめてくれって。そうだな。寂さびしかったな。話聞いてほしかったな。はいはい。寝ねないで話聞いてやるから……頼たのむからもう、殴るのなしな？」


　するとフェリスは、なぜかどこか嬉うれしげにうなずいて、


「では、話を続けよう。このいまの世界の状じよう況きようで私たちにいま、問われているのは、なにか？　それは……………………話を聞けライナ」


　とそこで、再び剣が放たれる。


　寝ないで話聞いてやると言った、二秒後には眠り始めていたライナの頭部へと向けて。


　その剣けん筋すじに、シルは震えた。


　さっきよりも、さらに速いのだ。


　さっきよりも、さらに鋭するどいのだ。


　今度こそよけられない。これをよけられたら、化物ばけものだ。そう思った。


　そしてやはり、


「ぐぎゃ!?」


　ライナは宙を舞まって床ゆかを転がり……


　死んだ。そう思った。今回は間ま違ちがいない。あれで死ななければ……


　が、


「だから痛いって言ってんだろうが!!」


「う、噓うそでしょ!?」


　シルは思わずそう叫んでいた。


　信じられない事態だった。さっきよりもさらに速い剣けん撃げきを、さっきよりもさらに速い反はん応のう速度でライナは対たい処しよしていたのだ。


　殴られたばかりだというのに、異様に元気なライナが言う。


「てんめぇ俺を殺す気か！」


「うむ。次こそは息の根を止めなければ、世界の命運は……」


「って、どっからそういう話になってんだよ！　俺が寝てる間か？　俺が寝てる間にそんな話になったのか!?」


「さあ年ねん貢ぐの納おさめ時だぞライナ。変へん態たい色しき情じよう狂きようの犯はん罪ざい者しやが、いつまでものうのうと平和に暮くらせると思うなよ」


　なんて言ってフェリスは剣を構え、それにライナは、


「いや、だからまじでなんで突とつ然ぜんそんな展てん開かいに？　ってか、おまえ、遊んでるだろ!?」


「ふふ」


「ふふじゃねぇええええええええ!?」


　ライナそう叫んだところで、


「では、いくぞ」


　フェリスが動きだし、それにライナも、


「うお、まじでやん……って目がマジだし!?　ああもう、このままじゃ殺され……うわわわわわ、も、求めるは雷らい鳴めい〉〉〉・……」


　と、空間に光の魔ま方ほう陣じんを描えがき出し、二人は突とつ如じよ、戦せん闘とう態たい勢せいに入って……


　シルはそれに、動けなくなってしまった。


　二人の戦いは、異い常じようだった。


　異常に速く、高度で。


　まるで、入り込む隙すきがない。


　まさか、まさかこんなことを……


　こんな修行を二人は、毎日しているのか……


　かなわない、わけだ。


　そう思った。


　さすがだ。やはりこの二人は、さすがだ。


　目の前で繰くり広げられる激はげしい死し闘とうに、シルは震ふるえた。


　この二人は、最高のパートナーなのだ。


　お互たがいが、お互いを高めあうための、最高のパートナー。


　そしていまも、


「だああもうまじで許ゆるして！　許し……ああくそ、もう怒おこったぞ！　ぶっ殺してやる！」


「ん。できるものなら、やってみろ」


　二人はこうして、最強を求め、さまよっているのだ。





　　　　◆





　というわけで、結論。


　やはり強者とは、日々たゆまぬ努力をしているということが、今回のことでわかってくれたと思う。


　筆者は感動した。そして、安心した。やはり皆みな、日々の努力の上に、その強さを保っているのだ。


　さらなる高みを目指すための、重要な鍵かぎが今回の密着取材によって、明らかになった。


　だからこそ筆者はレポートの最後に、このことを書いて、今回は終わろうと思う。


　それは、





『修行パートナー募ぼ集しゆう。当方ローランドの貴き族ぞくです。槍やり使います。わりと話しやすいほうだと思います。あ、そうそう、ちなみに僕は、黒くろ髪かみの女性が好みです。僕と一いつ緒しよに、頑がん張ばってくれる女性はいませんか？　一人で寂さびしいです』







（しるうぇると・れぽーと：おわり）







　みすたー・ばぶりん







「うう……」


　ライナ・リュートは、震ふるえていた。


　あまりの恐きよう怖ふに、ぶるぶると震えていた。


　目の前に迫せまる恐怖……それを見上げ、


「や、やばい。こ、このままじゃ、死……」


　その、死という言葉に、少しだけ目を大きく開く。


　そう。死だ。死が目の前に迫っている。


　いつも眠ねむそうな彼の黒い瞳ひとみは、いまは苦く悶もんに歪ゆがんでいた。猫ねこ背ぜ気ぎ味みの長身瘦そう軀くも、今日は背せ筋すじをぴんっと伸のばして震えていて……寝ね癖ぐせのついている黒くろ髪かみの先まで、心なしか緊きん張ちように逆さか立だっているようだった。


　場所は、ここイエット共和国の情じよう報ほうを、独どく占せん的てきにすべて扱あつかっているといわれている、フューレル一族グループの資し料りよう室しつ。


　そこでライナは、死と対面していた。


　ことの起こりは一週間前のこと。


　彼が、まるでお伽とぎ噺ばなしにでも出てくる、悪あく魔まのような姿の化物ばけものに襲おそわれたことから、話は始まる。


　夜の闇やみよりも暗い色の皮ひ膚ふに、つり上がった赤い瞳、鋭するどい牙きば、まるでコウモリのような巨きよ大だいな羽……その化物は、どこからどう見ても、お伽噺にでてくる、悪魔やら、吸きゆう血けつ鬼きやらの外見にそっくりで……


　そういうお伽噺や勇者伝説を追っているライナと、そしてその相あい棒ぼうのフェリス・エリスは、その化物についての調ちよう査さを開始したのだ。


　そんなわけでここ一週間、ライナはこの資料室にこもって、大量の資料、文ぶん献けん、古こ文もん書じよの山と格かく闘とうしているのだが……


　その、資料室の中に、『恐怖』は存そん在ざいした。


　ライナは、その資料室に備そなえつけられていた机つくえで、


「あ、ありえないって……こんなんしながら調べるなんて、無理だって何度も言ってるのに……ってか……もう何日も寝ねてないし……ね、寝そう……寝……」


　とそこで、彼の頭が、こくりっと、落ちた瞬しゆん間かんだった。彼の首に巻まきつけられていたピアノ線が、頭ががくっと落ちたことによって、ぐいっと引ひっ張ぱられる。


　その感かん触しよくに、ライナは慌あわてて目を覚さまして、


「いや、ま、待って!?　寝てない！　寝てないから！」


　と叫さけびながら、横を見る。するとそこには、奇き妙みようなものが置かれていた。


　大きな、人形。長い金色の髪に、マジックで描かかれただけの顔。その顔が、妙みようににこにこ笑っていて、ちょっと恐こわい。


　そしてその人形の腕うでには、ライナの首からピアノ線が伸びてきており……どういう仕組みなのか、彼の頭が大おお幅はばに動くと、その人形の腕がぐいっと引き上げられ……


　そして、その手に持ったギラリと光る長ちよう剣けんが、ライナの首へと一直線に！


「ちょ、ちょっと待てぇえええ！　だから、起きてる！　起きてるから!!」


　と、ライナは慌てて背せ筋すじをぴんと伸ばす。すると、その人形の剣も、彼の首の皮一枚のところでぴたりと止まり、そして、


『さっさと仕事をしろ、ムシケラが』


　音声まで流れる。人形の胸むねには紙が貼はられていて、こんなことが書かれている。


『私はすーぱーフェリスちゃん人形。略りやくしてスパフェリちゃん。すーぱーと、首をすぱっと斬きるをかけてるの。可愛かわいがってね[image: ]』


「可愛がれねぇよっ!!」


　恐怖だった。この迷めい惑わくなスパフェリちゃんのせいで、ライナはここ数日、まるで寝てないのだ。


　おまけに目の前には、難むずかしい言葉が並ならんでいる古文書の山。いくら彼が、古文書の解読や、研究が好きだといっても……眠ねむく……


　瞬間、スパフェリちゃんが、がこんと音を立てて腕を、


「う、噓うそ！　噓です！　寝たふり！　寝たふりだから！」


　ライナは叫びながら泣いた。


　そのまま仕方なく、文献を再び読んでいく。例の化物についての情報。どうやらその化物の謎なぞを解とく鍵かぎは、ここイエット共和国の成り立ちにあるようだった。


　だから眠ねむ気けをこらえて、必死にイエットの歴史について読む。


　ざっと内容を説明すると、こうなる。


『まず初めに、この国……というよりは、この地ち域いきは、どこかの国から犯はん罪ざい者しやが送り込まれてくる、流る刑けい地ちのような場所だったらしい。そしてここに送り込まれた犯罪者たちは、五年に一度、不ふ思し議ぎな力によって処しよ刑けいされていた。その処刑の方法というのが特とく殊しゆで……どういう仕組みなのか、五年に一度、悪魔のような姿すがたの化物が空を埋うめ尽つくし、犯罪者たちを、喰くらい尽くしてしま……』


　そこまでで、ライナは眠気に負けて……


　瞬間、スパフェリちゃんが、




[image: ]


『チャンス！』


「って、そんな音声も入れてるのかよっ!!」


　ライナはとっさに目を覚まして、突つっ込こんだ。それからもう、ふらふらとしながら、


「う～わかったよ。読むよ。う～」


　再び読み始める。


『だが、犯罪者たちも、ただ化物たちにやられるがままになっていたわけじゃない。この地に送り込まれた犯罪者たちは、必死にあの化物に対たい抗こうする方法を研究した。やがてその方法は確かく立りつし、空を埋め尽くす化物を一いつ掃そうする魔ま法ほうを完成させて……彼らは繁はん栄えいし、その地は、イエット共和国という国と……』


『首のお散さん歩ぽたぁいむ!!』


「首がお散歩したら死ぬだろうがっ!!……ってもう、なんか、本物のフェリスを相手にしてるような気がしてきた……」


　ライナはげんなりと言った。


　それから彼は、イエットの国についての本をその場に放ほうり捨すててから、


「おーい誰だれか、次の本持ってきてー。次は、例の化物を打ち消す魔法についての……」


　が、そこで彼は、言葉を止めた。


「あーでも、その魔法についてはもう、調べたしなぁ。でもって、最後には俺おれの『複写眼アルフア・ステイグマ』で構こう成せい調べても、どうやって魔法が動いてるのかすら、わかんなかったんだよなぁ……ったく、化物も謎なら、その化物を打ち消す魔法まで謎ときた。おまけに俺はスパフェリちゃんのせいでまるで身動きできないし……これ以上どうしろっていうんだ？」


　言いながら、とりあえず膝ひざの上にあった数すう冊さつの本を手に取って、再び読もうとしたところで、


「おお、サボらず仕事しているようだな。スパフェリちゃん効こう果か絶ぜつ大だいだな」


　なんて言って、部屋に入ってきたのは、絶ぜつ世せいの美女だった。


　スパフェリちゃんそっくりな、艶つややかな金色の長ちよう髪はつに、切れ長の澄すんだ青い瞳ひとみ。スタイルのいい華きや奢しやな体に、その細い腕では到とう底てい扱あつかえるとは思えない長剣を腰こしに差している。


　そして、手にはだんご。スパフェリちゃんを作った主ぬし、フェリス・エリスだった。彼女はそのまま、いつもの無表情で、


「で、私にわざわざだんごを買いに走らせたからには、調べは進んだんだろうな」


「はぁ？　俺がいつだんごを買いにいけと？　おまえが勝手に『だんご不足だ』なんてわけわかんないこと……っていうかそれより、この人形どかせって!!」


「で、さっさと新しくわかったことを言え」


「話を聞けええええええ！　っていうかまじでやばいんだって。寝てなさすぎて、そろそろまじでこの人形に殺されちゃうから！　だいたい、こんな人形に見張られてて、調べが進むはずねぇだろうが！」


「ほう。自分が無む能のうなのを、スパフェリちゃんのせいにするのか？」


「っていうか、おまえがだんごを買いにいくって言っていなくなってから三日……とっくに必要な文献は全部調べ終わってんだよ！　だからさっさとこの人形どかせ！」


「なるほど。ということはここ三日。おまえはなにもせずに遊んでたというのか。これだから仕事をしない男は……」


「スパフェリのせいだろうが!!」


　ライナがそう叫ぶと、フェリスはあきれたように首を振ふって、


「それも、いい年をした大人が、人形遊びとは……変へん態たいの極きわみだな……」


「だからなんでそうなんだよっ!!　いいからさっさと外しやがれ!!」


　そう怒ど鳴なって立ち上がりかけた瞬間！


『さよなら～』


　という音声とともに、すごい勢いでスパフェリちゃんが剣を……


「ぎゃあぁあああああああああ!?」


　ライナは必死にその場を飛びのいた。


　直後、スパフェリちゃんの剣はライナの座すわっていた椅い子すを真っ二つにして……


　それにフェリスが、


「ちっ。外したか」


「外したかじゃねぇええええええええ!!」


　ライナは、今度こそ本気で叫んだのだった。


　しかし、やはりフェリスはそんなライナの言葉など聞かずに、


「で？　それではここ三日、まるで調査が進展していないというのは本当か？」


「だから誰のせいだと思ってんだよ！」


　もう一度叫んでから立ち上がって、


「ってまぁ……それがなくても、正直なところは、進まなかったろうけどさ。ここの文献には、あの化物の正体やら、魔法の仕組みやらは、なにも書かれてなかった。どれもこれも謎だらけ。正直、ちょっと壁かべにぶちあたったかもな。もう一度あの化物がきてくれりゃ、とっ捕つかまえるにしろ、後を追いかけるにしろ、いろいろ手を打つこともできるんだろうけど……それも、五年に一度だっていうし。ちょっと八方塞ふさがりだなぁ」


　するとそれにフェリスが、


「ふむ。やはりな。無能なおまえのことだ。そろそろ弱よわ音ねを吐はく頃ころだとは思っていたが……やっぱりか」


「やっぱりかって……なんか傷つくな。ま、調査が進まない以上、否定はしないけどさ」


　が、フェリスはそこで、さらにちょっと嬉うれしそうに言ってくる。


「そこでだ、そんな無能なおまえを救すくうために、今日は私が、だんごを買った帰りに、今回の問題について詳くわしく書かれた本を見つけてきてやったぞ」


「あ？　今回の問題について詳しく書かれた、本？　って……んなもん、本屋に売ってるはずないだろう？　なんせこの問題については、フューレル一族グループの資料室にもほとんど手がかりが……」


　しかし、ライナの言葉はそこで遮さえぎられる。


　フェリスは持っていた大きなだんご屋の紙かみ袋ぶくろの中から、数すう冊さつの本を取り出して、


「これだ！」


　と、机の上に並べる。


　その数冊の本の表紙にライナは、思わず目を疑うたがった。なんとその本の表紙には、一週間前にライナたちを襲ったあの化物の姿すがたが描えがかれていたから……


　ではなく。


　その本の表紙に並ぶ本のタイトルに……


　一冊目の表紙には、こうあった。


『吸きゆう血けつ鬼きバブリン・養母と危あぶない関係編』


　二冊目。


『吸血鬼バブリン２・兄あに嫁よめと駆かけぬけろ編』


　三冊目。


『吸血鬼バブリン３・のぞかれた情事編』


　そんなタイトルの本たちを前にして、ライナは思わず……


「いや……『兄嫁と駆けぬけろ』って言われてもなぁ……全然意味わかんないから」


　が、フェリスはライナの言葉などまるで無む視しして続けてくる。


「な？　この恐怖小説の表紙の絵、あの化物にそっくりだろう？　きっとこの恐怖小説は、あの化物について書かれた唯ゆい一いつの小説に違ちがいないぞ」


「いや、だからおまえこれ……本気で恐怖小説だと思ってるのか？」


「ん？　違うのか？　前にも言ったが、ほら、本の帯に……」


　が、それにライナは、


「いや確たしかに、『恐怖の吸血鬼バブリンによって、熟じゆく女じよたちは、悶もだえ苦しむ』って書いてあるけどさぁ……でもこの恐怖って……」


　しかし、彼女はやはりライナの言葉を無視して、おもむろに机の上の『吸血鬼バブリン４・熟女たちの欲望編』を手に取り、それを開こうと……


「ってちょ、ちょっと待ったぁ!!」


　そこでライナは、慌ててその『バブリン４』を奪うばい取る。そんな彼の姿に、フェリスは小さく首をかしげ、


「ん？　いったい、どうした？」


「へ？……あ、いやその、なんていうか、そ、そう！　調べものは、俺の仕事だろ？　別にフェリスがわざわざ読まなくてもいいっていうか……」


　なんて発言に、フェリスはライナを見つめてくる。そしてそのまま、


「……ふむ？　おまえ、以前もバブリンは読まないほうがいいと言っていたが……そこまで必死になるというのは……貴き様さまいったい、なにを隠かくしている？」


「な、なんも隠してないって。まじで！　ただ、絶対読まないほうがいいと、俺は思うんだよね。いや、なんていうかおまえ、幽ゆう霊れいとか、そういうの苦にが手てじゃん？　剣けんで斬きれないものは、嫌きらいなんじゃなかったっけ？　だから、恐怖小説とか、読まないほうが……」


　が、それにフェリスは、再びライナを見つめてから……


　突とつ如じよ！　彼女の姿が消えた。いや、消えたと思えるほどの、凄すさまじい速はやさで動いたのだ。


「あ……」


　と、ライナが言ったときにはもう、遅おそかった。机の上の『バブリン２・兄嫁と駆けぬけろ』が奪われており……


　部屋の隅すみで、フェリスは本を高々と掲かかげると、


「ふふふ。甘あまいなライナ。私に隠し事をしようなどと、百億年早い」


「いやだから、隠し事じゃなくて……」


　が、ライナの言葉はまるで彼女に届とどかない。


　彼女は本を開き……


「さぁ、なにを隠しているのか、調べさせてもらうぞ。なになに……兄嫁が荒こう野やを…………いや、荒野で？…………って、な……なにを……そ、そんな………これは…………」


　そこまでだった。


　そこまでで、フェリスは本を、ぽとんっと床ゆかに落とした。


　彼女のいつも無表情な顔が、いつもの無表情のまま、真まっ赤かに染そまり……そしてそのまま、なぜかどこか怯おびえるような、助けを求めるような瞳めでライナを見てから、


「ん………………そ、その……ま、まあなんだ……なるほど。で、では、私はその、ちょっと……もう一度だんご屋めぐりへ……」


　と、ふらふらした足取りで部屋を出ていってしまう。


　そんな光こう景けいに、


「だ～から言ったのに……」


　ライナはため息をついてから、ちょっとだけ手に持っていた『バブリン４』のページをめくってみる。


　するとそこには、案あんの定じような、かなりえげつない表現の、それ系の文章が並んでいて、


「ああ、こりゃフェリスじゃなくても、ああなるよなぁ……」


　言って、ライナは顔をしかめた。


　しかしそれから、


「でも、確かにバブリンの挿さし絵えは、あの化物ばけものにそっくりなんだよなぁ……どういうつもりでこんな絵にしてんだ？」


　と、パラパラとページをめくり、最後の、あとがきへと到とう着ちやくする。するとそこには、こんなことが書いてあった。




　あとがき




　はい。ついに出ました『吸血鬼バブリン４・熟女たちの欲望編』。


　いかがでしたでしょうか？


　いやぁしかし二か月連続刊行、辛つらかっ……








「いや、作者の近きん況きようはどうでもいいから」


　と、ライナは読み飛ばす。するとそのさきに、こんなことが書いてあって……


　続きはこうなっていた。








　前々から言っておりますが、作者である僕ぼく、クローウェル・サイラは、このイエット共和国の空を五年に一度埋うめ尽つくすあの化物……まるでバブリンのような凶きよう悪あくな化物を、調査したいと思っておりました。いまは五年に一度、魔ま法ほうにより、あの化物たちを追い払はらっています。しかしある日、僕はこう思ってしまったのです。今後、いつまであの魔法の効果があるのだろうか？　いつか魔法が効きかなくなり、この国は、滅ほろんでしまうんじゃないか？　そんなことを考え始めてから、僕は日々を、恐怖に震えながら過ごしました。そして、決意したのです。あの化物を、大本から消し去るための研究をしようと。


　しかし、イエット共和国のみなさんは、まるで僕の考えを受け入れてはくれませんでした。


　いまは魔法が効いているんだからいいじゃないか。もう何百年も、この魔法で追い払ってきたのだから、なにをいまさら慌てる必要がある？


　みな、口をそろえてそんな楽らつ観かん的てきなことを言うばかり。確かにそうかもしれない。


　だが、その魔法が効かなくなってからでは、遅いのです。僕はこの国が好きだ。この国を守りたい。だから、これから僕は、その研究を始めたいと思います。


　正直なところを言えば、このバブリンシリーズは、その研究資金を稼かせぐために始めたシリーズでした。最初に出した学術書はまるで売れず、絶望に打ちひしがれているときに、僕はこのシリーズに救すくわれました。


　そして、こういった種類の本であるにもかかわらず、メイン読者である主婦のみなさんには、『バブリン先生、研究がんばってください』と、励はげましのお手紙をたくさんもらえて……感動しました。


　この本を最後に、僕は本格的に研究を始めたいと思いますが……みなさんのいままでの応おう援えん、忘れません。


　本当にありがとう。


　さようなら。








　そんな文章に、ライナは、


「……ってかこれのメイン読者って、主婦なの？……いやまあ、それはそれで、いいんだけどさ……しかしこれは、いい感じに話が進んできたぞ。ようはこのバブリン先生とやらは、例の化物に詳しいってことだろ……ってことは、この先生のところにいけば……」


　そのまま本の一番最後のところに書いてある出版社の住所を控ひかえて、


「んじゃま、フェリスを連れていってみようかね」


　と、部屋を出たのだった。





　　　　◆





　そんなこんなで、バブリンシリーズをつくっている編へん集しゆう部ぶで暴あばれまくって住所を聞き出したライナとフェリスは、あっさりバブリン先生宅たくまでやってきていた。


　郊こう外がいに建たっている木造の一いつ軒けん家や。


「おーい。バブリン先生はいますかー？」


　なんて声をかけて入り口の扉とびらをノックするが……


　しかし、返事はなくて。


　さらにもう一度、


「あのーバブリン先生、聞きたいことがあるんですがー？」


　しかし、やはり返事はなくて……


　ライナとフェリスは、顔を見合わせた。


「ふむ。留る守すかな？」


「そのようだな」


「で、どうする？」


「当然、中を物色する」


「だよな。んじゃいくか」


　と、ライナは部屋へと入っていくが、しかし、フェリスは入り口に残ったままで……


　ライナはそれに振ふり返って、


「どうしたフェリス。なんで……」


　が、そこでライナは言葉を止めた。


　フェリスを見つめると、彼女はなぜか、少し恥はずかしそうに顔を赤らめて目をそらしたので……


　それに彼は苦く笑しようして、


「ああ、まあな。んじゃ、フェリスはそこで見み張はっててくれるか？　そのほうが俺も安心して家の中物色できるし」


　フェリスはすぐにうなずいて、


「うむ。いいだろう。調べるのは、おまえの仕事だからな」


　それにライナもうなずいてから、


「だな。じゃ、いってくるよ」


　そう言ってから、家の中へと入っていく。


　最初に入ったのは、居い間まのような場所だった。ソファにテーブル。


　しかしテーブルには筆ひつ記き用具と紙が散さん乱らんしており、さらには部屋中に、いかがわしい挿絵が描かかれた紙まで散らばっていて……どうやらバブリンは、ここで例の小説を書いていたらしい。


　そのままライナは書しよ棚だなに近づいていき、数すう冊さつの本を取り出すと……


「えーなになに、熟女に、乙女おとめに、なめまわすに……なんか、頭がくらくらするな。ったく、フェリスがこなくてよかったよ……」


　うめくように言って、書棚に本を戻もどす。


　そのまま一いち応おう書棚にある本のタイトルを全部チェックしてから……例の化物についての文ぶん献けんらしきものがないのを確かく認にんすると……


「ふむ。ここじゃないのかな。ま、とりあえず部屋を全部ざっと見てまわってから、本格的に調べようかね」


　言って、居間を出る。まずキッチンを見て、それからバスルーム。一階はそれで終わり。そのまま二階へと上がって、ベッドルームに、客間。


　そして最後に、唯ゆい一いつ扉とびらに鍵かぎのかけられた部屋があって……


　それにライナは、


「おお、なんてわかりやすい。ここだけ鍵かけてたら、ここに重要なものがありますよーって泥どろ棒ぼうにアピールしてるようなもんだろうに。ま、俺はフェリスとは違ってスマートに物事を進めるタイプだからね。たとえ鍵がかかった扉があったとしても扉を粉々に斬り裂いたりしないよ。……こんな程てい度どの鍵なら……ちょちょいっと」


　言って、ライナは懐ふところから、さっきフェリスからもらっただんごを刺さしていた串くしを取りだし、それを鍵穴へと差し込む。


　そして、それをちょちょいっと動かすと。


　瞬しゆん間かん！


　だんごの串があっさり折おれた!!


「え!?」


　同時に、ライナはそんな間ま抜ぬけな声を思わず独ひとり上げてしまい、そのまましばらく呆ぼう然ぜんとしたあと……


「…………う、噓うそだろ？……そんなはずじゃ……ま、まあ、なんだ。えと、そのぉ」


　と、周囲を一度見回してから、


「………………おりゃ！」


　ライナは扉に蹴けりを入れる。すると、鍵が壊こわれて、扉が少しだけ開いて……


　それに、


「な？　ほら開いた」


　言いながら、しかし、彼がこっそりだんごの串を捨すてたのは、内ない緒しよである。


　まあ、それはさておき。


　開いた扉の先。


　部屋の中は、暗かった。まだ、昼を少し過すぎたばかりだというのに、真っ暗で……


　それにライナは、


「ん？　わざわざ遮しや光こうカーテンでもつけてんのか？　まあ、古い文献は日光に当て過ぎるのもまずいしな。なかなか頑がん張ばって……」


　が、扉を開けた瞬間、彼は言葉を止めた。


　部屋の窓まどには、カーテンなど、かかっていなかったから。


　だが、日の光は入らない。


　黒い闇やみが、窓を覆おおい尽くしているのだ。


　黒い、闇。


　部屋の中央には……瘦やせた男がいて……その背中からはえた黒い羽が、まるで光をすべて吸きゆう収しゆうしてしまうかのように、窓からの光を遮ってしまっている。


　男は震えていた。
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　胸むねには、一冊の古い書物を抱だきしめていて……


　男は、震えていた。


　その震えに呼こ応おうするかのように、背中にはえた黒い羽も震えていて……その羽は、一週間前に見た化物の羽に、そっくりだった。


　そんな男の姿に、ライナは目を細めて、


「おっと。こりゃ、いきなり本命にでくわしちゃったかな？　で、ちょっと聞きたいんだが……おまえがバブリン先生なのか？」


　すると、そこでやっと男はライナに気づいたのか、こちらへと目を向ける。


　しかしその目は、到とう底てい人間の目には見えなかった。縦たてに長く割われた瞳どう孔こうは赤く濁にごり、口には鋭するどく、長い牙きばがはえていて……


　男が、言った。


「く…………くく……生いけ贄にえが自分からきたか……近いうちにこの国は滅ほろびるというのに……それほど早く死にたいのか？」


「んぁ？　なに言ってんだおまえ？　生贄？　国が滅びる？　ってかおまえ、例の化物についての情報を、なにかつかんだな？　で、その力にいま、侵おかされて……」


　が、それに男は笑えみを浮うかべる。そして、


「侵される？　違うな。力を我わが物としたのだ。このイエットに巣す食くう犯罪者どもを皆みな殺ごろしにする力をな。しかし私のこの姿を見て驚おどろかないところを見ると……貴き様さまも同じ研究者か。だが一足遅おそかったな。この力は、私が手に入れた」


　その言葉に、ライナは困ったような表情で、


「その口ぶりからすると、その力についての情報は、俺には教えてもらえないってことかな？」


「知る必要が、あるのか？　これから死にゆく人間に」


「ふむ。死ぬ……ねぇ。それってぇのは、おまえが俺を殺すってことか？」


　すると男はまた笑みを浮かべて、


「ついに人間を超ちよう越えつした私の力を……」


　が、そこでライナは、男の言葉を遮って、


「はぁ？　超越？　おまえ、その力で人間を超越したとか、そんなこと思っちゃってるのか？」


　すると男は楽しげに笑って、


「超越じゃなくて、なんだというのだ？　この、圧倒的な全能感。私は、神となったのだ。そして、このイエットの人間、すべてをあの世に送ってやる。この力で……人間を遥はるかに超越したこの、神の力でな」


　なんて言葉に、ライナは感心するようにうなずいた。


「おお、今度は神ときたか。すごいすごい。夢ゆめは膨ふくらむな。まあ、大きな力を手に入れたら、使ってみたくなるのはわかるけどさぁ……もうちょい落ち着けって。ちょっとくらい力が強くたって、いきなり神とかにはなれないから」


「…………黙だまれ。無ぶ礼れいだぞ。神である私にそのような……」


　が、そこでライナは突とつ然ぜん、吐はき捨てるように、


「黙るのはてめぇだよ。さっきからうぜぇ奴やつだなぁ。人間を超越するだ？　そんなに人間じゃなくなるのが嬉しいか？　人間じゃないってのが、そんなに嬉しいかよ？　力が強いから、神？　アホかおまえ。人の命を奪うばって、自分は強いからおまえらより偉えらいって言いたいのか？　馬ば鹿からしい。おまえの言葉は、さっきからいちいち癇かんに障さわるなぁ……」


　そう言うと、男を見つめる彼の瞳の中央に、朱しゆの五ご方ぼう星せいが浮き上がってくる。


　特とく殊しゆな瞳。


　誰だれからも、誰からも破は壊かいの化物と忌いみ嫌きらわれる……『複写眼アルフア・ステイグマ』と呼よばれる、彼の瞳。


　その瞳は、すべての魔を見通す。あらゆる魔法の構こう成せいから現げん象しよう、存そん在ざい、すべてを見通し、その力を複写してしまう。


　その瞳で、ライナは男を見つめる。


　男の羽、瞳、爪つめ、抱かかえた本、そのどこかに、『複写眼アルフア・ステイグマ』で読み取れるなんらかの情報がないかと、瞳めをこらす。


　しかしそれに男が、さらに笑って、


「…………ほぉ……『複写眼アルフア・ステイグマ』保持者……貴様……『複写眼アルフア・ステイグマ』保持者なのか……は、ははは……なるほど。貴様も、化物というわけか……だからこの姿すがたを見ても、それほど強気でいられるわけだ。貴様も人間ではない、超越者という……」


「だからうぜぇこと言うんじゃねぇよ。超越……超越なんかしてりゃ……俺はこんなに………くそ。ああもういいから。おまえ、俺を殺すんだろ？　だったらさっさとこい。ぶっとばしてやるから」


「は、ぶっとばすだと？　『複写眼アルフア・ステイグマ』保持者風ふ情ぜいが、言うじゃないか。いいだろう。望のぞみ通り、殺してやる」


　言った瞬間、男は羽をさらに大きく広げた。


　そして手を振り上げて……


　とそこで、


「な……速……くっ!?」


　ライナはその場を飛とび退のいた。


　直後。彼がいた廊ろう下かの壁かべが、切り裂さかれる。


　それを見て、ライナは顔をしかめた。男の動きは、信じられないほど速かった。以前に戦った化物とは、比くらべ物にならないほど。


「ったく……いったい、なんの力を手に入れたんだ？」


　言いながら、彼は空間に光の文字を描えがき込んでいく。かつて戦った、エスタブール魔法騎き士し団だんが使っていた魔法。その魔法を、


「我われ・契けい約やく文ぶんを捧ささげ・大地に眠る悪意の精せい獣じゆうを宿す」


　唱となえる。


　すると、ライナの姿が一瞬だけきらめき、その、動きが加速する。そして彼は廊下の床、壁、天てん井じよう、すべてを足場にして男から距きよ離りをとり……さらに空間に指を躍おどらせて、次の魔法を唱えようと……


　しかし、男はそんなライナの姿に、


「素す晴ばらしい。素晴らしいぞ超越者。その動き……すでに人間のものではないだろう。だが、私のほうが、さらに上だ」


　言って、男は突とつ進しんしてくる。


　凄まじい速さだった。魔法で動きを加速したライナよりも、さらに少し、速い。


　男は爪つめを掲げ、ライナへと放ってきて、


「く……」


　ライナは魔法を中ちゆう断だんして、その男の腕を左手でとらえる。そのまま右足を跳はね上げ、男の顔面へとたたき込もうとして……


　しかし、その蹴りはあっさりかわされてしまう。余よ裕ゆうの表情だった。


　男は笑いながら、


「どうした超越者。その程度か？」


　それにライナは顔をしかめて、


「だから、超越者とか言うなって！」


　怒鳴りながら、今度は右手で拳けん打だを放つ。しかし、それも受け止められ、逆に拳こぶしを握にぎられて……さらに、左腕も握られてしまって……動けなくなってしまう。


「やば……これって……」


　が、そこで男が言う。


「チェックメイトだ」


　そして、鋭い牙を大きく開いて、ライナの首くび筋すじへと……


　しかし。


　ライナはそれに、薄うすく笑えみを浮かべて、


「いんや、チェックメイトは……」


　瞬間、突然化物の背はい後ごに、金色の髪をした、絶ぜつ世せいの美女が現れて、ライナの言葉を継つぐ。


「……おまえだ、化物」


　そして、とんっという音とともに、男の胸を、フェリスが剣けんで貫つらぬく。


　それに男は苦く悶もんの表情を浮かべた。


「……な、なんだこれは……な、なんで……なんでこんな……が、ぐあ……」


　そこで、言葉が止まる。口から、黒い液体を吐はき出して……その場に膝ひざをつく。


　そこでライナは男から離はなれて、


「だ～から、力が強いくらいじゃ神なんかにゃなれないって言ったろ？　はっきり言って、おまえ程度の奴を潰つぶすのは、余裕だぞ？　俺がわざと廊下の壁やら床やらを飛びまわって大きな音を立てて相棒に合図してたのも、まるで気づかなかっただろ？　ってなわけでわかったら、そろそろ人間の姿に戻って、俺らの聞きたいことに答えてもらえると……」


　が、そこで男はさらに黒い液体をグバっと吐き出して、くずおれる。それにライナは顔をしかめて、


「あら？　だ、大だい丈じよう夫ぶか？　ってフェリス！　やっぱ胸刺すのはやばかったんじゃ……」


「心しん臓ぞうは……外はずしてある」


「そういう問題か？　心臓外しても、胸刺したら普ふ通つう、人間は、死ぬと思うぞ？」


　その言葉に、しかし、彼女は怪け訝げんそうな表情で、


「これが、人間か？」


「え？　あ、いや……う～ん。人間かどうかは、ちょっと難むずかしいところだなぁ。まあ、とにかくこいつは、バブリン先生だと……」


　が、そこで男はライナをにらみつけ、


「その名前で、呼ぶな……私は、私は神だ……貴様ら……神となる身の私にこんなことをして、ただですむと……」


　それをライナは遮り、フェリスを見て、


「おっと、ちょっと元気になってきたか？　フェリス、胸刺すの、正解だったみたい」


「ん。当然だ」


「いやでも、どうする？　どうもバブリン先生は俺らに協力してくれなそうだし……ここはなんとか捕ほ獲かくしたいところだけど……胸刺しても元気となると、これはなかなか大変……」


　とそこで、男はさらにライナをにらんで、


「こ、殺してやる。貴様ら絶対、殺す。殺して、肉片を一欠片かけらも残さず喰くら……」


　そこまで言ったところで、突然、男の表情が変わった。体が、ちょっと異常なほど、大きくがくがくっと震え始めて……


　それにライナとフェリスが、


「なんだ？」


「ん？」


　目を向けた、瞬間だった。


　めきゅっという奇き妙みような音を立てて、男の胸から、腕がはえる。


　腰からも背中からも……


　そして、


「が、ががぎゃくがががががががが……」


　うめくような、それでいて叫ぶような声を狂くるったように上げて……


　その間にも、全身から、腕がはえる。


　腕が、腕が、腕が……


　異様な光こう景けいだった。震える体。そしてその体から次々現れては、わしゃわしゃと動く、無数の腕。姿は人ひと形がたなのに、まるで、虫かなにかのような気き色しよくの悪い姿だった……


　ライナはうめくように、


「はぁ？　な、なんなん……」


　しかし、言葉はまた、そこで止まってしまう。


「く、苦しい……ぐ、ぎゃ……た、助け……が、ががが……ふはは私は人間を超越……や、やめろ……ひ、ひひ死ね、死ね、死ね……………………死ねっ！」


　突とつ如じよ、腕がライナへと突き出される。避さけられなかった。胸を殴なぐられ、そのまま吹ふっ飛ばされる。凄まじい力だった。一瞬、意い識しきが飛ぶ。そしてそのまま壁かべにぶつかり、その中に少しめり込んで、その衝しよう撃げきで意識が戻もどる。


「か……ぐあ……な……ま、まじかよ……」


　口から血が出た。それにライナは顔をしかめる。


　内ない臓ぞうか、もしくは肺はいか……損そん傷しようした。


　致ち命めい傷しようではないが……すぐには動けそうになかった。


　いまの、たった一発で……


　攻こう撃げきに、反はん応のうできなかったわけじゃない。殴られる瞬間、ライナはとっさに身をそらして、衝撃を緩かん和わしたはずだった。


　なのに……


「や、やべぇ……こいつ……まじで……」


　そこで、フェリスがライナのほうを見る。驚おどろいたような表情で……ライナの口を……


　血の出ている口を見て……


　それから彼女は、


「…………貴様……」


　剣けんを振り上げた。そして、信じられない速さで男、というよりも、腕だらけの奇妙な物体を、斬きりつける。その剣を防ふせごうと腕が二本飛び出してくるが、しかし、その腕は、あっさりフェリスの剣に斬り飛ばされ……


　が、その斬り離はなされたはずの腕が、一気にフェリスの首をつかんでくる。


「な……」


　彼女の顔が、驚きに歪ゆがんだのも束つかの間ま、腕が、彼女の首をしめつける。


　しめつける。しめつける。しめつける。


　その腕を彼女は必死に引き離そうとするが……


「…………む……く…………かは……」


　そして、力が、どんどん抜けていく。


「フェリス!?」


　ライナは、思わず叫んでいた。肺が痛む。彼女を助けにいこうとするが、体がいうことをきかない。


「く、くそ。くそ……な、なんで……」


　なんとか指さえ動けば、魔法で援えん護ごが……


　しかし、それも動かない。ダメージが思いのほかひどい。その間にも、フェリスは脱だつ力りよくしていき、からんっという乾かわいた音とともに、剣が、落ちる。みるみるうちに、彼女の白く、綺き麗れいな顔が、さらに白く、青ざめていき……


　ライナはそれに、


「ふ、ふざけんな……こんな、こんな……」


　目の前では、フェリスが、


「や、やめろ。待ってくれ。くそ、動……」


　フェリスが、死のうと……


　とそこで。


「ひぎゅあらぁあああああああああああ!?」


　腕の化物が、突然、咆ほう哮こうを上げた。


　黒い羽が、大きく広がる。そして、上を見上げ……


　次の瞬間。


　飛んだ。


　屋根をぶち破やぶり、そのまま飛んでいく。


　フェリスの首をしめていた腕も、本体に再び取り込まれて、彼女から離れて。


　そのまま彼女はその場に、まるで死んだように倒たおれこむ。


　それに、


「フェリスっ!!」


　ライナは叫んだ。


　だが、


「…………」


　返事はない。


「おいフェリス、ちょっと返事しろって！」


　が、それにも返事がなくて……


「…………う、噓うそだろおい！　フェリス！　返事しろ!!　そ、そんな……そんなはずない。そんな……おい!!　フェリ……」


　しかし、そこで、


「……………………やかましい。気絶中だ」


　それにライナは、


「生きてんなら、さっさと返事しろっ!!」


　思わず怒ど鳴なっていた。


　だがそれにフェリスは、逆に責せめるような声こわ音ねで、


「人の心配する余よ裕ゆうなどあるのか？　その口の血……おまえ、骨が肺に……」


　それにライナは、


「……いや、刺さってない。でも、ぎりぎり。もうちょい運が悪けりゃ、死んでたな」


「私もだ。運がよかった。とんでもない化物だな……」


　その言葉にライナは、屋根に大きく開いた穴を見上げた。そして……


「ってか……完全にあいつ、人間を超越しちゃったみたいだなぁ。殺さなかったのは、もう、最後には俺らの存在もどうでもよくなったってことか？　それともなんか意味があんのか？　ったく、いったいなんなんだよ」


「ふむ……それを調べるのが、おまえの仕事だ。ほら、この家には、まだ情報が残ってるだろう。スパフェリちゃんを持ってきてやるから、さっさと調べろ」


「いや、スパフェリちゃんはいらないから！　ってか俺ってば、肺がちょっと傷ついちゃってんだよ？　そんな簡かん単たんに動けるわけ……ってそこ、剣を拾って俺を脅おどそうとしない！　おまけにおまえもへろへろじゃねぇかよ。な、ちょっと休もうぜ」


　彼がそう言うと、フェリスは倒れたままの姿で必死に剣へと手を伸ばして、しかし、途と中ちゆうで疲れたのか、再び動かなくなって……


「ん。寝るか」


「ああ。寝よ」


「次に起きたらまっさきに剣で……」


「ってか、俺いま殴なぐられたら、まじ死んじゃうぞ？」


「うむ。それを楽しみに、とりあえず休む。そして再び体の自由がきくようになったら、おまえの肋骨が肺に刺さらないようにえぐりとってから、今度はちゃんと突き刺す！」


「なんか……俺にとっては夢も希望もない話だなぁ……ってもう、くだらない話は終わろうぜ。ちょっとまじでしんどくなってきた。そうじゃなくても、最近寝てないのに……」


「ん。では寝るぞ。今回の借りは、あの化物に、必ず返してやる」


　それにライナもうなずいて、


「ああ。今度会ったら、殴り返し……」


　しかしそこまでで、ここ数日寝てなかったせいか、彼はすぐに眠ってしまった。





　　　　◆





　その、五時間後のこと。ライナはバブリン先生の書しよ斎さいで、とある日記を見つける。


　そこには、こんなことが書いてあって、


『この国を滅めつ亡ぼうさせる方法を見つけた。この空を、悪魔たちが埋め尽くすのだ。しかし、その悪魔を打ち消す魔法は、もう効かない。滅ぼされるべきはずの罪ざい人にんどもは、すべて滅ぼされるのだ。私が神に成り代わり、罪人どもを……いや、な、なにを……私はなにを……記き憶おくが、途と切ぎれる。私は、狂くるい始めている。記憶が……ここに、書きとめねば……あれに……あれに私の心が侵おかされ………………………死だ！　すべてに死だ！　死を、与えてやる!!』


　そんなことが書かれた日記を読んで……


　ライナは、痛む胸を押さえながら顔を上げ、フェリスのほうを見た。


　そして、


「やっばいなぁ。なんか……えらいしんどい話に、まきこまれちゃったみたいだぞ？」





　それがすべての、始まりだった。







（みすたー・ばぶりん：おわり）







　ぷれりゅーど・とぅ・るーいん







　世界が終わる。


　そんなことを、誰だれが想そう像ぞうしただろう？


　今日という日が、また明日も続いていく。


　誰もがそう思っていた。


　なのに。


　世界が終わる。


　その終わりが、近づいている。


　ゆっくりと、しかし確かく実じつに。


　それが始まる。


　それは、日にち常じようの風ふう景けいが壊こわれるところから、始まろうとしていた。





　　　　◆





　それは、このイエット共和国では日常の風景だった。


「世界は誰のものぞ？」


　そう言った彼女の言葉に、


『世界は、美しき貴女あなた様のものです！』


　彼女を取り囲むように集まっている、老ろう若にやく男なん女によ、百人は軽く超こえるであろう群ぐん衆しゆうが叫さけぶように言った。


　彼女は満足げな表情でうなずき、


「ふむ。では、世界で一番美しいのは？」


　するとまた、


『もちろん、美の女め神がみの生まれ変わりである、貴女様です!!』


　群衆は、盲もう目もく的てきに叫ぶ。誰もがみな、壇だん上じように立つ彼女に心を奪うばわれていた。


　傲ごう慢まんにも自みずからを美の女神と称しようしている、この十六、七ほどの少女……エステラ・フューレルの姿すがたに。


　だが、それが傲慢に聞こえないほどに、彼女は美しかった。


　しなやかに伸のびる長い黒髪。少しつり目気味の瞳ひとみ。絶ぜつ妙みようなバランスで、すべてにおいて完かん璧ぺきな体。


　さらにその体に巫み女こ装しよう束ぞくをまとい……


　その美しさは、神こう々ごうしくすらあった。


　集まっている人間たちが、彼女に目を奪われるのもわかる。


　とそこで、群衆の中の若者の一人が叫んだ。


「エステラ様！　貴女様のためならば、僕ぼくは死ねます！」


　すると続いて、


「わ、私もです！　どうかこの命、貴女様のためにお使いください!!」


　さらに続いて、俺おれのも、私のも、と、みな争うかのようにそう叫んで。


　異様な光景だった


　おまけにこの集まりの名前は、


『聖女エステラ信しん奉ぼう会かい』


　なんていう、ちょっといかがわしい宗しゆう教きようかなにかのような名前で……本当に、怪あやしいことこの上なかった。


　だが、彼女たちは宗教団体などではない。


　というか、もっとたちが悪い。


　カリスマ詐さ欺ぎ師しエステラ・フューレルを中心とする、詐欺師組そ織しき。


　その詐欺師組織が総出でいま、イエット共和国港街の中心部にある、『お散さん歩ぽ公園』に集まっていて……


　そりゃもう、迷めい惑わくこの上……


　が、そこでエステラが言う。


「では、いつも通り、信奉会、会則斉せい唱しよう、始め！」


『は！　聖女エステラ信奉会、会則っ!!


　一つ、一人暮ぐらしの寂さびしい老人がいれば、いって高額の幸せの壺つぼを売りつけてやり、冥めい土どのみやげに幸せな気分にしてやる！


　一つ、女に飢うえていそうな憐あわれな男がいれば、いって色いろ香かで惑まどわし、巻き上げるだけ巻き上げて、最後には人生の厳きびしさを教えてやる！』


　そんなことを叫び始めて、最後には、


『そして生きとし生けるすべてのものたちに、本当の幸せとは、聖女エステラ様にお仕えすることだと教え込み、全財産を寄き付ふさせる！


　さらに一度入会させたら、二度と脱会は許ゆるさない。聖女様を裏切ることは、死を意味することをたっぷり思い知らせてやるっ！』


　なんてことを叫んでいて……


　迷惑どころか、恐きよう怖ふだった。


　子供を連つれて公園に遊びにきた主婦たちは、青い顔をして慌あわてて逃げていく。


　しかしそんなのは無む視しで、恐怖は続く。
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『我われ々われは振ふり返らない！　常つねに上を見続ける。すべてはエステラ様のため！　誰よりもポジティブに、誰よりも幸せな笑え顔がおで、すべてを奪い尽つくす！　そう、世界は我々のもの！　我々の王、エステラ様のもの！


　聖女エステラ様、万ばん歳ざい！


　聖女エステラ信奉会、万歳っ!!』


　そして、わぁっと歓かん声せいが上がる。


　異常なほどの盛もり上がり。


　それもそのはず。この組織はいま、あらゆる組織が派は閥ばつ争いをしているイエット共和国において、一気に他組織を追い抜き、すでにナンバー２の巨きよ大だい組織へとのし上がり、その勢いきおいはさらに増ますばかりなのだ。


　そんな活気に満ちた面々を見ながら、


「うむ」


　再び満足げにエステラは大きくうなずく。


　そして、これならいける。


　そう思った。次に目指すは、当然この国ナンバー１組織の座ざだ。


　ちなみにナンバー１組織の名前は、フューレル一族グループ。この国の情じよう報ほう業ぎよう界かいをすべて取り仕切り、長年イエット共和国を動かしている老舗しにせの組織だ。


　さらにちなみに言うと、そのフューレル一族グループの当主はエステラの弟、ヴォイス・フューレルだったりして……


「ふふ。いまに見ておれヴォイスめ。わらわがナンバー１の座についたあかつきには、おぬしもおばあさまと同じように、地面に生き埋うめにしてわらわの前にひれ伏ふさせてやろうぞ」


　なんてことを言って、不ふ敵てきに笑ったりと……どうも彼女の一族は、いろいろと仲なかが悪かったりするのだが。


　まあ、それはさておき。


　エステラは、彼女が作る組織に夢を見て、熱い視線を向けてくれているみなの顔を眺ながめた。会則斉唱のあとには、いつも、彼女のありがたいお話があるのだ。それを彼らは待っている。その、熱心なみなの顔に、エステラはさらに満足げな表情になる。


　そして、さぁ、ここは一つ、こやつらにさらに大きな夢を見させてやるか、と、彼女が口を開こうとした……


　そのときだった。


　それが、現あらわれたのは。


「ん？　なんじゃ、あれは……？」


　遥はるか遠く、空の彼方かなたから、なにかが飛んできて。


　エステラは、目を細めた。


　初めは、鳥かなにかだと思った。


　黒い……鳥。


　だが、すぐにそれは鳥じゃないとわかった。ぐんぐんと近づいてくるそれは……近づくごとに、その大きさを増していく。鳥などよりも遥かに大きい。


　では、なんだ？


　鳥以外に空を飛ぶ動物など、彼女の知ち識しきにはなかった。


　ならばいったい……


　しかし、そんなことを考える間にも、それは、大きくなり続ける。すでにそれは、大人の男ぐらいの大きさ、姿すがた形かたちになっていて……


「人間……？」


　いや、そうは見えなかった。


　あまりにもそれは、異様な姿だったから。


　その人ひと形がたのなにかには、羽がはえていた。真っ黒い、巨大な羽。そして全身からは、腕うでが数十、いや、数百本ははえており、それが気き色しよく悪くわしゃわしゃと動いていたりして。


「いったいあれは……」


　続いて、信者たちもそれに気づいたのか、


「な、なんだあれは？」


「…………鳥？」


「いや、化物ばけもの……？」


　とそこで、空を飛ぶ化物が、


「咎とが人びとどもよ、さ、さば、裁さばきの………………ぐぎゃらぁぁがあがががががああああ!?」


　咆ほう哮こうを上げた。耳をつんざくような、不ぶ気き味みな声。


　そして、それが突とつ如じよ、襲おそいかかってきて……


「な……きゃあああああああ!?」


「ば、化物だ!?　殺される!!」


「エステラ様を、エステラ様をお守りしろ!!」


　そう叫んで、信者たちはエステラのほうへと駆けより始める。


　それにエステラもうなずいて、


「そ、そうじゃ！　わらわを守るのじゃおぬしら！　おぬしらムシケラどもの命にかえても、女神であるわらわを……」


　が、そこで彼女の言葉は、止まってしまう。


　エステラ様をお守りしろ！　エステラ様をお守りするのだ！　と何度も叫びながら駆けよってきた信者たちが、なぜか、エステラの横を思いっきり素す通どおりし、まるで蜘く蛛もの子を散ちらすかのように、逃にげ去っていってしまって……


「え？　あ？　お、おい……おぬしらいったい……」


　なんて、彼女が呆ぼう然ぜんとしている間にも、信者たちはすべて逃げ去ってしまい、彼女は一人取り残されて……


「……お、おのれあやつら……あれほどわらわのためなら命も惜おしくないと言っておったのに。次に会ったときは厳きびしい制せい裁さいを……」


　と、なぜかちょっと寂さびしげな表情で言う彼女の言葉は、再ふたたびそこで止まってしまう。


　目の前に、化物が立ったから。


　そして、まるで彼女を威い嚇かくするかのような咆哮を上げ、彼女に襲いかかろうとする！


　しかしそこで、


「ぬ……」


　エステラはとっさに指を空に躍おどらせていた。そして光の円をいくつも描えがいていく。


　イエット共和国特有の魔ま法ほう。


　そして、


「始し祖その念と堪たえぬ雷いかずちの囀さえずり」


　呪じゆ文もんを唱となえる。


　途と端たん、彼女の描いた光の円の中央から、灰はい色いろのもやのようなものが現あらわれて、それが化物へと飛び出していき、弾はじける。


　激はげしい明めい滅めつとともに、もやの中から雷らい光こうが閃ひらめいて、化物に当たり……


「ぎゃぐあらららぁぁぁぁぁぁぁぁ!?」


　化物は奇き妙みような悲ひ鳴めいを上げた。体中からはえている腕が、数本宙ちゆうに舞まう。


　それにエステラは、妖よう艶えんな笑えみを浮うかべた。


「ほほう。どうやら魔法は効きくようじゃな。ならば、人類始まって以来の美少女にして、魔ま導どうの天才であるこの、エステラ・フューレル様の敵てきではないわ。どういった了りよう見けんでそのような醜しゆう悪あくな姿を、女神であるわらわの前に現したのかはわからぬが……わらわに不快な思いをさせた罪つみは重いぞ。聖女エステラ信しん奉ぽう会かいに入会するか、もしくは死で償つぐなって……」


　とそこまでで、彼女は言葉を止めた。


　目の前で叫さけび声なのか、それとも獣けものの咆哮なのか、いまいち判別できない、異様な声を上げ続ける化物を見つめ、


「……ふむ。まあ、わらわの声が聞こえているとも思えぬが。おぬしのせいで、聖女エステラ信奉会の会員は、全員、『岩石すらたやすく粉こな々ごなにする激げき流りゆうの川を、「あのときは逃げてすみませんでした」と叫びながら泳いで渡わたるの刑』が執しつ行こうされることになってしまったからな。まったく、いったい何人が生き残ることができるか……この殺人者め。その仇かたき……討うたせてもらうぞ！」


　そんな、どこか理り不ふ尽じんな発言をしながら、エステラは手を空へと躍らせようとした……


　そのときだった！


　エステラが放った雷らい撃げきによって、化物から千ち切ぎれ飛んだはずの腕が、再び動きだして、彼女へ襲いかかってきたのは。


「む!?」


　とっさにそれを、エステラは描き始めた魔法円を解かい除じよして、よける。


　身をそらして、一本。そのまま後ろの地面に手をつき、後方へ跳んで二本。さらに回転するように横方向へよけて、三本。


　その度たびに派は手でな装そう飾しよくのついた巫み女こ装しよう束ぞくがひらひらと宙を漂ただよう。そしてすぐさま再び、彼女は魔法円を描き始めて……


　華か麗れいだった。すべての動きが流れるようにつながっていく。それはまるで、舞まいかなにかのようななめらかな動きで。


　これこそが、エステラ・フューレルだった。


　華麗な動きとその美び貌ぼうで敵てきを翻ほん弄ろうし、天てん性せいの詐さ術じゆつで相手を騙だまし、そして強大な魔力で敵をなぎ倒す。


　彼女ほどの遣つかい手は、そうはいないだろう。


　飛んできた腕をあっさりすべて避よけると、大きく間合いを取ってから、化物を見つめる。そして、


「ふふふ。遅おそい、遅いわ。その程てい度どの動きで、わらわをとらえられると思うてか。さて、ではそろそろ、終しまいにさせてもら……」


　しかし、そう言いかけたところで、彼女の言葉は止まった。


　突如化物が、信じられない速はやさでエステラとの間合いを詰つめてきたから。


「な、速……」


　言えたのは、それだけ。


　それはもう、ありえないほどの速さだった。


　見えない……と、言ってもいいほどの……


　それでも彼女は、その場をさらに飛び退のこうとして……しかし。足をなにものかにつかまれて、動けなくなる。


「んな!?」


　彼女は足あし下もとを見た。するとそこには、いつの間に忍しのび寄よってきていたのか、避けたはずの腕の一本が彼女の足をしっかりつかんでおり……


　彼女はそのまま、その場に倒たおれ伏ふす。


「く……おのれ放せ！」


　彼女は必死に腕を外はずそうともがく。だが、腕は外れてくれない。


　その間にも腕のはえた化物は迫せまってきており……


　圧あつ倒とう的てきだった。まるで、彼女をなぶるのを楽しむかのような、ゆったりとした表情。


　こんな化物を倒せると、一いつ瞬しゆんでも思った自分を、彼女は呪のろった。


　化物が、彼女を見つめてくる。化物の顔……その中央にある、縦たてに長く割れた赤い瞳どう孔こう。


　その目が、地面をのたうつ彼女を見下ろして……笑う。


「が……ぐ……がが……は……はは……はは、ははは。も、もっと、もっと怯おびえろ罪つみ人びとよ。もっと震ふるえろ咎人よ。裁きのときが訪おとずれたのだ。さあ神の裁きを受けるがいいっ!!」


　笑う。笑う。笑う。


「お、おのれ、笑ってられるのもいまの……」


　しかし、エステラの言葉はそこまでだった。


　化物は手を、彼女の胸むねへと一直線に振り下ろしてきて……


　ザク。


　嫌いやな音が響ひびく。


　そして次の瞬間、鮮せん血けつが宙を舞まっていた。


　しかし、その血は……


　黒い。


　エステラを貫つらぬこうとしていた化物の腕が、横からものすごい勢いで飛んできたなにかに斬きり裂さかれ、どす黒い奇き妙みような液体を振り撒まきながら宙を舞っていて……


「な……」


　エステラは、思わずそんな声を上げた。


　とそこで、やはりなにかが飛んできた方角から、声が上がる。


「やめたまえ、そこの異い形ぎようの者！　女性が嫌いやがっているではないか」


　よく通る、爽さわやかな声だった。


　それに、エステラはそちらを向く。


　するとそこにいたのは、一人の青年だった。年のころは、彼女とほぼかわらないくらいだろうか？　ピンと伸ばした背せ筋すじ。綺き麗れいに整ととのえられた黒くろ髪かみ。意志の強さと誠せい実じつさが感じられる理知的な瞳。


　黒い、スーツのような、それでいて、ところどころ硬こう質しつの鎧よろいのようなものが組み合わされた特とく殊しゆな服に身を包つつんでおり……


　その彼は、一直線にこちらへと駆かけてきている。その動きだけで、彼がかなりの遣つかい手だということが、エステラにはわかった。


　そのまま彼は、彼女を抱だきかかえて化物の前から一歩大きく退しりぞく。


　途と中ちゆう、地面に突つき刺ささっていた、巨大な槍やりを引き抜ぬくと、それを軽かる々がると振ふり回して、彼女の足をつかんでいた化物の腕まで斬り裂いてしまう。さっきエステラを救すくったのは、どうやらこの槍だったようだ。


　そして彼は、彼女の顔をのぞき込むと、


「お怪け我がはありませんか？　お嬢じようさん」


　そう言って、微笑ほほえんでくる。


　好青年だった。それも、美形。


　そして、思わず目が離はなせなくなってしまうほどの、優やさしい微笑み。
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　とそこで、男はさらに、


「大だい丈じよう夫ぶ、ですか？　まさか、どこか痛いところでも……」


　が、それにエステラは、慌あわてて首をふるふると振る。


「……だ、大丈夫じゃ。おぬしのおかげで、怪我は、ない」


　すると男はさらに嬉うれしげな表情で笑い、


「なら、よかった」


　大きくうなずく。


　そしてやはりエステラは、その顔から、目を離せなくなってしまって……


　美形だから……では、もちろんない。見た目が美しいだけの男なら、毎日のように、それはもう、数えきれないほど彼女に言い寄ってきているのだ。だから、その容よう姿しに目を奪うばわれたわけじゃない。


　彼女の目を奪ったのは、その微び笑しようだ。


　こんな、見たこともないような化物がいる状じよう況きようで……まるで動じず、こんなにも爽やかに微笑むことができる人間が、どこにいるだろう？


　いったい、この男は……


　とそこで男は、さらに化物のほうへと目を向けると、やはり平然とした表情で、


「さて。では、ちょっとお聞きしますが、どういう経緯いきさつであなたはこの女性を襲っていたのでしょうか？　女性には優しくしなさいと、ご両親に習わなかったのですか？」


　なんてことを言い出す！


　エステラはそれに、


「ちょ、ちょっと待て……なぜそうなる？　おぬしは、あのようなとんでもない化物に、本当に両親などというものがいると思っておるのか……？」


　思わずそう、突っ込んでいた。


　しかし男はそれに、なぜか驚おどろいた表情になって、


「え？　彼は孤こ児じなんですか？　しまったな。これは、大変失礼なことを聞いてしまいましたね」


「は？　い、いや、だからちょっと待てと言うておる。なぜそのような展てん開かいに……」


　が、男はさらに悲しげな表情になって、


「なるほど。両親の温ぬくもりを知らずに育ってしまったばかりに、愛に飢うえ、思わず婦女子を襲ってしまったと……」


「いやだから……」


「いーえお嬢さん。中ちゆう途と半はん端ぱな優しさは、彼のためにはなりませんよ、確かに同情の余地はありそうですが……罪は、裁かれなければなりません」


　なんてことを言って……


「か、会話が成立しない……」


　凄すごい男だ。


　エステラは、そう思った。


　なんだかよくわからないが、とにかくこいつは、凄い男だと……


　この男が現あらわれた瞬間、目の前の化物に感じていた恐怖が、一気に吹ふき飛ぶようだった。


　さらにこの男から目が離せなくなる。


　男は彼女を後ろへと下げると、槍やりを構かまえ、


「さあ、罪を償ってもらいましょうか。今度はこの僕、ローランド帝てい国こくでは知らぬ者のない大だい貴き族ぞく、槍の一族、シルワーウェスト・シルウェルトが、あなたのお相手をしましょう。……あ、ちなみに、僕のことはシルと呼んでくだ……」


　なんて悠ゆう長ちように自じ己こ紹しよう介かいしている間にも、化物は襲いかかってくるが……


　しかし。それをシルは槍であっさり斬り裂いてしまい、


「ふふん。確かに速いですね。しかし、その速さはすでに、見ました。不意をつかれなければ、反はん応のうできないほどでは……」


　が、化物はさらに腕を伸ばしてくる。何本も、何本も。


「だから無む駄だで……え、あ、あわわ、ってちょっと待……どんどん速く……」


　とそこで、化物の腕を受け止めたシルの槍が、ぐにゃっと曲がってしまって……


「へっ!?」


　彼は驚きよう愕がくの表情になる。しかし化物の猛もう攻こうは止まらない。彼は必死でその曲がった槍で攻撃を受け止めながら、突然、こちらへ振り向く。そしてなぜか、こんなときまで爽やかな笑顔をこちらへと向けると、


「お、お嬢じようさん！　ここは僕に任まかせて、お逃にげなさい」


「いや……だが……」


「ああ、心配しないで！　こ、こんな奴やつ、せ、世界最強の武器である槍を極きわめた僕の相手じゃ……相手じゃ……うわ!?」


　とそこで、今度はぼきんっという音とともに、槍が真っ二つに折おれてしまって……


　だが、それでもシルは笑う。


「予定どおーり!!　さあ、ここからは二に槍そう流りゆうシルの猛攻が始まりますよ!!　で、ですから、いまのうちに………………逃げて」


　そして彼は、二つに折れた槍の破片を使って、必死に化物と戦い始める。


　それも、化物の気が彼女のほうへといかないようにしながら……


　彼は、強い。


　それはわかる。


　このイエットでは並ぶ者がないとまで言われたエステラよりも、さらに強い。だがそれでも、勝ち目など、まるでありそうにはなかった。


　いや、はっきりいって、彼女と、このシル、二人で力を合わせたところで、この化物にはまるで太た刀ち打うちできる気がしなかった。


　それなのにこの男は、彼女を守るためだけに、折れた槍で、たった一人で戦おうとしている。


　それも、彼女には笑顔すら見せて……


　そんな姿に、なぜかエステラは……


　とそこで彼女は顔をしかめ、


「…………く。ど、どれくらい、持ちこたえられそうじゃ？　わらわが救きゆう援えんを呼よんでくる。それまで……」


　しかしそれにシルは振り返らずに、


「戻もどってきては、いけません。だ、大丈夫。この化物は、僕が始し末まつ……」


　が、そこで化物の腕が、シルの肩かたを殴なぐりつける。ごきゅっという、嫌な音が響いて、彼の腕がだらりと垂たれ下がる。


　折れた。いや、肩の骨が、粉こな々ごなに砕くだけたかもしれない。


　エステラはそれに、思わず声を上げようとして、しかしシルが、


「こ、これも計画通りです!!　だから早く逃げなさいと、言ってるでしょうが!!」


　怒ど鳴なってくる。


　そして、片手で折れた槍を構えながら、必死に彼女を守ろうと戦って。


　それにエステラは……


「………………お、おのれ…………ま、待っておれ。必ず、必ずわらわが助けに戻もどる」


　走り出した。


　その背はい後ごで、シルが、


「だぁあああああああああああああああ!!」


　気合の声を上げた。


　しかし、彼女は振り返らなかった。


　助けを……


　いや、何人の兵を用意したところで、あの化物には勝てるとは、思えなかった。


　それほどあの化物の強さは、異常だった。


　だが、エステラには、心当たりがあった。


　あの化物を、さらに超こえる化物たちに……
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　その、少し前のこと。


　やはりイエットの公園で、シルとエステラが化物と戦っているという光こう景けいを見つめながら、


「お、おいおい、フェリス。ま、まだ助けなくていいのか？」


　ライナ・リュートは、ちょっとうろたえながら言った。


　寝ね癖ぐせのついた、いまいち整ととのえきれてない黒髪に、やる気なく緩ゆるんだ黒目。猫ねこ背ぜの長身瘦そう軀くという、いつもの堕だ落らくした雰ふん囲い気きで、


「ちょいやばくね？　このままじゃ、シルの奴、まじで死んじゃうぞ？　はやいとこ助けてやんないと……」


　が、それに彼の隣となりにいた女が真しん剣けんな表情で首を振り、


「いや、まだだ。おまえも以前にあの化物と戦って、知っているだろう？　あの化物は、強い。迂う闊かつに手を出せば、返かえり討うちにあうぞ。機を待つのだ」


　なんてことを淡たん々たんとした声こわ音ねで言う。


　艶つややかな長い金きん髪ぱつに、異様に整った容姿。スタイル抜ばつ群ぐんの華きや奢しやな体に、それには不ふ釣つり合いな大剣を腰こしに差していて……


　フェリス・エリス。


　彼女は、絶ぜつ世せいの美女だった。それはもう、人間を遥はるかに超ちよう越えつしてしまっていると言っていいほどの美び貌ぼうで……


　そしてさらに、彼女は見た目が美しいだけではなく、性格までも……


　とそこで、ライナはフェリスに聞いた。


「いやおまえ、機を待てって……じゃあ、どのタイミングで助けるんだ？」


「うむ。それは当然、あの自分を美人だと勘かん違ちがいした、巫み女こ装しよう束ぞくを着た四流美人が、無ぶ様ざまにあの場を逃げ出そうとしたタイミングで私が颯さつ爽そうと登場し、本物の美人との格の差を見せつけてやれるタイミングで出ていくに決まっているだろう」


　なんてフェリスはあっさり答えて。


　どうやら、性格までも絶世の美女とは、いかないようだった……


　ライナはそれにげんなりした表情で、


「いやおまえ、それはいいけどさ……せっかくフューレル一族グループの情じよう報ほう網もうフルに使って、やぁっとあの化物見つけたってのに……ここであいつ逃がしたら、また捜さがしなおし……」


　が、そこでエステラが必死な表情で逃げ出そうとしたのが見えて……


　フェリスが、


「きた！　ここだ！　いくぞ!!」


　言って、信じられない速さで飛び出していく。それはもう、目では追いきれないほどの速さ。


　それにライナは疲つかれた表情で、


「……おまえ、ほんとに自由だよなぁ……」


　言いながらも後を追って……


　とそこで、エステラがフェリスの姿に気づく。そして、


「な……迷惑万年無表情だんご娘むすめ!?　なぜ貴き様さまがここに!?」


　驚愕の表情になる。


　するとそれに、なぜかフェリスは待ってましたとばかりの勝ち誇ほこった声音で、


「ふふふ。ずいぶんと困こまっているようだな、自分の分を知らぬ田舎いなか娘むすめ。どうした？　助けて欲しいのか？　ならば請こい願うがいい。私が間違ってました。本当の美の女神、天地爆ばく裂れつ海真っ二つな美人はあなたですと、頭を下げてな」


　なんて、なんかもう卑ひ劣れつこの上ない発言をして。それにライナは顔をしかめた。フェリスとエステラの二人が一いつ緒しよになると、いつもこうなのだ。いつも以上に二人の毒どく舌ぜつがエスカレートし過ぎていき、殺し合いにまで発展して、そして最後にはなぜか被ひ害がいを受けるのはライナ一人だったりする。


　二人とも信じられないほどの美人なんだから、勝負する必要もないだろうにと、彼は思うのだが。


　エステラがフェリスをにらみつけて言う。


「な、なにを……おのれ貴様、美の女神であるわらわが、貴様のような……貴様のような……」


　が、しかし、そこで彼女は、言葉を止める。そして一度後ろを振り返ってから、顔をしかめて、


「く……ま、まあいい。今回はわらわが引いてやる。だから、シルを……あの男を助けてやってくれ……」


　突然、そんな殊しゆ勝しようなことを言ってきて。


「へ？」


「ん？」


　ライナとフェリスは、思わず顔を見合わせた。それからフェリスが、はたとなにかに気づいたかのような表情になって、


「…………く……これは……なかなかやるな、エステラ・フューレル。自分だけ私の悪口を言わないことで……自分の好感度を上げようとするとは……手て強ごわい！」


　そんな発言にライナは、


「いやだから、そんなところで変な戦いしてる場合じゃないと思うんだが……ってかシル、大丈夫かぁー？」


　聞くと、それにシルは、


「そ、そ、その声はライナさん!?　きてくれたんですか!?　しょ、正直なところですね、だ、大丈夫じゃな……」


　が、言葉はそこまでだった。


　ライナの声を聞いて気を抜いたのか、化物の腕がシルの防ぼう御ぎよをくぐり抜け、腹へと……


　しかし、それが当たる前に、フェリスが化物の腕を剣で斬り落としてしまって。


「ふむ。あまりお遊びをしている場合でもないようだな。では、始めようか。狩かるぞ。以前の借かりを、返してやる」


　そしてさらに剣を振るう。凄すさまじい速さだった。化物の腕が、一瞬にして跡あと形かたもなくなるほど次々と細こま切ぎれにされていく。


　さらにライナも魔ま方ほう陣じんを描きながら、


「弱点も調べてきちゃってるからね。今度は負けねぇぞ。ってなわけでみんな、協力してー。ちなみにこの化物、もとは人間なんだが……」


　とそこでシルが、


「ああ、やはり両親の愛を知らずに育ったから、こんなふうに？」


　なんてことを言ってきて……


「……え？　は？　いや、なんでそんな話に？　ま、まあ、おまえの言うことはいつもわけわかんねぇから、どうでもいいけど。話、進めるぞ？　とにかく、いくら斬っても殴ってもまるで効かないこいつを倒す方法は、一つ。体中からはえた腕の、どれかが抱かかえている古こ文もん書じよ……まあ、でかい本を、奪えばいいらしい。ってなわけで、本探しするぞ～」


　そこまで言ったところで、ライナの魔方陣が、完成する。そして、


「化物の右側面は俺が担たん当とうすっから、他ほかの場所頼たのんだー。ほいじゃま、いくかね。


　求めるは雷らい鳴めい〉〉〉・稲光いづち」


　瞬間、ライナの描いた魔方陣から、雷らい撃げきが放たれ、化物の右側面にはえている腕が数本、消しよう滅めつする。


　さらに化物の後方では、フェリスが化物から腕をもう、何十本も斬り取っており……


　シルも折れた槍の穂ほ先さきで化物の左側面の腕を斬り取り始めて……


　最後にエステラが、通常じゃ考えられないほどの速さで魔法円を描いていき……


　それにライナは、


「おお、おお。すごいな。なんかこんだけ面子メンツがそろってると、さすがになんか楽勝っぽ……」


　とそこで、彼はにやりと笑みを浮かべた。


　化物からはえた無数の腕の奥おく。


　そこに大事そうに抱えられている一冊さつの本を見つけて、


「めっけ！　終わりだ、フェリス。ここ！」


　彼がそう言うだけで、


「ん」


　フェリスが剣を振るう。すると、本を守るように蠢うごめいていた腕が、一瞬で斬り裂かれ……本が剝むき出しになる。


　とそこで、さすがに化物も危険を感じたのか、大きく羽を広げて、飛び立とうと……


　だが、


「させねぇよ」


　ライナが高速で描いた魔方陣から、再び雷撃が放たれ、それが羽を貫く。


「ぐ、がぎゅらぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!?」


　化物の悲鳴。


　しかし、そんなのは当然無視で、ライナは化物の持った本に手をかける。


　すると化物が、苦しげな声音で、


「……ぐぎゃ、が、ぐ……やめ、やめろ……それを奪うのは……だめだ。それを私から離してはな……ぐががががあああああ……」


　それにライナは目を細め、


「ん。いま、元に戻してやるからな」


　そして、本の背表紙を握にぎる。と、同時に、その剣を抱きかかえていた腕が、フェリスに斬り裂かれて……


　本を、奪い取る。


　途と端たん。


「…………」


　化物の動きが、止まった。


　全身にはえていた腕が、もげ落ち始めて……縦に開いていた赤い瞳孔が、普通の人間の瞳に戻る。


　そしてそのまま化物……いや、本のせいで化物に変へん貌ぼうしていた、一人の男へと姿が戻り、その場に倒れ込んで……


　ライナはそれに、


「終しゆう了りよう～」


　声を上げた。


　するとフェリスもそれにうなずいて、


「ふむ。からくりさえわかれば、楽勝だったな。して、そこのエセ美の女神よ。これでどうやらどちらが本当の主人公かが、わかったよう……」


　が、そこで、ついに限界がきたのか、急にシルが顔をしかめてうずくまってしまい……


　さらにそれにエステラが、慌ててそのシルに駆け寄っていって、


「し、シル殿どの！　肩は、肩は大丈夫か？　ま、まさか、あの異い形ぎようの者に砕かれてしまったのでは。わ、わらわを守るために……」


　なぜかちょっと心配そうな、悲しげな……いや、それどころか目には少し涙なみだまで浮かべていたりして。とにかく、いつも傲ごう慢まん不ふ遜そんな表情しか見せたことがないエステラが、珍めずらしい表情でシルを見つめていて……


　それにライナは、


「ああん？　なんだなんだ？」


　するとそれにフェリスも首をかしげて、


「ふむ？　あまりの恐怖に、少し、頭のネジをやられてしまったか？　ふふ。やはり二線級美人では、この程てい度どが限界……」


　しかし、やはりそんな言葉は完全に無む視しされて、シルとエステラ、二人の会話は進む。


　シルがいつもの無む駄だに爽やかな笑顔で、


「いえ……あなたのせいではありませんよ。か弱い女性を助けるのは紳しん士しのつとめ。当然のことをしたまでです」


　それにライナが、


「おいおい、どこにか弱い女が？」


　するとフェリスが即そく答とうで、


「うむ。当然、私のことだな」


「いや、それはないって……」


　なんて会話も、やはりまったく無視されて。


「し、しかし……わらわのせいで、シル殿の肩が……」


「このくらいの傷、なんでもありません。まあ、多少は休養が必要でしょうが」


「な、ならば……わらわが、わらわがシル殿の看かん病びようを……」


「え!?」


「あ……」


　そして二人は、なぜか顔をぱっと赤らめたりして……


　そんな展開にライナは、


「はぁ？　って、お、おいおいおい……いや、あんまりにベタな展てん開かいで、こっちが赤くなりそうだから。ってまぁ、へぇ。そういうもんかね？　いやまあ、美男美女っていやぁそうなんだろうけど。まあね。幸せなら、それでいいや。んで二人でよろしくやってくれて、俺らに迷惑かけなくなってくれりゃ、な？」


　と、横にいたフェリスに同意を求める。


　しかし、それにフェリスは答えなかった。なぜか顔をしかめて、


「お、おのれエステラ・フューレル。この私を無視するつもりか？　それも、恋こいの真ま似ね事ごとなど……知っているぞ。恋する女は二倍綺き麗れいに見えるという例のあの話は……しかし、自力で私に勝てないと悟さとって、そのような卑ひ怯きような手段にでるとは……よかろう。ならば、今度こそ本当に本当の決着をつけてやる。本当の美人が恋をしたとき、おまえのような偽にせ物ものには太刀打ちできない、真の美が降こう臨りんするということをな！」


　そんなことを言いだしてから、彼女は突然、こちらを見て、


「ライナ」


「なんだ？」


「好きだ！」


「やかましいわっ!!」


　思わずライナは怒鳴っていた。


　とまあ、そんなくだらない話はともかく。


　ライナは、化物が持っていた古文書を見た。


　目の前で倒れている化物……いや、この古文書について調べていた小説家、クローウェル・サイラの日記から調べたことには、この古文書の中の儀ぎ式しきを執とり行うと、古文書を媒ばい体たいにして、あのような化物になることができるらしくて……だからこそ、この古文書を奪えば、元に戻るということもわかったのだが。


　それに、ライナは顔をしかめる。目の前で、気絶しているクローウェル・サイラ……小説家としては、バブリン先生と呼ばれているその男を見つめて、


「しっかしバブリン先生。あんたは、なんであんな化物になりたかったんだ？　そこんとこが日記からじゃ全然わかんなかったんだよなぁ……なんで儀式をした？　強大な力を手に入れたかったから。人間を超越したかったから。神になりたかったから。化物になったあんたは前に俺にそう言ったが……ほんとに、それが理由か？　ってまあ、とりあえずはあんたが目を覚さますのを待てば、それもわかるんだろうけど。あとは宿屋に帰って、この古文書の解読かな」


　言ってから、ライナはバブリン先生を抱き起こした。そして、


「ま、とりあえずこれで、一いつ件けん落らく着ちやくか？　ほいじゃ、帰りますか」


　するとそれに背後でフェリスが、


「ライナ」


「どした？」


「本当に好きなんだ！」


「誰を？」


「おまえを！」


「だんごと比くらべると？」


「貴様だんごを侮ぶ辱じよくする気か!?」


「…………花よりだんごとは、よく言ったもんだよなぁ……」


　そう言って、ライナはげんなりとため息いきをついたのだった。
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　滞たい在ざいしている宿の部屋。


　ライナはベッドの上で、古文書を開いていた。


　そして、


「………………まいったな、こりゃ……」


　うめくように言う。その古文書に書かれている内容に、顔をしかめる。


「……これじゃ……まじで世界が……」


　とそこで、彼の部屋の隅すみから突然、


「そんな、シル殿。まだ休んでおかねばならぬ。手当てをしたとはいえ、肩の傷は、それほど軽くはないのじゃから」


「いえ。もう大丈夫です！　エステラさんの手当てがよかったせいか、もう、こんなに動きま……痛!!」


「し、シル殿!?」


　そして、手と手が触ふれ合う二人。


　二人は顔を赤らめ……


「…………あ」


「…………エステラさん」


「…………ぶっ殺すぞてめぇら」


　そこまででついに限界に達して、ライナは言った。


「っていうか、だいたい、なんでおまえら俺の部屋にいんだよ！　もっとこう他ほかに、よろしくやる場所はいろいろあんだろうがっ!!　なぜ俺の部屋？　なんで俺の部屋で傷の手当てなんかしてんだ？」


　するとその言葉に、シルはあっさり、


「ああ、それは簡かん単たんですよ。他にはいい場所が見つからなか……」


「ンなわけねぇだろうがああああっていう会話を、前もしたような気がする……ってか、だからなんで俺の部屋？　いやそれよりも、なんでそんなにおまえは俺につきまとって邪じや魔まばっかりしてくんだよ」


　するとその問いかけに、シルは一いつ瞬しゆん困ったような表情になってから、なぜか、熱い視線でライナを見つめてきて、


「……もしかするとそれは、恋!?」


　瞬間、エステラがきつい視し線せんでライナをにらんで、


「か、彼は渡さな……」


「そんなメロドラマいらねぇえええええ!!」


　叫びながらライナは、シルとエステラを部屋から蹴けりだした。


「ってか……あの二人、単体でも迷惑この上ないのに……なにくっついちゃってんの？　迷惑どころか、災さい害がいレベルだろ、あれ。ったく、いまはそんな場合じゃねぇってのに」


　と、ため息をついてから、彼は真剣な顔になった。そのまま、ベッドに開いたままでおいてある古文書を、再び取り上げる。するとそこには、信じられない言葉が並んでいて……


　ライナは顔をしかめた。


　そこにあったのは、このイエット共和国にかけられた、二つの呪のろいの話。


　そしてその呪いは……


「……まずいよなぁ。ってかこれじゃ……このままじゃ、イエットどころか世界が……」


　そこで、しかし、彼は言葉を止めた。


　だが、言葉を止めたとしても、それは止まらない。


　死の歯車はもう、動きだしていた。


　ゆっくりと、しかし、確実に。


　暗く深い、奈な落らくの底へと向かって。







（ぷれりゅーど・とぅ・るーいん：おわり）







　えんど・おぶ・いえっと







　ライナ・リュートは、またも泣なきそうだった。


　震ふるえる声こわ音ねで、


「世界が、滅ほろびる。そいつを俺おれたちは食くいとめなきゃならないんだが……」


　そうは言ってみるものの、別に世界が滅びそうだから泣きそうなわけじゃない。


　寝ね癖ぐせ放題の黒くろ髪かみに、疲つかれた黒い瞳ひとみ。


　猫ねこ背ぜの長身瘦そう軀く。


　そして彼は、いまにも泣きそうだった。


　しかし、歯を食いしばって、続ける。


　彼の呼びかけによって集まった、この国の有力者たちへ向けて。


「あーさっきも説明したから、ほとんどの奴やつらにはもう、なんで世界が滅びるかの事情の説明はいらないだろうが……」


　すると隣となりにいた彼の相あい棒ぼう……艶つややかな長い金きん髪ぱつに、女め神がみと見まごうばかりの異様な美び貌ぼうを備そなえたフェリス・エリスが、神しん妙みような表ひよう情じようで言ってくる。


「うむ。ついにこのときがきてしまったか。封ふう印いんされていた変へん態たい魔ま王おうライナ・リュートが復活し、世界の婦女子を妊にん娠しんさせようと立ち上がったというあの噂うわさは、やはり本当……」


「なわけねぇだろ！」


　と、ライナはもう慣なれた口く調ちようで遮さえぎった。


　というより、それは今日、すでに二十四度目の、『なわけねぇだろ！』という突つっ込こみだった。


　彼女は彼が一いつ生しよう懸けん命めい説明している横から、いまのような横よこ槍やりを入れてきて、その度たびに話は中ちゆう断だん、また最初から話しなおし。


　すでに繰くり返すこと、二十四度……


　だからライナはもう、泣きそうだった。


「はぁ……ああもう、いいや。おまえの発言は今後無む視しして進める。じゃないと話が終わる前にマジで世界が滅びそうだしな。えーと、だからなんだっけ？　とにかく、どうして世界が滅びそうかってのはもう、さっきから何十回も説明してるからみんなわかってんだろ？　だから話を先へ……」


　とそこで、今度はライナのすぐ目の前にいた、巫み女こ装しよう束ぞくを着込んだ少年。十二、三歳さいという幼おさなさながら、ここイエット共和国において、最も力を持っているマフィアの若きドン……ヴォイス・フューレルが、周囲を見回してから、


「いや、しかしライナさん。やはり事情がよく呑のみ込めてない人もいるでしょうから、ここは一つ、私が代表して、みなさんにきちんと説明をしておきましょう。みなさん聞いてください。コトの始まりは、数日前のことでした。というのも、かの伝説的な勇ゆう者しや様であるライナ・リュート師し匠しようが、ついに人間の女子供では物足りなくなり、動物に手を出して、未知の伝でん染せん病びようをうつされてしまったことから、世界の危機は始ま……」


「始まってねぇよっ!!　ってかどんだけ異次元の勇者なんだよ俺は!!　っていう発言は、何回目だ!?」


　ちなみにそのライナの叫さけびは、十二回目だった。


　そのままもう、なぜかちょっと半泣きになりながら、ライナはさらにがんばる。


「……お、おまえらな、俺が何十回も説明してんのになんで……だぁもう！　んじゃ、俺がもっかいだけ説明するから今度は耳かっぽじってよく聞いてろよ。それも途と中ちゆうでおまえらが口はさめないよう、一気に話してやる」


　と、勢いきおい込んで、今回の事じ態たいについて、語り始めた。


　それは、この世界を滅ぼしかねない災さい厄やくについての、物語。


　ライナは言葉通り、一気に早口でまくしたてる。


「まずはおまえらこの国の人間なら、当然知ってる話からいくぞ。


　一・実はこのイエットって国は、どこぞの国から犯はん罪ざい者しやが流されてくる、流る刑けい地ちのような場所だった。


　二・ってなわけで五年に一度、この地にいる者を皆みな殺ごろしにする死刑が行われる。


　三・だがその死刑は奇き妙みようで、どういう仕組みかは全然わかんないが、空をまるで悪あく魔まのような化物ばけものが埋うめ尽つくし、すべてを喰くらい尽くす。


　四・でも犯罪者たちはその化物を消し去る魔ま法ほうを創つくりだし……死刑にされなくなる。で、死ななくなった犯罪者たちが繁はん栄えいしてこのイエット共和国ができた！　ってところまでは当然、おまえらの国の有名な歴史だし、さっきもちょろっと説明したから、いいよな？」


　と、そんな長いセリフを、気合で一ひと息いきに言い放って、彼は周まわりを見まわした。


　すると今度は、やはり巫女装束を着込んだ、しかし、こちらはフェリスと張り合わんばかりの黒髪の美女にして、この国ナンバー２の巨きよ大だい詐さ欺ぎ組そ織しきの頭とう目もく、エステラ・フューレルが、びくりっと反はん応のうした。


　彼女はなぜか驚きよう愕がくの表情で、


「わ、わらわたちの国にそんな歴史が……」


「はい、そのセリフも八回目ってか殺すぞマジで!!」


　するとなぜか今度はフェリスが、


「ほらきた。ついに正体を現したなライナ・リュート。だが、襲おそう相手は選ぶべきだぞ。夜道を歩く婦女子、男や、子供を襲うならまだしも、こんな八流美人を相手にするのはどうかと……」


「な!?　だ、誰だれが八流じゃと？　性しよう悪わるだんご無表情娘の分ぶん際ざいで！」


「ふふ、負け犬はよく吠ほえるというが……」


「うるさあぁあああああああああい!!」


　というライナの叫びも、すでに十八度目で、誰も聞いてくれないまま、むなしく空に響ひびき渡る。


　ちなみに、いま彼らがいる場所は、イエットの中央都市から大きく外はずれた、草原のど真ん中だった。その草原のど真ん中に、この国の巨大組織……ナンバー１からナンバー10くらいまでの頭目と、その護ご衛えいやら、組員たち、総勢数百人くらいがずらりと集まってきており……その全員に事情を説明しようとライナは奮ふん闘とうしているのだが……


「と、とにかくさ、説明続けるから、聞いてくれって……」


　と、ライナは再び説明を始めた。


　もう何度同じ説明をしたかはわからないが、とにかく、彼が言いたいことは簡かん単たんに言えばこういうことだった。


　この国には、二つの呪のろいがかけられている。


　太たい古この魔法による、呪い。


　それもそれは、現在の魔法体系や研究とはまったく違う、高度な呪い。


　その一つは、例の悪魔のような化物が、この地にいる者を喰らい尽くしてしまうというものなのだが……


　いま問題なのは、もう一つの呪いのほう。


　それが、世界を滅ぼしかねないのだ。


　接せつ触しよくすることで感染する呪い。


　それは、感染したものに触ふれるだけで、肌はだの奥おく、細さい胞ぼうの奥深くに呪じゆ詛そが絡からみつき、体の内側から腐くさり落ちていくという呪い……いや、これはもう伝染病の一種と言ってもいいだろう。


　治ち療りよう法ほうのない、致ち死し率りつ百パーセントの病やまい。


　完全に、狂くるった魔法だった。


　一度発動してしまえば、対たい処しよ法ほうはない。どこかの国を滅ぼすために創つくられたものだとしても、いずれそれは、自国に返ってきて、世界すべてを滅ぼしてしまう。解かい呪じゆ法の確立されてない呪じゆ詛そなど、まさに自殺するためのものとしか言いようがないのだが……その国は、その狂きよう気きの魔法を、ここイエットの地にかけた。


　そしてこの第二の呪いの発動条件は、一定期間、この土地にかけられた呪いが誰にも操そう作さされることがなかった場合に、発動する。


　いや、もっと簡かん単たんに言えば、呪いをかけた奴らがなんらかの理由で滅びて消えて、呪いの操作ができなくなった場合……道みち連づれに世界も滅ぼしてやろうと、自動的に第二の呪いが発動する……


　そういう魔法だった。


　とそこで、フェリスが目を細めて言った。


「ずいぶんと、根暗な考え方だな」


「だな。根暗もここまでくると、なんかちょっとすげぇな。でも、まったくない話でもない。戦争に負けて国が滅ぶとき、けっこうこういう事じ件けんは起こるんだよ。まあ、たいていは侵しん略りやく国こく側もそれを警けい戒かいしてるし、滅んだ国のほうが魔ま導どう研究のレベルが低いことが多いから、簡単に防ふせがれるんだが……


　今回は状じよう況きようが違ちがう。今回の魔法の構造の複雑さは、異常だ。さすがお伽とぎ噺ばなしに出てくるような太古の魔法。はっきり言って、いまの世界の魔導研究者が全員総出で頑がん張ばったとしても、一度発動したら……


　たぶん……世界が滅ぶまで止まらない」


　ライナがそう言った瞬しゆん間かんだった。


　やっと聞く気になったのか、集まった者たちが、静まり返って……


　みな、驚おどろきの表情だった。


　その驚きの表情を見て、ライナはもう、思わず感動で泣きそうになった。


　やっとか。


　やっと話がここまで進んだ。


　話し始めたのは三時間前。たったこれだけのことを話すのに、三時間もかかっていた。


　何度話をまったく聞こうとしないこいつらを、『いっそ俺の手で殺してやろうか！』などと思ったかは、思った回数があまりにも多過ぎて思い出せないが……


　とにかく頑張ったかいがあった。


　ライナはちょっとだけ笑え顔がおになって、話を続けた。


「……あーでもまあ、じゃあ、俺らはその呪いによって滅びるしかないのかと聞かれりゃ、そうでもない。助かる方法は……」


　そこで、ライナは言葉を止めた。


　助かる方法は……二つあった。


　発動した呪いを受けても、死なない体になるか……


　呪いの発動自体を止めるか……


　ちなみに前者の方法は、すでに早くからこの呪いについて研究をしていた小説家、バブリン先生が試ためしたのだが……


　結果は最悪だった。


　呪いで死なない体になるかわりに、精せい神しんを支し配はいされ、さらにはその姿すがたも、まるで異い形ぎようの化物に変へん貌ぼうしてしまう。


　ライナが調べた古こ文もん書じよでも、それは呪いが発動してしまったとき、なんとか生き残るための最終手段だと書かれていたし……


　だからライナは、指を一本、掲かかげた。


　そして、


「生き残る手段は、一つだけ。それは……」


　そう言いかけたところで、今度はエステラの隣にいた、青年。


　シルワーウェスト・シルウェルト。


　通つう称しようシルと呼ばれている、巨大な槍やりを抱かかえている青年が、真まっ直すぐな曇くもりのない瞳をライナへと向けて、


「なるほど！　やっと話がわかりました！　つまりはこういうことですね！　ライナさんが広めた伝染病を、愛のある看かん病びようで、身をていして治なおすことによって世界が救すくわれると！　なんて素す晴ばらしい！　それこそが本当の勇気！　本当の愛！　わかりました。僕ぼくもライナさんのために、この身を捧ささげましょう！」


　突とつ然ぜんのその発言に……


「………………」


　ライナは一いつ瞬しゆん、言葉を失った。


　それから、


「ど、どっからそういう展てん開かいに？　いやちょっと待って。おまえ、いまの発言、本気じゃないよな？　ほんとは俺がいままで話してきたこと、ちゃんと理解しててからかってんだよね？　俺、一人でからまわりしてたりは」


　が、そこではたとエステラが、シルの腕うでをつかんで、なぜか顔を赤らめ、


「で、ではわらわはそのシル殿どのの看病をすることで世界を救えたら……その、いいなぁとか思ったり……」


　それにライナは、震ふるえた。


「お、おまえら……ま、まさかまじで、俺の話をまったく……」


　が、そこで救いは現れた。


　ヴォイスがすまなそうな顔で、


「だ、大だい丈じよう夫ぶですよライナさん。話がわかってないのは、エステラ姉ねえ様さまだけです。私たちはきちんと理解してます」


　そう言ってくれて、ライナはもう、藁わらにもすがるような気持ちで、


「そ、そうだよな。俺独ひとりじゃないよな？」


　するとヴォイスはそれに大きくうなずいて、


「もちろんです。まったくエステラ姉様は、まるで状況がわかってないんですから。姉様一人の愛や看病で、世界が救えるはずがないじゃないですか。つまりライナさんが言いたいのは、世界を救うためには、よりスケールの大きな愛！　そう、ここに集まった全員で愛を確かめ合う、乱交のような大きな愛をもって世界を救おうという話ですよね？」


「………………」


　それにライナは、なぜかもう、ちょっと半笑いで、


「そうそう。乱交ね。いい感じだね。で、一度滅びちゃおか？　あ、それともそんな呪いが発動する前に、この国が滅めつ亡ぼうできるような呪いを俺ががんばって開発しちゃう？　そうしちゃう？」


　するとヴォイスが、


「うわ、なんかライナさんがすごい遠いところにいっちゃったっぽい」


　さらにフェリスが、


「いや、あいつはいつもあんな感じにいっちゃってるぞ？　そして夜な夜な、もう我が慢まんならん！　などと、わけのわからぬ怒いかりを、婦女子にぶつけるのだ」


　続いてシルが、


「なんてことだ。やはり諸しよ悪あくの根こん源げんは、ライナさんだったのか。しかし、世界の平和は、この僕、シルワーウェスト・シルウェルトがいる限り、乱させません！」


　最後にエステラが、


「な、なら、わらわはそのシル殿を陰かげから支ささえ……」


　が、言葉はそこまでだった。


　ライナが、


「て、てめぇらもう呪いが発動する前に全員ぶっ殺してヤルァ!?」


　と、あまりの怒りにちょっといつもとは別人のような言葉遣づかいで暴あばれ出して……


　しかしその瞬間、フェリスが腰こしの剣けんを、まるで目に見えないほどの速はやさで抜ぬき放ち……


　ゴン！　という音とともに、ライナは殴なぐり倒たおされる。


　さらに、そのまま地面に倒れ伏ふすライナを、フェリスは踏ふみつけると、


「とまあ、ちょこちょこと話の腰を折る邪じや魔ま者ものを倒したところで、そろそろちゃんと世界を救う話でもしようか」


　するとそこに集まった者たちはわーっと歓かん声せいを上げて……


　それにライナは……


「…………………………ま、まあ、話が進むなら、俺は別に……うう」


　ちょっと泣いた。


　まあ、それはさておき。


　フェリスがライナを足あし蹴げにしたまま続けた。


「そういうわけで、このままなんの対たい策さくも打たずにいれば、世界は滅ぶらしい。で、ライナ。私たちはどうすればいい？」


「え？　うん。そうだな。とりあえず俺の背中に置いた足をどけてくれると嬉うれしいんだけど……………………どけて、くれないわけね……ああそう。いいけどさ。んじゃこのまま話すけど、とにかく、一度発動した呪いを解とくことはできないが、発動するのを止めることはできるわけだよ。ようは、第一の呪いのシステムを操作してやれば、システムはまだ国が存そん続ぞくしてると勘かん違ちがいして、第二の呪いを発動しなくなるんだが……ま、簡単に言や、呪いの大本を探さがして、それをいじってやればいいわけだ」


　そこでヴォイスが真剣な顔で、


「なるほど。ライナさんがいじるわけですね[image: ]」


「……なんか、おまえが言うと、ひどく嫌いやな感じだなぁ。まあいいけど。とにかくその呪いの大本はどこにあるかというと……ここ」


　と、ライナは自分が倒れ伏している地面を指差して、


「この平原一帯のどこかに、呪いを司つかさどる何かが埋うまってるらしい。バブリン先生もここらで古文書を掘ほり起こしたらしいしな。たぶん、それさえ掘り起こせれば、あとは俺がそれをいじって……」


　すかさずヴォイスが、


「え!?　いじる[image: ]」


「死ねっ！　ってああもう、頼たのむから邪魔し……いや、もういいや。話もそろそろ終わるから。えー、だからとにかく世界を救うには、ここら一帯を掘り返して、呪いの大本を潰つぶすぞ計画！　ってな感じでいかないといけないんだが……いかんせん掘るっていっても、広いからなぁ。おまけに、はっきり言ってもう、例の呪いを創った国がいつごろ滅びたかもわかんねぇし、だから、いつ呪いが発動するか……言ってみりゃ、いますぐ世界が滅びてもおかしくない緊きん急きゆう事態なんで……そんなわけでまあ、みんなでがんばって掘りまくろうと、そんな予定なんだけど、理解できた？」


　そんなふうに、いまいち緊きん張ちよう感かんのない口調のままライナは言ったが……


　しかし、本当に危き険けんな状況だった。


　はっきり言って、本当にいますぐに世界が滅びてもおかしくないような、そんな状況なのだ。


　ライナの話は終わり、今度こそやっと事態の深しん刻こくさが理解できたのか、集まった者たちも神妙な表情で顔を見合わせて……


　その中の、少し太めの髭ひげ面づらの男が、おずおずと言ってきた。


「つ、つまりはこういうことか？　あんたが動物に手をだして伝染病にかかったから、それを俺たちに看病させて、治してくれと……」


「…………………………………………」


　ライナは今度こそ本当に、泣いた。





　ちなみに、いまの状況を全員に理解させるのに、それからさらに六時間もかかった……





　　　　◆





　そして彼らは、掘り始めた。


　平原に埋まっているはずの、呪いの魔法を司っている何か……ライナが古文書で見た図形や説明文から推すい測そくすると、それは巨大な黒い三さん角かく錐すいの形をしているようだった。


　とにかくそれさえ見つけられれば、なんとかする自信が、ライナにはあった。


　だから、呪いが発動する前に、急いで見つけたいのだが……


　平原が、すごい勢いきおいで掘り起こされていく。


　荒あらくれの男たちが、スコップを高く掲げ、振ふり下ろし、地面をえぐりとる。


　舞まい散る汗あせ。


　舞い飛ぶ土。


　そして飛んでいった土は、他ほかの奴が掘っている穴あなへと落ちて、再び埋まってしまい……


「なにしやがるてめぇ！」


「ああ!?　文もん句くあんのかコラァ！」


　そしてスコップは地面を掘るためじゃなく、人を殴り倒すために使われ始めて……


　という展開が、すでに、五十回目だった。


　ライナはスコップを振るっていた手を止め、そんな光景を呆ぼう然ぜんと見つめて……


「……ああそこ、適てき当とうに殺し合ったら、またちゃんと穴掘って探せよ」


　もう、止める気力はなかった。


　とそこで、横から、


「おいライナ。なにをサボっている。さっさと地面を掘り起こせ」


　なんて命令してきたのは、いつものごとくフェリスだった。彼がその声のほうを見ると、フェリスはゴザを敷しいて、一人優ゆう雅がにだんごを食べながらお茶を飲んでいたりして……


「…………」


　しかし、ライナはなにも言わない。さらにその後ろでは、ヴォイスが一生懸命地面を掘ってくれている六歳さいくらいの少女に向かって、


「君、かわいいねぇ。こんなところで穴なんか掘ってないで、ちょっと私と一緒に向こうで楽しいことでもしない？」


「え……で、でも、いまがんばらないと世界が滅びちゃうってお母さんが……」


「大丈夫！　大丈夫！　そのときはそのとき。どうせ滅びるなら、楽しい思い出を作っとかなきゃ。そうだ！　なんならお母さんも呼んで、三人で楽しむという手もありますよ！」


「……………………」


　しかし、ライナはもう、なにも言わない。


　さらにその向こうではエステラとシルが、


「………………」


　いや、もう見るまでもなかった。


　ライナはただ、ため息をついてから……


「ってか、ガラにもなくなんか頑張っちゃってる自分が、馬ば鹿からしくなってきたよ……」


　と、独り呟つぶやく。


　すでに掘り始めてから、十五時間は経けい過かしていた。ここに集まった者たちに事情を説明するのにも九時間ぐらいはかかってるから、ライナはほとんど寝ねてなかった。


　なのに、彼が寝そうになった、瞬間！


　ヒュ！　という空くうを切る鋭するどい音とともに、だんごの串くしが飛んできて……


「はふっ!?」


　ライナはそれを、とっさによける。そして、だんごの串を投げた主ぬし……フェリスのほうを見ると、彼女は地面を指差して、


「サボるな」


「………………ってな展開も、すでに四回目で、俺ってばもう慣れっこになってきちゃ………………え!?」


　が、そこで、彼の言葉は止まった。


　サボるな、そう言ったフェリスの指を見て、さらにそのままその下のゴザを見て、さらにさらに、そのゴザの下あたりに目線が落ちたところで……彼は、奇き妙みようなモノを見つけた。


　フェリスの敷いたゴザに隠かくれてしまっていまいち見にくいが……ゴザの網あみ目めの隙すき間まの奥おくで、なにかが陽ひの光を反はん射しやしてキラリと光っていて……


　ライナはそれに、震ふるえる声こわ音ねで、


「お、おいフェリス……そ、それなんだ？」


　聞くと、彼女は首をかしげて、


「ん？　なんの話だ？　私が食べているのは、いつだってだんご……」


　が、そこで彼女も彼の視線に気づいたのか、自分が座すわっているゴザの下を見る。


　そのまま彼女はゆっくりと立ち上がり、少しだけゴザをめくりあげて……


「あ……」


　小さく、そんな驚おどろきの声を上げ、しかしすぐさま彼女は笑みを浮うかべてこちらを見ると、


「ふふ。どうだライナ。私にかかれば、ざっとこんなものだ」


「…………………………そうだね。フェリスはご立りつ派ぱだね……ってかおまえなぁ、どうしてこの状況で、そんな勝ち誇ほこった表情ができるかね……いままでの俺の十五時間を返……って、言っても無む駄だなの知ってるけどさぁ……」


　などと、ライナはげんなり言いながら、ゆっくりフェリスへ近づいていった。そしてその足あし下もとを見る。ゴザの下。光を反射している何かの周りの土を、スコップで掘って……


　すると、それは現あらわれた。


　古文書で見た通りの、黒い物質でできた、三角の……三角の……


「なんて呼んだらいいんだ？　これ」


　ライナは首をかしげた。とにかくいま目に見えている部分をそのまんまいえば、地面から飛び出した、光こう沢たくのある黒い三角、だった。さらにしばらく掘っても、その三角は、大きさをどんどん増すばかりで地面から姿を現さずに……


「こりゃ、一人じゃ掘り起こせそうにねぇなぁ」


　言ってから、


「十五時間もこれ隠かくしてたんだから、今度ばかりはさすがにおまえも手伝ってくれるんだろ？」


　フェリスのほうを振ふり向いた……
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　瞬しゆん間かん、すでに彼女の姿は、消えていた。


　いや、消えた、と勘かん違ちがいしてしまうほどの速はやさで、彼女はこちらへと突とつ進しんしてきて……


「へ？」


　と、ライナが声を上げる間もなく彼女は腰の剣を抜き放つと、それを振り下ろしてきて、


「え？　え？　ちょ、なん!?」


　彼はとっさによける。そしてよけざま、


「お、おい！　おまえいきなりなにす……」


　が、彼はそこで言葉を止めた。


　目の前に広がっている光こう景けいに目を細め、口元に薄うすい笑みを浮かべると、


「…………あらあらあら、これは、ちょっとめんどうなことになってきたか？」


　するとフェリスはこちらを振り返らずに、


「……ああ。やっとおもしろくなってきた」


　彼女はそう言ったが、そんな悠ゆう長ちようなことを言ってられるような状況には、とても見えなかった。


　地面から突き出した、黒い三角。


　その、光を反射するほど磨みがきこまれた黒い三角の中からは……


　全身真っ黒な、見み覚おぼえのある悪あく魔まのような化物ばけものが飛びだしてこようとしていて……


　しかし、さらにフェリスが剣を振るうと、その化物の首が飛んで……


　消しよう滅めつ。あっさり倒してしまう。


　だが、それにはなんの意味もないことをライナは知っていた。


　いまの化物が、第一の呪のろいの化物なのだ。


　この国の者たちを皆みな殺ごろしにする、死し刑けい執しつ行こう人にん。一匹ぴき一匹はそれほど強きよう敵てきというわけでもないのだが……無む限げんに増ふえ、やがて空を埋うめ尽くして、イエットにいる者を、皆殺しにしてしまう。


　現にいまも、目の前の黒い三角からは、次々と化物が生まれようとしていて……


「やばいやばい……」


　ライナは走り出した。そのまま、


「おいヴォイス！　モノが見つかった！　んで、ちょっと遊んでないでこっち見ろ！」


　叫ぶと、こんな状況でも相あい変かわらずナンパに夢む中ちゆうだったヴォイスがこちらを向いて、


「なんですかライナさん。いまやっと、この子の従い姉と妹このお母さんの友達まで紹しよう介かいしてもらえそ……」


　が、彼はそこで言葉を止めて、黒い三角と、そこから生み出されようとしている化物を、見る。そして彼は、声を上げた。


「フューレル一族グループ総そう帥すいの名において命じます。フューレル関係者は、すぐさまこの場にいる、非ひ戦せん闘とう員いんを避ひ難なんさせるように。魔導隊はあの悪魔への対たい抗こう魔術の展開を！」


　さらにヴォイスは、ライナのほうを向いて、


「それで、これからどうしましょう？　指示をお願いします、ライナさん」


　なんて言ってきて……


　その、まったくよどみなく放たれる凜りんとした声と、そして鋭するどく細められた瞳ひとみは、さっきまでの変へん態たい少年とはまるで別人のようだった。


　これが、彼の本当の姿らしい。


　この国最大組織の総帥の姿。


　それにライナは一瞬ひるみながらも、


「え？　あ、ああ……ええと、対抗魔術は……」


　が、彼が最後まで言う前に、


「最低三十分……いえ、二十分で発動させてみせます。しかし、あの悪魔が生み出される場所が、近過ぎる。それまで……」


　と、ヴォイスが目の前の黒い三角を見て。


　そこではすでにフェリスと、さらにシルが、どんどん生み出される悪魔を、次々に倒し……さらにエステラも、自分に付き従っている何人かの護ご衛えいを選んで、フェリスとシルが倒し損そこなって飛び出した化物が、他の人間を襲うまえに、打ち消している。


　みな、さっきまでのふざけた雰ふん囲い気きは欠片かけらもなく、ライナが必要だと思ったことを、あまりにも鮮あざやかにやってくれていて……


「……ああ、頑がん張ばって集めて説明したかいが、あった……」


　なんてライナはちょっと感かん慨がい深げに呟つぶやいた。


　だが……それでも状況は、どんどんと悪くなっていく。黒い三角から生み出される化物は、とどまるところを知らなかった。生み出される化物の数は増え続けており……


　フェリスが言う。


「ライナ、早くなんとかしろ。このままだと……」


　言葉は、そこまで。だが、その先は、わかる。


　このままじゃ、皆殺しにされる……だ。


　さらにヴォイスが、


「どうしましょう？」


　そう聞いてくるが、それにライナは冷静な声音で、


「おまえは、少しでも早く、対抗魔術を完成させろ。んでもって……」


　と、彼は目を細めて黒い三角を見つめる。


　側面が三面ある三角錐。その一面からは、化物がでてきてないのを確かく認にんして……さらに、その一面の一番下……地面から出るか、出ないかというところに、文字のような光が浮き出していて……


　それを見て、


「……あとは俺に、まかせろ」


　彼はにやりと笑った。


「んじゃ、いっちょいってみるかね」


　彼はスコップ片手に走りだす。そのまま、


「フェリス、いまから俺の援えん護ごを頼たのむ。シルはそのフェリスの援護。エステラは残りの化物を全部ぶっつぶして」


　言ってから、彼は化物が出てこない三角の一面まで走りよると、スコップで地面を掘り始める。すると、みるみる光り輝かがやく古代文字が現れ……ライナはその、現在は使われていない文字を見つめて、


「見っけ。お、よしよし、古文書と同じ文字だなこりゃ。これなら俺にも読めるわ」


　と、あっさり、読み始める。


「えーと、侵しん入にゆう者しやの排はい除じよを開始……ああ、この化物ね。んで、それを止める方法はっと」


　さらに彼は、地面を掘ほる。すると、地面から光の文字が浮き上がった黒い平面がどんどんと掘り起こされ……


　とそこで、背後からフェリスが、


「ライナ！　早くしろ！　そろそろ……」


　苦しげな声で言ってきて、そちらを見ると、状況はかなり悪化していた。溢あふれ出す化物の量が、さっきまでとはまるで違ちがう。空にはすでに、フェリスやシル、エステラが倒し切れなかった黒い化物が、十数匹飛び交かい、こちらを襲う機会を狙ねらっていて……


「うわ、状況悪くなるの、早す……ああもう!!」


　ライナは顔をしかめて、さらに必死に地面を掘り始める。


　とそこで、


「ぐぁ!?」


　一匹がエステラを殴りつけて……彼女が吹ふっ飛んだ。するとすぐさま、倒たおれたエステラへと化物たちが群むらがっていって……


　それに、フェリスを援護していたシルが、


「エステラさん!?」


　叫んだ。それからこちらを向き……


　それに、フェリスは周囲の化物たちを斬きり裂さきながら、言った。


「いけ。いってあの八流美人女を助けてこい」


「でも、フェリスさんたちが……」


「問題ない。さっさといけ」


　それにうなずいて、すぐさまシルが槍を振りまわし、飛び出していく。


　瞬間。


　フェリスに襲いかかってくる化物の数が倍になって……


　視し界かいが、黒く埋め尽くされる。


　数十、いや、いつの間にか化物たちは、フェリスが相手にしているだけで、数百には増えているだろうか？


　それは、絶望的な数だった。


　いや、ライナとフェリス、二人で援護し合いながら逃げれば、まだ、逃げきれるかもしれない。だが、彼女はそんな増え続ける化物を見回してから、剣けんをくるんっと一度大きく回すと、


「ふむ。ここが境さかい目めだな。生きるか、死ぬか……」


　とそこで、彼女は襲いかかってきた化物数匹を瞬時に斬り裂いてから、


「……それでライナ、おまえは、世界を救えそうか？」


　そんなことを、聞いてくる。


　それにライナは必死で地面を掘り進めながら、


「も、もう少し……ああでも、どうかな。俺ってば、伝説の勇者じゃないし……ってか、スコップ片手に穴掘って世界を救うなんてダサい勇者、見たことねぇし、もしかしたら、やばいかも……」


　するとフェリスはうなずいて、


「うむ。確かにな。おまけに女に守ってもらうようなひ弱で甲か斐い性しようなしな勇者もいないだろう」


　それにライナは苦く笑しようして、


「痛いところ突つくなぁ……」


　なんて言ったところで、さらに化物は増えて……


　フェリスが化物を、斬る。斬る。斬る。


　しかし、どんどん増え続ける化物は、まるでその数を減らさずに……


「……ん!?」


　彼女の肩に化物の爪つめが食いこみ、彼女は小さく声を上げて、


「フェリ……」


「くるな。おまえは、おまえの仕事をしろ」


　あっさりそう言って、彼女はさらに、ライナを守るように剣を振るう。


　だが、状況は最悪だった。


　このままだと彼女は……


　いや、世界そのものが、終わるだろう。


　それにライナは、


「くそがっ!!　なんで、なんで魔ま法ほうのシステムについての文章が出てこない！　それさえ出てくりゃ……っと、うお、言った瞬しゆん間かん出た！　これだ！　こ…………」


　が、そこで言葉が止まる。


　そこに表ひよう示じされた魔法の構こう成せいが、あまりに複雑で……


「お、おいおいおいなんだこりゃ。ああ？　えーと、軸じくがこれで、こっちをこう変えて反応させる形で……え？　でもこれが……ってわかんねぇ。くそ。フェリス、あとどれくらいもつ？　これ、ちょっとだけ時間かかり」


　が、彼が顔を上げると、目の前では、フェリスが体中から血を流していて……


　しかし彼女は、


「かすり傷だ。問題ない」


　なんて言って……


　だが、そうは見えなかった。


　あきらかにそれは……


　ライナは顔をしかめて、


「ちょ、ちょっと待ってろ！　いま止める！　いま俺が全部止めて…………くそ。なんで読み取れない!!　俺が勇者じゃないからか？　俺じゃ世界は救えな……」


　しかし。


　そこで、全身血まみれで剣を振るっているフェリスが、


「落ち着け馬ば鹿かライナ。わかってるだろう？　私は、会ったこともない伝説の勇者になど、命は託たくさない。なら……」


　彼女はそこまでで言葉を止めた。


　だがそれだけで……


「…………」


　ライナは目を細めて、


「………………ああ。わかった」


　小さくそう、言った。


　そのまま、一気に古代の魔法の構成を読み進み……それを解とく方法を探さぐる。


　少し読んだだけで、彼は構成のおおまかな内容を、理解してしまっていた。


　魔法の知ち識しきと、そして理解力。その分野では、彼は天才と言ってもいいほどの才さい能のうがあった。


　もしも仮に、本当にこの世の中に、伝説の勇者と呼ばれるような者が存在したとしても、彼のその才能には、舌したを巻まくだろう。


　だが、それにしても時間があまりに足りなかった。問題は、この短い時間では、構成のおおまかな内容しか、わからないということ。


　構成を、いじることは、できる。


　違う内容に描かき換かえることは、できる。


　だが、その結果、どこまで意い図としたとおりに魔法を変えられるかは……


　しかし、


「待ってろフェリス。いま、俺が終わらせてやる」
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　言って、彼はそっと、光の文字が浮かんだ黒い平面に手を置いた。


　そのまま、その光の文字の場所を、移動させ、変形させていく。


　文字と、そして彼の母国、ローランド帝てい国こくで使われている魔ま方ほう陣じんを組み合わせた、奇妙な図形をその平面に描えがいていき……


　その光の魔方陣を描ききる。


　すると黒い平面に、『了りよう承しよう』の文字が浮かび上がり……


　刹せつ那な。


　あっさり世界から、化物が消えていた。


「よし！」


　と、ライナが小さく声を上げると同時、その場にがくりとフェリスがくずおれてしまい、


「わ、わわ、大丈夫か？」


　それをライナは慌あわてて支える。


　すると彼女は、彼を見上げて、


「……終わったのか？」


　それに、ライナはうなずいた。


「ああ。全部、解かい除じよした。これでもう……」


　とそこで、今度は遠くからシルが、


「やりましたねライナさん！」


　続いてエステラが、


「誰が八流美人じゃと！」


　と、いまさらにそんなことを叫さけんでくるが、フェリスもさすがにそれに応える元気はないらしく、ライナを見上げるだけで、


「遅おそいぞ」


「だな。ごめん」


「……ふむ。だが、まあ……偽にせ物もの勇者にしては、よくやった。褒ほめてや……」


　が、そこまで彼女が言ったところで、突然。


　ゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴっと、大地が揺ゆれ始めて……


　フェリスが言う。


「………………ん？　おまえ、なにをした？」


　それにライナは、


「え？　いや、俺はなにも……ちゃ、ちゃんと解除したぞ？　いったい、なにが？」


　と、振り向いて、再び黒い三角を見る。


　するとそこには、さらに新たな光の文字が浮き上がっていて……


　とそこで、フェリスが、


「なんと書かれている。読み上げろ」


「え？　あ、ああ。なんか、よくわかんないんだけど『呪じゆ詛そを無む効こう化かするため、崩ほう壊かいの準じゆん備び』……ってなことが書いてある」


「ほう。では、やはり成功したのか？」


「た、たぶ……」


　が、言葉はそこまでだった。


　突とつ如じよ、ドンっという奇き妙みような音とともに、目の前の三角が、消しよう滅めつして。


「お、消えた」


「ふむ。ではやはり、成功し……」


　が、その言葉も、そこで、止まる。


　やはり、ゴゴゴゴゴと、大地を揺ゆり動かす音は止まらず……いや、それどころか、さっきよりひどくなっていて……


　ライナは立ち上がった。そのまま、ゆっくりと三角が消えてしまい、穴になっている地面をのぞきこんで……


「あ……」


　うろたえたように、そう声をあげた。


　そのまま、口をぱくぱくしながらフェリスを振り返って……


　それにフェリスも、


「ん？　なにをパクパクしている？」


　そばに寄ってくる。そして、地面に開いた穴を見て……


「あ……」


　やはり彼女も、同じ反応。


　それほど、そこではとんでもないことが起こっていた。


　地面に開いた、穴。その穴に、底がなかったから。


　どうやら消えた黒い三角は、異い常じように大きかったようで……というかたぶん、島一つぶんくらいあったようで……


　それが、突然消えたのだ。


　ライナは穴をのぞきこんだまま、震ふるえる声こわ音ねで、言った。


「こ、これって、まずいよな」


「…………」


　フェリスは答えない。


　だが、例のゴゴゴゴゴゴという音は響ひびき続ける。穴の奥おくからは、想像を絶する大量の水がこちらへと迫せまってこうようとしていて……


　さらに、地面にひび割れが、一直線に、それもズバズバと派は手でな音とともに、地平線の先、見えなくなるほど遠くまで入っていって……


　ライナはもう一度。


「こ、これってまずいよな……」


　あきらかに、まずいどころの騒さわぎじゃなかった。


　が、そこでフェリスはくるっと踵きびすを返し、


「ん。過去は振り返らない主義だ」


「……っておまえ、前に遺い物ぶつが暴ぼう走そうして、山一個吹ふっ飛ばしたときも、そんなこと言ってなかったか？」


　すると彼女は首をかしげ、


「そうか？　忘わすれたな。過去は振り返らないと言ったろう？」


「すげぇ。あんたすげぇよ……」


「さて、もういくぞ。こんなおまえに滅ほろぼされた国には、用はない」


「ほ、滅びないって！　ってか、滅びないよな？　お、俺のせいじゃないよね？　ね？」


　が、そこまでだった。


　バァアアアアアアアン！　と、なにかが飛び出す音が背はい後ごから響いて……


　ライナも、フェリスも、いや、その他そこにいた者たちはみな、悲鳴とともに激げき流りゆうに流されていって。


　ちなみにその数時間後。


　突如起きた大だい洪こう水ずいによってイエット共和国は滅めつ亡ぼうしてしまうのだが……





　そこに、伝説が生まれた。





　ライナをまるで信じていなかったヴォイスは、化物への対抗魔術などすぐにやめて、さっさと国民を先導してすでに国外に脱だつ出しゆつしてしまっていて……


　民たみを救すくった伝説の勇者、ヴォイス・フューレルの物語は、この後数百年にわたり語かたり継つがれていくのだが……





「ぎぁああああああああああっ!?」


　悲鳴とともに大水に呑のみ込まれ、遭そう難なんしてしまったライナたちがそれを知るのは、ずっとずっと後のことになる。







（えんど・おぶ・いぇっと：おわり）







　おもいこみ伝勇伝



　天才の限界








　選ばれた者。


　彼は、選ばれた者だった。


　他の人間とは違ちがう。


　普ふ通つうの人間とは違う。


『おまえは、他の凡ぼん人じんどもとは違う、エリートなんだ』


　そう言われて、育った。


　そしてそれを、ゾーラ・ロムは当然だと思っていた。





「……そう。当然」


　彼は小さく呟つぶやいて、鏡かがみに映うつった自分の姿すがたを見つめる。


　茶色い髪かみに、負けん気の強そうな青い瞳ひとみ。


　歳としはまだ、十歳さいになったばかりだ。


　当然、鏡に映った自分の風ふう貌ぼうには、幼おさなさが残っている。


　しかしここでは、年ねん齢れいなどまるで関係ない。


　この、ローランド帝てい国こくの中でも、天才だけが集められている『隠いん成せい師し』という組そ織しきでは、実力と才さい能のうのみが重じゆう要よう視しされる。


　他者を殺す能力。


　他者を圧あつ倒とうする能力。


　他者を踏ふみにじる能力。


　そのすべてを、ゾーラは兼かね備そなえていた。


　つまり。


「俺おれはエリートだ」


　殺しの腕うでは一流。


　魔ま法ほうの腕も、一流。


　格かく闘とうも、知ち識しきも、直感も、ぜんぶぜんぶぜんぶが、彼はずば抜ぬけていて。


　そしてやがて彼は、選ばれた。


　エリートだけが集められているという秘ひ密みつ組織、『隠成師』に。


　ゾーラは、鏡に映った自分の姿すがたを見て、にやりと笑った。


　彼が身に纏まとっているのは、そのエリートの証あかし、『隠成師』だけが着ることを許ゆるされている、特とく殊しゆな戦せん闘とう服ふくだ。


　黒いローブに、紺こんの軽けい鎧がいが合わさっている戦闘服。闇やみに紛まぎれ、すみやかに人を殺すために作られた装しよう束ぞくだ。


　そう。


　正真正しよう銘めい、


「俺は、エリートになった～！」


　なんて言って、ゾーラは鏡の前で、ガッツポーズを取ってみる。


「やったぜ！」


　ちなみに、『隠成師』に所しよ属ぞく以来、処しよ理りした依い頼らいの件けん数すうは断だん然ぜんトップ。


　ほとんどが暗殺任にん務むだったが。


　殺した数は……


　あ～、え～、どれくらいだっけ？


「…………」


　う～んと……まあ、とにかくいっぱいだ。


　いっぱいいっぱい殺して、暗殺者としての彼の名前は、このローランドの暗部では、知らない者はいないほどになった。


　もう、ここ『隠成師』では、暗殺の任務で彼に並ならぶ者はいない。


　完全にトップ。


　ダントツ一番！


　そんな超ちようスーパーエリート、ゾーラ・ロム様は、常つねに皆みなから羨せん望ぼうの眼まな差ざしで見られ、国からは超ＶＩＰ待たい遇ぐうの豪ごう邸ていを与あたえられ、貴き族ぞく顔負けの暮くらしをしていて。


「ふっふっふ」


　ゾーラは、自信溢あふれる笑い声を上げながら、鏡から目をそらし、周囲を見る。


　彼がいま住んでいる場所は、一人じゃまるで使いきれないほどの大だい邸てい宅たくだった。


　二階建て。


　部屋数十二。


　使用人は四人。


　部下は二十人。


「へっへっへ～ん。俺ってば、すげーな！」


　再ふたたび鏡の前、ゾーラはポーズを取って、得意げに笑った。


　奴ど隷れいの子として生まれた彼が、いまではほとんど貴族のような生活をしている。


　これが、笑わずにいられるだろうか。


　もちろん、ここまでくるのは、決して簡かん単たんではなかった。


　才能だけじゃ、ここまではこられなかった。


　三歳のときに目の前で親をゴミくずのように殺され、力が無ければ生きていけないことを知った。


　それ以来、彼は死しに物もの狂ぐるいで努力を続けてきたのだ。そしてすぐに自分には、人より才能があることに気づいた。


　だが、努力をやめなかった。


　もっと上へ。


　もっと強く。


　もっと厳きびしく。


　もっと、もっと、もっと。


　そして、どれほど上にあがろうと、彼は決して妥だ協きようしなかった。


　知っているのだ。


　この国では、妥協した者から死んでいくことを。どれほど力があっても、どれほど才能があっても、どれほど権けん力りよくを握にぎっても。


　歩みを止めたら、殺される。


　かつての自分の親のように。


　だから。


「……ほいじゃ、最終確かく認にんを終わらせちゃおうか」


　ゾーラはさっきまでとはうってかわって、真しん剣けんな表ひよう情じようになる。


　鏡を見つめ、胸むねの軽鎧の留とめ金を、つけ直す。


「よし。留め金おっけー」


　続いて黒いローブをぐいっと引っ張ぱる。


「強きよう化か布ふおっけー」


　腰こしのナイフ、懐ふところのナイフ、靴くつに隠かくしたナイフを確認して、


「武ぶ器きおっけー」


　ゆっくり。


　ゆっくりと彼は、細部まで、装そう備びを確認していく。


　手は抜ぬかない。


　どんなにくだらない、小さなことにも、決して手を抜かない。


　それこそが、彼の強さだった。


　すべての確認を終えると、背せ筋すじをぴんっと伸のばし、ゾーラはもう一度だけ、鏡を見つめた。


　しかし、そこに映うつっているのは、さっきまでの子こ供どもの顔じゃない。


　切れるような鋭するどい瞳ひとみ。


　獣けものの瞳。


　それは、暗殺者の瞳だった。


　大だい丈じよう夫ぶ。


　今日も気力は充じゆう実じつしてる。


「さ～て、そんじゃ今日もお仕事がんばっちゃおうかな」


　言ってから、ゾーラは鏡の脇わきに貼はり付けてある三つの書類を見た。


　二つは、指令書。


　今回の、国からの殺しの依い頼らいだ。


　そしてもう一つは……


　ゾーラはその紙を見つめ、


「…………」


　無む言ごんで目を、細めた。


　その書類の表紙には、こんなことが書かれている。





『ビオ・メンテ。


　女。


　所しよ属ぞく不明。


　年ねん齢れい十五。


　身体からだ、容よう姿しの特とく徴ちようはともに不明。


　過か去こ三年間に彼女が関かかわった暗殺任にん務むは二千件以上。


　ローランド帝てい国こく最高の暗殺者の一人』





　そんなことが書かれている紙面を見つめ、


「……ローランド最高？　はっ。『隠いん成せい師し』でもないくせに……」


　ゾーラは、小さく呟つぶやいた。


　これが、目下の彼の敵てき。


　ビオ・メンテの実じつ績せきに比くらべれば、まだ暗殺任務についたばかりのゾーラは、ひよっこと言ってもよかった。


　言いかえれば、彼女が一人いれば、ゾーラはいらない。


　いらなければ……殺される。この国は、そういう国だ。


「……邪じや魔まだな」


　ふと、彼は言った。


「……あの女は、邪魔だ」


　だから、殺すことにした。


　彼は妥だ協きようをしない。


　必要なときに、必要なだけきちんと動くことができる。そうしていままで、この狂くるった国で、生き残ってきたのだ。


　ゾーラはそっと手を伸のばし、鏡の横の書類を取った。


　彼が部下に命じて調べさせたビオ・メンテについての資し料りようと、そして、軍からの二つの指令書。


　その、三つの書類。


「…………」


　そこに名前が載のっている者は、すべて殺す。


　彼は書類をめくり、それぞれの指令の制せい限げん期間を見た。


　一つ目。


『五日以内に現げん在ざい隣りん国ごくルーナ帝国に滞たい在ざいしている、ガーフォルー伯はく爵しやくを殺せ』





　二つ目。


『二か月以内にヴェイオール聖せい国こくに滞在している『忌いみ破やぶり』、ペリア・ペルーラ、ピア・ヴァーリエを殺せ』





「…………」


　どちらも、かなり厳きびしい任務だった。


　隣国ルーナへいくだけでも、通つう常じようなら何日もかかるのだ。国こつ境きようを越こえるのだって、ルーナは同どう盟めい国とはいえ、そこそこ大変だろう。


　それを、五日以内に国境を越え、隣国へ渡わたり、ガーフォルー伯爵の居い場ば所しよを見つけ、厳げん重じゆうな警けい備びをかいくぐって殺せと言うのだ。


　それだけならまだしも、さらにその二つ向こう──すでに南大陸ではなく、中央大陸にあるヴェイオール聖国にまでいけとは……


「ったく、いつもいつも、無理難なん題だい押おしつけてくれるよなぁ」


　ゾーラは苦く笑しようする。


　もちろん、ゾーラになら、その依頼をこなせるだろうと軍は考えているのだろう。


　だから彼に、依頼がきた。


　そしてそれは、


「正せい解かいだ」


　彼は再ふたたび、鏡を見る。


　そして言った。


「俺なら……できる」


　それはまるで、自分に言い聞かせるような言葉。


「そうだ。俺は天才なんだ。大だい丈じよう夫ぶ。今回もやれる」


　そして彼は、くるりと踵きびすを返す。


「……この仕事が終わったら……俺が一番だ。この国の、一番になる」


　そう言ってから彼は、歩きだした。





　　　　◆





　邸てい宅たくを一歩出ると、空は、抜ぬけるように青かった。


　完全に晴れ渡っていて、陰かげり一つない気持ちのいい空。


　こんな日には、ここローランドですら、誰だれの身にも悪いことなんか起こらないんじゃないか……そんな錯さつ覚かくさえ覚える。


　だが。


「…………」


　ゾーラは太陽のまぶしさに少し顔をしかめる。


　すると細めた視し界かいの先に、見知らぬ一人の女の姿すがたが映うつった。


　肩かたまで伸ばした赤い髪かみ。


　顔は、うつむいているのでよくは見えないが……


　背せの高さは、ゾーラと同じぐらい。


　年のころは……十四、五くらいだろうか？


　ゾーラよりは年上だが、少女と言っていい年ねん齢れいだ。


　家か政せい婦ふの服ふく装そう。


「…………」


　また、『隠いん成せい師し』に所しよ属ぞくしている誰かの邸宅に、新しい家政婦が派は遣けんされてきたのだろうか？


　この『隠成師』の邸宅が並ならぶ区く域いきには、使用人がよく派遣される。


　というのも、ここらへんでは使用人がよく殺されて、数が足りなくなってしまうからだ。


　天才と狂きよう人じんは紙かみ一ひと重え。


　異い常じようなほどの力に恵めぐまれた『隠成師』には、異常おかしな奴が多い。


　使用人を殺して遊ぶ輩やからなどは、ざらだ。


　だから、新しく追加注文が入ったのか……


　ゾーラは女に向かって、声をかけた。


「おい」


　初め、彼女は気づかなかった。


　だからゾーラはもう一度、


「おい、おまえ」


　それでやっと、彼女は顔を上げた。


「……はい？」


　上げた顔は、かわいらしかった。驚おどろきの表ひよう情じよう。彼女は髪と同色の赤い瞳ひとみをまん丸くして、


「あの、私になにか？」


　それにゾーラはきく。


「おまえ、家政婦か？」


　すると彼女はうなずく。


「はい」


「ふむ。やっぱそうか。で、どこに派遣されたんだ？」


　ゾーラはそうきいた。


　まあ、おおよそは見当がついていたが……


　彼女がいく先は、女殺しで有名なバルル・タイムのところか、もしくは、拷ごう問もん好きのアト・トスのところだ。


　新しい使用人がいく先は、たいていはこのどちらかと決まっている。どちらの家でも、月に五人は殺されているのだから。


　まあ、どちらにいっても死ぬわけだが、後者、拷問好きのアト・トスのところだと、かなりかわいそうなことになるなぁ……


　なんてことを思う。


　アト・トスの拷問風景を見たことがあるが、あの変へん態たい趣しゆ味みには正直ついていけなかった。


　だからゾーラはきいた。


「アト・トスんとこか？」


　が、彼女は首を振ふる。


「なら、バルル・タイムのとこ？」


　しかしまた、彼女は首を振った。


「じゃあ、誰だれだ？」


　それに彼女は微笑ほほえんで、


「ライナ・リュート様のところです」


「ライナ・リュート？」


　その名前に、ゾーラは首をかしげた。


　顔を見たことはないが、確たしか、ゾーラと同時期に『隠成師』に入ってきた新顔のはずだ。だが、たいした活動もせず、国からの評ひよう価かも低いと聞いた。


　そんな奴が、使用人を雇やとえるほどの生活をしているはず……


　が、そこで。


「それでは私はこれで。到とう着ちやくが遅おくれると、ご主人様に怒おこられてしまいますので」


　笑え顔がおでこちらに頭を下げて、彼女は歩きだした。


　ゾーラはその、彼女の顔を見る。


　彼女は本当に、完かん璧ぺきな微び笑しようを浮うかべていて。


「…………」


　ふと。


　ふとそこで、ゾーラは気づいてしまう。


　十五歳さい。


　女。


　ああ……そうか。


　そしてそのまま、彼はもう一度空を見あげた。


　陰かげり一つない、青い空。


　そしてもう一度思う。


　こんな日には、ここローランドですら、誰の身にも悪いことなんて起こらないんじゃないか……？


「はは」


　しかしそんな自分の考えを、ゾーラは小さく笑った。


　だって、そんなことはありえないから。


　十五歳。


　女。


　そして、ろくに実じつ績せきもあげてないような奴のところへ、派は遣けんされる家か政せい婦ふ……


　彼女の姿すがたを見つめ、ゾーラは言った。


「……なるほど。おまえがビオ・メンテか」


　それに、彼女は振り返る。


　少し困こん惑わくしたような顔で、首をかしげる。


「……あの、私の名前はアンナ・フェームですが……誰かとお間ま違ちがえではないでしょうか？」


　それに。


　ゾーラは笑みを浮かべた。


　だって、そんなはずないのだ。


　彼が彼女の名前を呼よんだ途と端たん、彼女の微笑、たどたどしい動き、やわらかい雰ふん囲い気きが、すべて噓うそくさくなったから。


　だからゾーラは、全身を緊きん張ちようさせた。


　右手を腰こしのナイフに添そえ、困こまったような女の顔に向かって言う。


「……俺おれを、殺すか？」


　それに女は困惑したような顔になる。


「……ええっ？　ど、どうしてそうなるのですか？」


「俺がおまえの正体を見み破やぶったから」


「ですから、私はさっきから人違いですと言ってますのに……」


　そして困ったような顔をする彼女に向かって、ゾーラは肩かたをすくめた。


「まあ、いいけどな。『隠いん成せい師し』の誰が死のうと、俺にゃ関係ないし」


「で、ですから！……ああもう、あの、では私はもう、いっていいのでしょうか？」


　それに、ゾーラは軽くうなずいた。


「いけよ。そして、そのライナとかいうのを殺せ」


「だからどうして私が新しいご主人様を…………いえ、もういいです。ではこれで、失礼いたします」


　言ってから、彼女は歩き去っていく。


　その後ろ姿を見つめながら、ほらな、とゾーラは思う。


　力がなければ、たとえ『隠成師』だって、すぐに殺される。


　この国は、そういう国なのだ。


　力がなければ、用がなければ、役に立たなければ、すぐに消されるのだ。


　だからゾーラは言った。


　真まっ直すぐに家政婦の背せ中なかを指差して、


「おい、ビオ！　俺がすぐに一番になるから、そしたらおまえは用なしだ。だから、せいぜい逃にげる準じゆん備びしとけよ！」


　しかし、そこで、


「あ痛いたぁ！」


　家政婦が地面の石につまずいて転ぶ。


「痛たたたたた……うう～、転んだ～」


　その、半泣きの顔で言う彼女の顔を見て、


「……って、あらら？」


　ゾーラは少しだけ、ほんの少しだけ、自信がなくなってきた。


　あ、あれぇ？


　も、もしかして俺ってば、ほんとに人違い……


　しかしその少しの油ゆ断だんを突ついて、突とつ如じよ、ヒュっという風を切る音が響ひびく。


　転んだはずの彼女から、ナイフが凄すさまじい勢いきおいで飛んできて……


「おわっ!?」


　それを、ゾーラはとっさによける。


　直後、ナイフは背はい後ごの石で出来た壁かべに深々と突き立つ。


　ナイフの刃はには、紫むらさき色いろの液えき体たい。毒だ。それをゾーラは知っている。傷きず口ぐちに入れば即そく死しする可か能のう性せいもある、最悪なやつだ。


　ゾーラは半はん眼がんでそれを見てから、ヒューっと口笛を吹ふいた。


「いやぁ、さっすがローランド最高の暗殺者。ナイフの鋭するどさが違うね」


　しかしそれに、ビオはくすりとも笑わずに、


「……ほう。いまのナイフをよけるか……やはり『隠成師』は化物ばけものの集まりだな。確たしかに、いまのをよけられるのなら、そのうち一番になれるだろう」


　それに、ゾーラは得意げに笑う。


「おおっと？　そりゃもしかして敗北宣せん言げん？」


　が、彼女は首を振ふる。


「おまえと争う気など、最初からない。私は次の仕事が最後だからな……まあ、せいぜい頑がん張ばるがいい」


　それにゾーラは目を、大きく見開く。


「ああん？　どういうことだ？」


「…………」


　しかし彼女は、今度こそ踵きびすを返し、歩き始める。


　その背中に、


「おい。そりゃ、引いん退たいするってことか？」


「…………」


「でもおまえそれは……」


　が、そこまでで、彼女の姿すがたは消えてしまう。


　だからゾーラも、言葉を止めた。


　暗殺者の、引退。


　それがなにを意味しているのか……あの女はわかっているのだろうか？


　それが意味するところは……


「…………」


　だがそこで、ゾーラは考えることをやめた。


「……ま、俺には関係ないことか……」


　ビオ・メンテが死のうと。


　ライナ・リュートとかいうのが死のうと。


　そんなのは、どうでもいい。


　ゾーラは懐ふところからビオの資し料りようを取りだし、破やぶり捨すてた。


　もう、必要がなくなったから。彼女が暗殺者の最高位の座ざを自分から降おりるというのなら、彼女を殺す必要はなくなった。


　あと、必要なのは……


「…………」


　とそこで、ゾーラは指を、パチンっと鳴らした。


　途と端たん、彼の前に、ゾーラと同じ、黒いローブに紺こんの軽けい鎧がいという姿の二人の男が現あらわれる。


　二人とも、あきらかにゾーラよりも年上だった。一人は二十代後半くらい。もう一人は三十代に入っているだろうか？


　だが、二人ともゾーラの前に、ひざまずく。


　彼はそれを見下ろして、言った。


「……いまの女……あの女が今後どうなるか、見み張はれ。そして俺に報ほう告こくしろ」


『……はっ』


「いけ」


　ゾーラが命じると、二人の男は消える。


　これが、必要なこと。


　彼は常つねに、必要なことをきちんとこなす。


　決して手は抜ぬかない。


　さて、それじゃ、


「そろそろ仕事にかかろうかな」


　彼はそう言って、懐から資料を取りだす。


　次はルーナだ。


　それも、五日以内に。


「ああもう、時間があんまねぇなぁ～」


　ゾーラは緊きん張ちようさせていた体をほぐすよう、一度背せ中なかをぐいっと伸のばしてから、


「そんじゃ、ちょっくら旅行にでも、いってみようか～♪」


　軽けい薄はくな声こわ音ねでそう言うと、ビオとは反対方向へと、歩き始めたのだった。





　　　　◆





　暗くら闇やみ。


　その闇に紛まぎれて、ゾーラは移い動どうしていた。


「…………」


　彼の動きには、音がない。


　気け配はいもない。


　何重にも警けい備び兵が配置されているローランド帝てい国こくからルーナ帝国への国こつ境きようを越こえるときでさえ、彼がその場を通ったことすら、誰だれも気づかなかった。


　いま、ゾーラがいる場所は、ルーナ帝国の南部にある、ロオムという地方。


　そしてその土地の領りよう主しゆであるルーナの貴き族ぞく、パーフォロ・オロオ侯こう爵しやく邸ていの前にきていた。


　事前情じよう報ほうでは、暗殺対象であるガーフォルー伯はく爵しやくはその、ルーナの貴族の許もとに滞たい在ざいしているということなのだが……


　とそこで、丘おかの上。


　巨きよ大だいな建物が見える。


　ルーナの貴族、パーフォロ・オロオ侯爵の邸てい宅たくだ。


　それに、


「…………邸宅、ねぇ……」


　彼は、あきれ顔で言った。


「……ありゃ、邸宅ってでかさじゃねぇだろぉ……」


　ゾーラも『隠いん成せい師し』になって、ローランドから大邸宅を与あたえられてはいるが……目の前の建物は、それとは比くらべものにならなかった。


　邸宅というよりこれはむしろ、城しろだ。


　これが、貴族の住まう家……


「……うわ、なんかへこむなぁ……ったく、俺もローランド一番の暗殺者になりゃ、こんな家に住めるようになるのかねぇ？」


　なんてことをぶつぶつ言いながらも、彼は音もなく走り続ける。


　そして鋭するどく視し線せんを走らせ、淡たん々たんと、建物の状じよう況きようを確かく認にんしていく。軽い口く調ちようとは裏うら腹はらに、彼の動きにはまったく無む駄だがなかった。


「さ～て、貴族様のお城ってのは、どんなもんなのかな～？」


　と、建物を、見る。


　ゾーラが見たところによると、パーフォロ・オロオ邸は、かなり厳げん重じゆうな警備がなされているようだった。


　城を囲むように張はり巡めぐらされた堅けん牢ろうそうな城じよう壁へき。その城壁の形状から、そこに配置されている見張りの数を算出する。


　障しよう害がいは何人で、どこから侵しん入にゆうして、どう行動して、どう脱だつ出しゆつするか……？


「……ふむ」


　それから、任にん務むの内ない容ようを再ふたたび思い出す。





『ガーフォルー伯爵を殺せ……』





　殺せ──


　指令書には、そう書いてあった。


　暗殺ではなく、殺せ……


　これは、今回の任務が、人知れず暗殺対象のみを殺せ──といった類たぐいのものではないことを、意味している。


　つまり、ガーフォルー伯爵を殺すことができるのなら、なにをしてもいいということ。


　いやむしろ……


「……今回の場合は、派は手でに殺したほうが、上じよう層そう部ぶからの受けは、よくなんじゃねぇのか？」


　と、ゾーラはまた、頭をめぐらせる。


　彼が事前に少しだけ調べてみたところによると、この建物の中ではいま、麻ま薬やくの売買がなされているはずだった。


　麻薬の、売買。


　となると今回の任務のだいたいの裏うら事じ情じようは、すぐに読み取れるというものだ。


　麻薬の売買にまつわる、巨きよ大だいな利り権けん争いの結果……ガーフォルー伯爵は殺されることになった、と。


　それとともに、ローランド側は、ルーナへも裏うら切ぎり者がどうなるかを見せつけておくことによって、牽けん制せいしたい……


　ってことは、


「……ガーフォルー伯爵を、派手に殺せってことか？」


　こんな簡かん単たんな任務はなかった。


　なにも気にせず、対象を殺すだけでいいのなら……


「楽勝だ」


　小さく言ってから、彼は、腰からナイフを引き抜ぬいた。


　そのときにはもう、侵入すべき建物の城壁は、目の前だった。


　彼は走りながら、そっと手を、前方へと突つき出し、光の魔ま方ほう陣じんを描えがき始める。


　魔方陣はすぐに完成……


　そして。


「求めるは光こう陣じん〉〉〉・縛ばく呪しゆ」


　途と端たん、魔方陣から光の縄なわが現あらわれる。


　ゾーラはその縄をつかむと、


「目標の壁かべを補ほ捉そく……捕ほ縛ばく後ご、急きゆう収しゆう縮しゆく！」


　唱えた。


　すると光の縄は一気に伸のび、前方の壁に張りつく。そしてそのまま、一気に収縮する反動を使って、


「いっくぜ」


　ゾーラは、小声でそんなことを言いながら、跳とんだ。


　そのままとんっと、城壁の上に着地。


　目の前には見み張はりの男が五人。


　二人こちらに背せを向けていて、三人はゾーラの姿すがたに驚きよう愕がくの表ひよう情じよう。


　その中の一人が、


「…………き、貴き様さまいったい……」


　が、それにゾーラは、


「お静かに」


　言って、ナイフを一いつ閃せんする。


　それだけで、その男の命は終わった。


　続いて二人の見張りも腰の剣けんを……


「遅おそいよ～ん」


　それで、終わり。


　一人はやはり、ゾーラにナイフで心しん臓ぞうを突き刺さされ、もう一人は首の骨ほねを折られる。


　そしていまだゾーラの存そん在ざいに気づいていない、残りの二人は……


「…………」


　自分が死んだことにすら、気づかなかったかもしれない。


　そしてゾーラはあっさり、パーフォロ・オロオ侯こう爵しやく邸ていへと侵しん入にゆうする。


　内部にも見張りは相当数いたが……


　ゾーラにとっては、いないも同然だった。


　誰だれもが、悲鳴すら上げることなく命を落としていく。


　一人、二人、三人、四人、五人、六人、七人、八人…………とそこまでで、数えるのをやめた。


　彼は淡たん々たんと任にん務むを遂すい行こうしていく。


　そこになんの感情もない。


　こうやって、ずっとやってきたのだ。


　善ぜん人にんだろうが、悪人だろうが、女だろうが、子こ供どもだろうが……


　すべて殺す。


　躊ちゆう躇ちよをすれば、それで終わりだ。


　死体になるのは自分の番……


　弱い奴やつは、死んで当たり前なのだ。


「……ま、超ちようスーパーエリート君である俺おれは、そ～んなことにはならないけどね～……」


　と、軽口をたたいたころにはもう、彼はガーフォルー伯はく爵しやくがいるという部屋までたどりついていた。


　その間、八分。


　信じられないほどの手て際ぎわだった。


　十数人を殺されたというのに、まだ邸内は静かなまま。


　もちろん、あと数分すれば誰かがこの異い常じよう事じ態たいに気づくだろうが……


　そのころにはもう、彼はいないはずだ。


「さ～て、さっさと終わらせちゃお」


　ゾーラは、目の前の部屋の扉とびらへと手をかけ、扉を開ける。


　すると中では、ハゲ、四十代、デブという、三重苦を背負った中年男と、スタイルのいい十六歳さいぐらいの金きん髪ぱつの女が、ベッドの上にいて……


　それにゾーラが、


「あの……こちらがガーフォルー伯爵様のお部屋でしょうか？」


　そんなことを、きく。


　すると中年男は顔を上げ、好色な笑えみを浮うかべてゾーラを見ると、


「おお、おお、なんだ少年。おまえもわしに抱だかれにきたのか？」


　この中年男には、そういう趣しゆ味みもあるらしい。


　それにゾーラはにっこり笑って、


「はい。オロオ侯爵様に言われて……」


「ほほっ。オロオ侯爵殿どのも、なかなか粋いきなはからいをしてくださる……」


「では、あなた様が、ガーフォルー伯爵様で……？」


　すると中年男はうんうんうなずいて、


「そうじゃそうじゃ。さあ、そばに寄よれ。わしに奉ほう仕しし……」


「…………」


　しかしそこから先を、ガーフォルー伯爵は言うことが、できなかった。


　首と体が、離はなれてしまったから。


　ゾーラは、血に濡ぬれたナイフを、ベッドのシーツでふく。


　これで、終わり。


　任にん務むは、完かん了りようした。


　今回も、


「かんっぺき」


　ゾーラは満足げな笑みを浮かべ、顔を上げる。


　すると目の前には、顔面を蒼そう白はくにした女が一人。


　ゾーラと目があってから、彼女は顔を恐きよう怖ふに歪ゆがめ、口を開く。


「きゃ…………」


　だが、それも……


「さよなら」


　そっと、ゾーラが彼女の首に触ふれると悲鳴は、消えた。








　それですべては終わり。








　今回も彼の仕事は、完かん璧ぺきだった。


　今後、この問題がローランドとルーナの間でどのような展てん開かいを迎むかえるのかは知らないが、それはゾーラの仕事ではない。


　彼は淡たん々たんと任務をこなし、音もなくその場を立ち去る。


　そう。


　本当にすべては、完璧だった。


　彼はまた一つ、階かい段だんを駆かけ上がる。


　天才。


　エリート。


　その名をほしいままにし、ローランド最高の暗殺者の座ざは、もう、すぐ目の前。








　すぐ目の前に、あるはずだった……


　しかし……





　　　　◆





　一月後。


　ゾーラはすでに、ローランド帝てい国こくから、遥はるかに離れた国にいた。


「……え～と、ここで、あってんだよなぁ？」


　彼は近くの書店で買った観光ガイドについていた地図を片かた手てに、周囲を見回す。


　いま、ゾーラがいる場所は、ルーナ帝国北部の国こつ境きようを越こえ、カッスラーという国をさらに北へと縦じゆう断だんした先にある、国──


　ヴェイオール聖せい国こくだった。


　この国はすでに、ローランドやルーナ、ネルファがある南大陸と呼よばれる大陸ではなく、大国ひしめく中央大陸の中にあるのだが……


「え～この観光ガイドによると……ヴェイオール聖国は、中央大陸における第三位の勢せい力りよくを誇ほこる強国であると……で、その国力はぁ………………うお、まじかよ……こ、これ、ローランドの三倍はあるぞ…………噓うそだろ？……三倍もあんのに、第三位って……」


　じゃあ、なんで中央大陸の奴やつらは、南大陸に攻せめてこないんだ？


　なんていう、ゾーラの素そ朴ぼくな疑ぎ問もんについては、観光ガイドの次のページがすぐに答えてくれた。


　どうやら、中央大陸ではヴェイオール聖国を含ふくんだ三つの超ちよう大国がにらみ合いをしているような状じよう況きようが続いており……他国に攻め入る余よ裕ゆうがないらしい。


　つまり、


「ローランドとエスタブールのようなもんか……」


　ゾーラは納なつ得とくした。


　ついこの間、長年続いたローランド帝国とエスタブール王国の争いは休戦状じよう態たいに入ったのだが、じゃあ、戦争が本当に終わったのかというと、それはまた、話は別だ。


　いまもエスタブールの中には『隠いん成せい師し』が何人も送り込こまれているし、エスタブールからの間者スパイを、この間ゾーラは八人も始末している。


　ただ、表だって戦争をしていない、というだけで、醜みにくい争いはずっと続いているのだ。


　ってことは、


「この国も、見た目ほど平和じゃないってことか……」


　ゾーラはもう一度、周しゆう囲いを見回す。


　それなりに活気のある街まち並なみ。


　人々の笑え顔がお。


「…………」


　貴き族ぞくたちの専せん横おうと、長い戦せん乱らんに疲ひ弊へいしきったローランドの、暗く、澱よどんだ街の雰ふん囲い気きとは、少し違ちがう。


　だが、一いち枚まい皮をめくれば、


「どの国も同じだ」


　ゾーラは、そう思った。


　だって、この国にだって暗殺者がいて……


　そして、必死に逃にげまどい、命いのち乞ごいをする裏うら切ぎり者を……平然とした顔で殺しにくるのだから。


「ま、その、この国にいる暗殺者ってのは、俺のことだけどねん……」


　と、ゾーラは懐ふところから指令書を取りだす。


　指令書によると、ヴェイオール聖国の首都ヴェイルにおいて、ずっと行方ゆくえ不明になっていた『忌いみ破やぶり』、ペリア・ペルーラ、ピア・ヴァーリエは発見されたとのことだった。


「で、たぶん、ここがそのヴェイルだろ？」


　と、周囲を見回し、そばを通りかかったおっさんに、


「なあなぁ、おっちゃんおっちゃん」


「…………ん？　おお？」


　するとおっさんは足を止め、振ふり返る。


「どうした坊ぼうや？」


　それにゾーラはきいた。


「あのさ、ここって、ヴェイルだよな？」


「ああん？　ヴェイルを知らないっておまえ、よそものかい？」


　が、ゾーラは首を振る。


「いやいや……この街の近くの村の出身だよ。で、今日は父ちゃんからお使いを頼たのまれたんだけど、首都に一人でくんのは初めてでさぁ……迷まよっちゃってんだよねぇ、俺ってば」


　それにおっさんが驚おどろいたような顔になり、


「なんだ、おめぇ一人でお使いにきてんのか？　偉えらいなぁ」


　という言葉に。


　まったくだ……


　と、ゾーラは思う。


　ったく、まだ年とし端はもいかない子こ供どもに、どんだけ遠くまでお使いにいかせるつもりだよ、ローランドの奴やつらは……


　だから彼は笑って、


「だろぉ？　偉いだろ？　で、褒ほめるついでに、おっちゃん、パンフォルン商店街ってとこまで俺を案内してくんないかな？」


　それが、『忌いみ破やぶり』が発見された場所だった。


　するとおっさんは笑って、


「なんだおまえ、ほんとに迷まい子ごなんだなぁ。パンフォルン商店街っていったら、ここだぞ？」


「[image: ][image: ]？　うそ？」


「ほんと」


「うおー！　まじで？　俺ってすげー！　迷いながらも目的地についちゃったよ！　俺、お使いの天才かもな！」


「あっはっは。お使いの天才か、そりゃいいや。ま、じゃあおっちゃんはもういくけど、お使いがんばれよ」


「おう。あんがとな、おっちゃん」


「はいよ」


　言って、おっさんは去っていく。


　ゾーラはそれを、手を振って見送ると、もう一度その、『お使いメモ』へと目を落とす。


　今回の、始末する相手についての資し料りようへと。


　資料によると、ピア・ヴァーリエと、ペリア・ペルーラは、ゾーラとほぼ同年代らしい。


　どちらも十歳さいぐらい。


　それも、彼らがローランドを出しゆつ奔ぽんしたのは六歳くらいのころだという……


「たった六歳で『忌いみ破やぶり』かよ……そりゃ、なかなかの経けい歴れきだな……」


『忌破り』──それは、ローランドの魔ま法ほう体たい系けいを習得した者が、無む断だんで国から逃とう亡ぼうしたことを言う。


　しかし、国はそれを決して許ゆるさない。


　自国の魔法体系が外部に漏もれるということは、国の生命を脅おびやかしかねない大問題だからだ。


　だから『忌破り』が出た場合、すぐさま『忌破り』追つい撃げき部隊が派は遣けんされることになる。


　しかし、その『忌破り』が、『忌破り』追撃部隊では手に負えないような相手だった場合には……


「……俺みたいな天才が、派遣されると」


　だから、ローランドから無断で出奔する奴なんか、実はほとんどいない。


　国は、本気で許さないからだ。


　たとえば『忌破り』の出奔から何年たっていても、対象が見つかればこうしてきちんと『隠いん成せい師し』が派遣されるし……


　そして、その『隠成師』が派遣されて、それでも生き残れるような奴は、存そん在ざいしないのだから。


「…………」


　ゾーラは、いまから死ぬことになる『忌破り』たちの資料を見つめ、目を細めた。


　二人のプロフィールは、なかなかおもしろかった。





　一人目。


『ピア・ヴァーリエ。女。ローランド出奔当時六歳。『先天性魔ま導どう異い常じよう』の能のう力りよく者しや』





　そこまでで、ゾーラは顔を上げる。


「……なるほど。『先天性魔導異常』ね」


『先天性魔導異常』……それは、通常ではありえないほど強大な魔力を持つ者のことを言う。


　たとえばローランドの魔法の一つである、稲いな妻ずまを操あやつる魔法、『稲光いづち』をこの『先天性魔導異常』の能力者が放ったとする。


　するとその威い力りよくは、通常の数倍にもなるのだ。


　だが逆ぎやくにいうと、この能力者はあまりにその力が強大過すぎる故ゆえに、魔法のコントロールができないという欠点も兼かね備そなえている。


　おまけにこの能力を持つ者は、他者との協調性を失ってしまうという、精せい神しん的欠けつ陥かんも持っている。


　魔力も、自分の心もコントロールできない、欠陥人間……それが『先天性魔導異常』の能力者の正体だ。


　つまりそれは、戦せん況きようを冷静に判はん断だんできない、ということにつながる。


『隠成師』にもこの手の能力者は何人かいるが、どいつもこいつも、たいした奴やつじゃなかった。


　ということで、


「……ま、このピアとかいう女は、敵てきじゃないな……」


　ゾーラは資料をめくる。





　二人目。


『ペリア・ペルーラ。男。ローランド出奔当時、およそ六歳。『全結界』の実験体』


　そこまでで、ゾーラは眉まゆを上げる。


「おいおい、『全結界』の実験の生き残りかよ……こっちはちょっと手て強ごわいんじゃねーの？」


『全結界』というのは、一時期ローランドの研究者たちがはまった魔導実験の一つだった。


　対象者に無む理り矢や理り『結界』の魔方陣じんの刺青いれずみを組み込み、通常では知覚できないほど広こう範はん囲いの出来事を感じることができるようにしようとした実験。


　実験に使われたのは、主に子こ供ども。


　子供以外は入ってくる情じよう報ほうの量に脳のうが耐たえきれずに発はつ狂きよう、絶ぜつ命めいしてしまったのだ。


　まあ、子供もほとんど死んだが……


　で、生き残ったわずかな者にも、なぜか視し覚かくと聴ちよう覚かくを失ってしまうという副作用が出た。


　おまけに『結界』の範囲は、研究者が思っていたほどは広がらなかった。最初は他国の情報まで探さぐれるように……という目的で開発された能力だったのだが、結局は自分の周囲、一区画分ぐらいしか知覚範囲は広がらなかったのだ。


「……まあ、暗殺者の俺おれからしたら、一区画も手前からこっちを見つけられちゃうのは、怖こわいったらねぇけど」


　ま、でも、これでだいたい相手の情報はわかった。


　そして、彼らの戦い方も。


　おそらく、『全結界』と『先天性魔導異常』のコンビがとる作戦としては……


『全結界』のペリアが一区画手前から敵を把は握あくして、その方向に『先天性魔導異常』のピアが巨きよ大だい魔法を連発するって感じかな？


　それに、ゾーラは苦く笑しようする。


　彼にしてみればそれは、あまりに幼よう稚ちな戦い方だった。まあ、それでもそこらの二流の追っ手をかわすことはできるかもしれないが……


「俺には通じない」


　彼は、さらに資し料りようのページをめくる。


　すると最後のページに、こんなことが書かれていた。





『両名とも、ジェルメ・クレイスロール訓練施し設せつの出身者である』





　それを見て。


「へっ」


　ゾーラは、鼻で笑う。


　ジェルメ・クレイスロール。


　氷の暗殺者とか呼よばれている、有名な女軍人だ。


「……氷の、暗殺者……ね」


　その通り名に、ゾーラは笑いをこらえられない。


　そんなご大たい層そうな名前がついていても。たとえそいつが、大変な実力者だとしても。


　それは所しよ詮せん、表おもて舞ぶ台たいでの話だ。


　彼女は、ビオ・メンテとは、違ちがう。


　ゾーラ・ロムとは、違う。


『隠いん成せい師し』とは、違うのだ。


　そして、このペリア・ペルーラとピア・ヴァーリエを殺せという指令の前に、すでにジェルメ・クレイスロールを殺せという指令が彼の許もとにきていた。


　その後上じよう層そう部ぶのごたごたかなにかで、どういうわけかその指令は一度保ほ留りゆうになっていたが……


　今け朝さ、再ふたたび指令がきた。


『ペリア・ペルーラ、ピア・ヴァーリエの両名を始末後、ジェルメ・クレイスロールの件けんを実行しろ』


　という指令が。


　それはつまり。


　軍は氷の暗殺者よりも、俺のほうが強いことを、わかっているのだ。ゾーラ・ロムなら、ジェルメ・クレイスロールを殺せると……


　で、今回はその、氷の暗殺者とかいう名前だけご立りつ派ぱな雑ざ魚この、弟で子しを殺す仕事……


「……楽勝だな」


　師し匠しようよりも強いのに、弟子を殺すのに手間取るはずがない。


　ガーフォルー伯はく爵しやく暗殺に続いて、今回も、楽な仕事になりそうだった。


　ゾーラは資料を胸むねにしまう。


「いや、ま、楽勝っつっても、それは『忌いみ破やぶり』の奴やつらが、まだこの商店街にいてくれればの話だけど……」


　ローランドを出発してからここに到とう着ちやくするまでに、一月以上がたっている。


　ということは、おそらくこのヴェイオール聖せい国こくに奴らが滞たい在ざいしているということが確かく認にんされてから、最短でも二か月は経けい過かしているだろう。


　二か月……


　追われる身で、二か月も一か所に滞在してくれるかなぁ。


「ああもう、奴らが俺が思ってる以上の馬ば鹿かでありますように……」


　ゾーラは言ってから、パンフォルン商店街を歩きだす。


　この商店街にまだいてくれれば、見つけるのは決して難むずかしくないはずだった。


　なぜなら、『先天性魔ま導どう異い常じよう』の能のう力りよく者しやには、明めい確かくな身体的特とく徴ちようがあるからだ。


　一目見て違い和わ感かんを受ける、水色の頭とう髪はつ──


　それが『先天性魔導異常』の証あかし。


　まあ、ピアとかいう奴が追っ手に気づかれないよう坊ぼう主ずになってりゃ話は別だが、


「でもピアとかいうの、女なんだろう？……なら、坊主はないだろぉ……」


　ゾーラは、歩きながらそんなことを呟つぶやいた。


　いや、でもさすがに、『先天性魔導異常』の特徴をそのままさらけだしてることはないか……少なくとも髪は染そめてるとか……


　となると、見つけるのはけっこうしんどいかもしれない。


「あーん？　でもじゃあ、『忌いみ破やぶり』たちを見つけた捜そう査さ員いんは、どうやって奴らを見つけたんだ？」


　やっぱ、髪の毛水色のまんまとか？


『忌いみ破やぶり』として四年間も逃にげきってきた奴らが、そこまで馬鹿とも思えないけどなぁ……


「ま、どちらにせよまずは、この商店街の宿をいくつか回って、聞き込こみするところから始……」


　が、ゾーラはそこで、思わず言葉を止めてしまった。


　突とつ如じよ、彼の視し界かいの先に、物もの凄すごい美少女が現あらわれたから。


「…………」


　それは、オープンカフェの一席だった。


　少女は優ゆう雅がな雰ふん囲い気きで、お茶の時間を楽しんでいる。


　整ととのった顔だちに、勝ち気そうな、それでいて愛らしい瞳ひとみ。


　歳のころは……おそらくゾーラと同じぐらいだろう。


　そして。


　なによりも一番目を引いたのは、彼女の髪だ。


　異様な色。


　普ふ通つうではありえない、水色の長い髪……


「………………見つけた」


　ゾーラは、小さく呟いた。


　間ま違ちがいない。


　目の前にいるのは、ピア・ヴァーリエ……『先天性魔導異常』の能力者だ。


　だが。


　だが、こんな奴は、見たことがなかった。


『先天性魔導異常』の特徴である水色の髪は、普通ならぱっと見ただけでも、違和感があって、気味悪さを感じるものなのだ。


　通常ではありえない色。


　普通の人間ではない証。


　なのに、彼女のは……


「…………綺き麗れいだ……」


　ゾーラは、うめくように呟く。


　捜査員が見つけられたわけだ。


　彼女は、あまりに目立ち過すぎる。


　現げんに、カフェにいる周囲の男どもは、彼女にちらちらと目線を送っている。


　彼女の美び貌ぼうは、まだ、たった十歳さいの少女にもかかわらず、すでに完成されていた。


　彼女が華きや奢しやな手で、そっとテーブルの上のティーカップを取る。それを綺麗な薄うす桃もも色の唇くちびるにあてる。お茶が美お味いしかったのか、ちょっと嬉うれしそうな顔になる。


　たったそれだけで、周囲の大人どもが小さくため息をつく。


　しなやかな動き。


　華はなのある仕草。


　それに、つい、見とれてしまう自分。


　馬鹿らしいことに、心しん臓ぞうの鼓こ動どうが、少しだけ速くなるのを感じて、


「…………んぁ、なんだ、こりゃ……」


　それにゾーラは、うめく。


　こんなことは、初めてだった。


　ただ、見ただけ。


　見ただけなのに、なんだ、この体の反はん応のうは……


　頭がぼーっとして、意い識しきに、雲がかかったようで……


「…………」


　とそこで。


　ゾーラは拳こぶしを振ふり上げ、自分の頭を、ゴンっと殴なぐった。


「……っておいおいおい、なに、ぼーっとしてんだよ俺は……アホか。色いろ香かに惑まどって命を落とした奴やつなんか……腐くさるほど見てきたろうが」


　そう。


　いつだって、冷静さを失った者から命を落とすのだ。


　彼は、鼓動を抑おさえ込むように、手で胸むねを押おさえつけた。


　そして顔をしかめ、言う。


「……ああ、クソ。美人だから、なんだよ。いままでだって、女ぐらい何人も殺してきただろうが……馬ば鹿からしい反応すんな！」


　言ってから、彼は小さく息を吸すった。


　そして、吐く。


　吸って、吐く。吸って、吐く。


　呼こ吸きゆうを続けていると、次し第だいに鼓動が緩ゆるやかになっていく。


　大だい丈じよう夫ぶ。


　体の反応は……訓練通りだ。


「……落ち着け」


　すると、落ち着いた。


「そして俺は、冷静に、任にん務むを遂すい行こうする」


　激しい鼓動は鳴りやみ、体の中から、感かん情じようが消える。


　無だ。


　鋭するどい、無。


　自分はなんの感情もない、鋭く研とぎ澄すましたナイフ。


　そのナイフを、ただ、あの女に突つき立てればいい。


　それで、任務は終わる。


　できるか？


「当然だ」


　自分で質しつ問もんして、自分で答える。


　大丈夫。なんの問題もない。


　あの少女の師し匠しようである、ジェルメ・クレイスロールよりも、自分は強いのだ。負けるはずがなかった。相手のレベルももう、だいたいわかった。


　だって、目の前にいる少女は、見るからに隙すきだらけなのだ。


　おまけにあの水色の髪かみを平然とさらしていることからも、彼女の危き機き管理能のう力りよくの低さはうかがえる。


　おそらく彼女の戦法は、その美貌を生かして、相手を油ゆ断だんさせるというものだろう。


　そうして彼女は、この四年間、生き残ってきた。


　だが、そんな戦い方は、


「俺おれには効きかない」


　やるなら、いまだ。


　相あい棒ぼうのペリア・ペルーラがいない、いま。


　目をぐるりとまわす。しかし、彼女の周囲には同年代の子こ供どもはいなかった。


『全結界』の能力者がいなければ、ただ魔ま力りよくが強いことしか能のない、『先天性魔ま導どう異い常じよう』の能力者など、敵てきじゃない。


　さあ、殺せ。


「おっけ～」


　ゾーラは、腰こしのナイフをそっと抜ぬく。


　そして、低く、低く身をかがめた。


　全身のバネを縮ちぢめ、力をためこむ。


　相手は自分より能力が低い……それがわかっていても、彼は決して、手を抜かない。


　そうして生き残ってきたのだ。


　ゆっくり、ゆっくり、全身に力をこめていく。


　彼の足なら、商店街の通りから、ピアの座すわっている席まで、八歩ほど。


　一いつ瞬しゆんだ。


　一瞬で、彼女の首は体から落ちるだろう。


　いままでと同じだ。


　彼女はこちらに、気づくこともできないはずだ。


　彼はぎゅううっと力をため終わると、


「バイバイ、かわい子ちゃん」


　刹せつ那な。


　体が、弾はじける。


　一歩。


　二歩。


　三歩。


　人波を縫ぬうよう、音もなく駆かける。


　彼女は当然気づかない。


　四歩。


　五歩。


　六歩。


　まだ、彼女は気づかない。


　やはり、雑ざ魚こだ。


　そして。


　七歩。


　八歩。


「……終わりだ」


　ゾーラは、ナイフを一いつ閃せんした。


　彼女はやはり、まったくこちらに気づかずに、お茶を飲んでいて……


　その首を、ナイフでえぐり、ゾーラは後方へと駆け抜ぬけた………………


　はずだった。


　しかし。


「ぐがぁあ!?」


　苦く悶もんの声を上げたのは……ゾーラのほうだった。


　ピアとすれ違ちがう瞬間、彼は見た。


　ナイフを持っていたはずの自分の腕うでの関節が、どういうわけかごきんっと外されてしまい、さらに、なにがどうなったのか、彼はぐるんっと引っ繰くり返されて、地面にたたきつけられる。


「っっっっっ!?」


　なにが起こったのか、まるでわからない。


　彼はすぐさま地面から起き上がり、前を見る。


　すると目の前には、首が落ちることもなく、相変わらず優ゆう雅がにお茶を飲んでいるピアが、ゆっくりとこちらを振ふり向いて、


「あらら、派は手でに転んじゃったみたいだけど、あなた大だい丈じよう夫ぶ？」


　小首をかしげ、優やさしく言ってくる。


　その言葉に、ゾーラは益ます々ます混こん乱らんした。


　な、なんだ？


　いまいったい、なにが起こった？


　攻こう撃げきしたのは、こっちだ。


　なのになぜ、こちらが地面にたたきつけられている？


　わけがわからない。


　この女は、なにもしていない。いや、ピアはこちらの動きに反はん応のうすらできていなかったはずだ。


　じゃあ、誰だれに攻撃された？


『全結界』の野や郎ろうか？


　クソ！　抜かった！


　敵てきはすでに、二人いるんだ。


　なのに、こっちはその、『全結界』の野郎の居い場ば所しよすら特定できてない。


　状じよう況きようは、かなりまずい。


　このままじゃ……このままじゃ、殺やられる!?


　ここは一いつ旦たん引くか？


　それとも、押おすか？


　迷まよいは一瞬。


　そして答えは、


「迷ったら、前へっ！」


　ゾーラは、右腕を左手でつかみ、関節を入れ直す。取り落としたナイフを拾い、凄すさまじい速さで再ふたたび、ピアのほうへと突つき出す。


　ピアの動きはたいしたことないのだ。彼女は、ゾーラの動きに、反応すらできないのだから。


　だから、殺すのはたやすい。


　そして一人殺せば、あとはどうにでもなる。


　ゾーラは、ナイフをぐいっとピアにねじ込こむ。


　案の定、ピアはゾーラの動きに反応できない。


「死ね」


　そしてナイフが、ピアの胸に突き刺さった!!


　そう思ったと同時に……


「んなっ!?」


　ゾーラは、信じられないものを見た。


　ピアが、にやりと笑ったのだ。


　整った顔に、小こ悪あく魔まのような微び笑しようが浮うかぶ。


　そして悪戯いたずらっぽく舌したをぺろっと出してから、突とつ如じよ……


　彼女の姿すがたが、視し界かいから消えた。


　と同時。


　後ろから何者かに首をつかまれる。


　そして、耳元でかわいらしい女の子の声が、


「あんた馬ば鹿かねぇ。迷ったら、一旦引くのが正せい解かいよ？　じゃないと、命が何なん個こあっても足りないんだから」


「くっ」


　とっさに、ゾーラは振り返る。


　しかしどういうわけか、後ろにも誰もいない。


「ど、どこだ!?」


　すると、


「こっちこっち」


　また、後ろから声。


　それにゾーラは、ナイフを構かまえて振り返ると……


　ピアはまた、何事もなかったかのようにテーブルでお茶を飲んでいた。


　そのまま彼女はにこっと笑い、


「ほらほら、そんなにイライラしてると、早死にしちゃうわよ？　少し落ち着いて、お茶でも飲みましょうよ。ここのお店、すごく美お味いしいんだから」


　それに、ゾーラはピアをにらみつける。


　もう、なにがなんだか、本当にわからなかった。


　どうしてこの女は、消えたり現あらわれたりする？　こちらの動きのほうが圧あつ倒とう的に速いはずなのに、なんでとらえられない？


　どんな仕し掛かけだ？


　もしかして、幻げん術じゆつかなにかをかけられたのか？


「……て、てめぇ、いったい俺になにしやがった……？」


　その問いに、彼女はなぜか、口に手をあてて、


「ぷぷぷっ」


　あからさまに馬鹿にした顔で笑いだして、


「な、なにがおかしい！」


　ゾーラは怒ど鳴なる。


　だが、彼女は楽しそうな顔のまま、


「だって、『俺になにしやがった』とか、おもしろいこと言うんだも～ん。なにしやがったって……あたし、別になんにもしてないわよ？　ただ、ナイフをよけただけ」


「噓うそつけ！　おまえに俺のナイフがよけられるはずない！」


　そう。


　そんなはず、なかった。


　たかが『先天性魔ま導どう異い常じよう』の能のう力りよく者しやに、『隠いん成せい師し』の中でも、天才と呼よばれたゾーラの動きに反はん応のうできるはず……


　が、ピアはまた、おかしそうに笑う。


「あは。あんた、おもしろ過すぎ！　そうだよね！　その鎧よろいからすると、あんた『隠成師』でしょう？　『隠成師』っていったら、天才の集まりだもんね～！　天才様の動きに、あたしなんかがついてけるはずないよね～！　きゃー怖こわい。殺されちゃうようおう～」


「ば、馬鹿にしてんのか！」


「あら、癇かんに障さわっちゃった？　じゃ、ほら、ナイフナイフ、ナイフで早くムカツク女を殺しちゃえ！」


「こ、こいつ……」


　と、ゾーラがナイフを掲かかげると、ピアはふざけた顔で、


「きゃーん[image: ]」


　なんて、かわいらしい悲鳴をあげながら、お茶を飲む。


　なんだ、この余よ裕ゆう。


「て、てめぇ、なめてると、マジで殺すぞ!?」


　その言葉に、ピアはまた笑って、


「やれば～？」


　それに、ゾーラはピアの首くび筋すじへとナイフを突つき込んだ。


　今度こそ、全力の全力の全力の全力だ。


　なのに。


　ピアは右手でお茶を飲みながら、左手であっさりゾーラの腕うでをつかむ。曲げる。関節を外す。さらに首をつかみ、片かた足あしで腹はらを蹴けり上げ、あっさりそれで彼の体は宙ちゆうに舞まい、そのまま地面にたたきつけられて……


「がはっ」


　ゾーラは、地面に倒たおれ伏ふした。


　その上から、声が降ふってくる。


「は～い、今回はちょっとゆっくり動いてあげたから、ちゃんとなにされたか、見えたんじゃない？　自称天才さん」


　それに。


　それにゾーラは、立ち上がれなかった。


「…………ば、馬鹿な」


　なんだ、この力の差は……


「ありえない」


　だが彼女は笑って、


「ありえるんだもんね～、これが」


「ふ、ふざけるなよ……お、俺おれは……おまえらの師し匠しようのジェルメよりも強……」


　が、そう言いかけた瞬しゆん間かん。


　突とつ然ぜん、顔面を蹴り飛ばされた。


「ぐぁ」


　意い識しきが、飛ぶ。


　だがさらに蹴りがとんできて……よけないと、死……


「……がぁ……」


　よけられない。


　そのまま頭を蹴り飛ばされて、吹っ飛ぶ。


　そこで、やっと気づいた。


　いま、初めて、ピアの殺気に触ふれた。


　それは、ゾーラがいまだかつて経けい験けんしたことのないほど強大な殺気で……


　こ、殺される。


　どうにもならない。


　に、逃にげないと……


「……あう、あ……」


　しかし、体が動かない。脳のうを揺ゆらされてしまって、体の自由が利きかない。


　そんな間にも、ピアがゆっくりと歩いてきて。彼女の手には、いつの間にやらフォークが握にぎられている。


　そしてそのフォークを、ゾーラの目のすぐそばにぴたっと添そえると、


「ちょっといまから、大切な質しつ問もんをしま～す。正直に答えないと、眼がん球きゆうにフォークがぷす～っといっちゃうから、そのつもりでぇ……」


「…………」


「返事はっ！」


　そして、フォークが少し、近づく。


　それにゾーラは慌あわてて、


「は、はい!?」


　するとピアは満足げにうなずく。


「よろしい。では質問です。いまあんた、自分はジェルメより強いって言ったけど、そりゃどういう根こん拠きよなわけ？　まさか、ジェルメを殺したりは……」


　その質問で、ピアが急変した理由がわかった。


　彼女は、ジェルメを殺されたと思ったのだ。そしてきっと、ゾーラが殺したと答えれば、フォークは眼球に突き立てられるだろう。


　それは絶ぜつ対たいに防ふせがなければならない。


　だからゾーラは、


「こ、殺してない」


　と、答えた。


　なのに、フォークが目玉に近づいてきて、


「って、ほんと！　ほんとだって!!」


　しかし彼女は疑うたがわしげに、


「ほんとにぃ～？」


「ほんと！　まじで！」




[image: ]


　すると彼女はゾーラの首くび筋すじに指をあて、


「……う～ん。でもあんた、心しん拍ぱく数すうはすごい乱みだれてるわよ？　やっぱ噓うそついてんじゃないの？」


　言って、さらにフォークが目玉に……


「って、ふぉ、フォーク目玉に突つきつけられて、脈が安定するわけないだろうが！」


「あら、大の男で、それも天才集しゆう団だんの『隠いん成せい師し』様ともあろうものが、そんなことでうわうわしちゃうの？　ダッサ～い」


「……あう」


「あ、いまの、『ダッサ～い』の部分で、また心拍数上がった……あんた、プライドだけは無む駄だに高いわね。ま、凡ぼん人じんに限かぎってプライド高いっていうしねぇ」


「……こ、この、女アマ……って、フォーク、フォークが刺ささるって！」


「はいはい、子こ供どもじゃないんだから眼球にフォーク刺されるぐらいで騒さわがない」


「お、おまえなに言っちゃってんのおおおおおおおおおおおおお!?」


　本気だった。


　この女は、完全に本気だった。


　本気で、フォークを刺す気だ。


　どうする。


　どうしたらこの状じよう況きようを、打開できる!?


　そんなことを考えてる間にも、フォークはもう、眼球に触ふれようとしていて、


「あ、あ、あ、あの！　しょ、正直に全部話すので、ちょ、フォーク止めてもらえませんか？」


　が、フォークは止まらない。


　ピアは切せつ迫ぱくした表ひよう情じようで、


「いやぁああん、何者かの超ちよう能のう力りよくとかなんかそういうやつのせいで、手が止まらないぃいん[image: ]」


「ふざけんなぁあああああっって、いや、ま、待ってまじで！　あ、あのね、ジェルメはほんと、俺、殺してないから！　いまもローランドで生きてるし、おまえとあと、『全結界』の野や郎ろうを殺したら、次のターゲットとして名前があがってるけど……で、ほら、軍が俺に、ジェルメ殺せって命じたってことは、ジェルメより俺のが強いって国が判はん断だんしたってことじゃないかなーって思ったのが、俺がジェルメより強いって言った根こん拠きよなんだけど……」


　だが、まだフォークは止まらない。


「えええええ、まだ？　まだなにか話すの？　あ、それともジェルメよりも俺のが強いって言ったのが癇かんに障さわったとか？　えーと、じゃあ、あの、俺の勘かん違ちがいでした！　俺のが弱いですとか、そういうのじゃ、だめ？　ね？　って、触さわった！　いま目玉に触っ……」


　が、そこで、やっとフォークは止まった。


　そのままピアは立ち上がって、にこっと笑う。


「おっけ～。あんたの話、信じたげる」


　さっきと同じ、かわいらしい顔。


　それにゾーラはまた、見とれてしまう。


　たちまち鼓こ動どうが速くなって……


　胸むねが痛いたくなって……


　それにゾーラは、当とう惑わくする。


　なんだ、この反はん応のうは……


　恐きよう怖ふか？


　この女に、恐怖してるのか？


　もう、なにもかも、わけがわからなかった。


　するとそこで、ピアはふむふむと一人うなずきながら、


「なるほどねぇ……あたしたち殺したあとに、ジェルメかぁ……ふむむ。となると、ライナにも刺し客かくが放たれてるかな……ったく、ローランドも、相変わらずねぇ。でもまあ、ジェルメには、あのしかめっ面つらの愛あい想そなしなし男がついてるから大だい丈じよう夫ぶとして……う～ん。一度、ローランド帰ったほうがいいのかなぁ。でもやらなきゃいけないことも山積みだし……とりあえずペリアと相談しなきゃ」


　腕うで組ぐみして、一人物思いにふけり始める。


　だが、ゾーラは動けなかった。


　逃にげようとすれば、殺されるかもしれない。


　動けば、殺されるかもしれない。


　それはもう、完全に理り解かいしていた。


　目の前のこの少女は、自分とはまるで次元が違ちがう場所にいるのだ。


　まったく、どうして自分のことを、天才などと思っていたのだろう。


　本当の天才。


　本物の化物ばけものは、いま、目の前にいる……


　ゾーラは、目の前にいる、美少女を見つめた。


　すると彼女はその視し線せんに気づいたのか、顔を上げて、


「……あ！　な～によその目!!　あんたあんまりにもあたしが超ちようスーパー天才美少女だから、怖こわくなってきて、こいつ化物だーだの、悪あく魔まだーだのとか、思ってんでしょ？」


「……あう」


　ゾーラは、思わずうめいた。もう、心の中まで見み透すかされているようだった。


　するとそれに、


「あらららら、図星だったぁ？　んもう、凡ぼん人じんたちが考えることなんか、このピア様はみーんなお見通しなんだからね～だ」


　そう言って、ピアはけらけらと明るく笑う。


「…………」


　凡人……


　それは、初めて言われた言葉だった。


　ずっと、天才だと言われてきたのに。


　おまえは選ばれた者だと。


　他ほかの人間とは違う。


　普ふ通つうの人間とは違う。


　そう言われて、育ってきたのに。


　もう、ローランド最高の暗殺者の座ざが、すぐ目の前だったはずなのに……


　なのに、なんだ、この女との力の差は……


　いったい、なにが起こってるんだ……


　ゾーラはもう、わけがわからなくなってしまっていた。


　あの有名な、ビオ・メンテと一戦交えたときでさえ、これほど圧あつ倒とう的な力の差は感じなかった。


　いやむしろ、自分のほうが、少し上かなと思えたほどだった。


　だが、この女は、そんな次元にいない。


　これが……本当の天才……


　じゃあ。


「…………じゃあ俺は…………なんのために、存そん在ざいしている……？」


　ゾーラは、震ふるえる声こわ音ねで言った。


　力がなければ、殺される……


　それは、彼が一番よく知っていることだ。


　力がない奴やつに、生きる資し格かくはない……


　それは彼が、一番よく知っていることなのだ。


　だから親は殺された。


　だから仲間たちは殺された。


　そして今度は。


　今度は、俺の番だ……


「…………」


　ゾーラは、覚かく悟ごを決めた。


　するとそこで、無言のままの彼を、ピアがちょっと困こまったような顔で見つめて、


「……って、ありゃりゃ、もしかしてちょっと、傷きずついちゃった？」


「…………」


「……おーい？　大だい丈じよう夫ぶか～？」


　と、目の前でひらひらと彼女が手を振ふってくる。


　だがそれを無視して、ゾーラは言った。


　小さく、一言。


「………………殺せ」


「へ？」


「…………殺せ。俺にはもう、生きている価か値ちがなくなった。だから殺せ」


　言って、ゾーラはピアを見つめる。


　すると彼女はやはり、かわいくて。


　綺き麗れいな、水色の髪かみ。


　勝ち気な大きい瞳ひとみ。


　見るだけでまた、鼓こ動どうが少し、速くなる。


　彼女に殺されるなら、それもいいかもしれないと、そんな気持ちになってくる。


　こんなに綺麗で、そして、信じられないほど強い奴に殺されるのなら、それは、恥はずかしいことじゃないかもしれないって思えて……


「さあ、さっさと殺やれ」


　ゾーラは、そう言った。


　だがそれに、目の前の綺麗な顔が、みるみる歪ゆがむ。


　そして、


「う～わ～、なんか、う～わ～……もう、そういうダッサい発言やめてくれる～？」


　突とつ然ぜん、そんなことを言われた。


「え……だ、ダッサい？」


　それにゾーラは思わず、うろたえた。


　だ、ダサいのか？


「あの、え？　え？　い、いまの展てん開かいは、どちらかというと、シリアスでかっこいい感じなつもりだったんだけど……？」


　だがそれに、ピアは益ます々ますこちらを馬ば鹿かにしたような顔で、


「うわ、出た。よくいるのよねぇ～、こういう勘かん違ちがいしてる男……だからあんたは凡ぼん人じんだっていうのよ」


　その言葉に、


「……あうう」


　ゾーラはまた、ショックを受ける。


　また、凡人って言われた!?


　それも今度は、よくいる凡人って!?


　だが、ピアの言葉は続く。


「もう、なんなの？　男たちの脳のうみそじゃ、負けたら潔いさぎよく死にます！　それが男のロマンです！　とか、ダサダサなことしか考えられないの？」


「だ、ダサダサ……」


　本当に、こんなふうに言われたのは、初めてだった。


　天才じゃなくて凡人。


　かっこよくなくて、ダサダサ……


　ああ、なんかもう、あまりのショックに、頭がぐるぐるして、なにも考えられなくなってくる。


　しかし、ピアは止まらない。


「ああもう臭くさい！　男臭い！　やっぱだめだわぁ。劣れつ等とう種の考え方は理り解かい不ふ能のうだわ！」


「れ、劣等種……ですか？」


「あら、あんたそ～んなことも知らないの？」


「す、すみません」


「ああもう、こりゃ先が思いやられるわねぇ。じゃあ、あたしがちゃんと教育してあげるから、ちゃんと話きくのよ？」


「は、はい」


「あのねぇ、あんたら男はみんな、劣等種なのよ。で、男たちはみんな、優ゆう良りよう種である女性のために命がけでご奉ほう仕しするためだけに存そん在ざいしてるの」


「そ、そうなんですか？」


「あたりまえじゃないの！　他ほかになんで無能な男どもが生きてる必要があるのよ」


　その質しつ問もんに、ゾーラはぐるぐるふわふわしている脳みそを、なんとか回転させて、答える。


「……えと、あの……俺おれはその、天才だから、ローランドのために尽つくすことが、存在意い義ぎだと……」


　が、すぐにピアがそれを遮さえぎって、


「はい、それ噓うそだから！　たいていの『隠いん成せい師し』は、そうやって洗せん脳のうされてんのよねぇ。おまえは選ばれし者だ～とか、言われちゃってるでしょ、あんた？」


「あ、あ、うん。言われた」


「天才だとかおだてられて、その気になっちゃってたでしょ？」


「う、うん」


「でも、それは洗脳です。ローランドお得意の、洗脳。心当たり、ない？」


「…………言われてみれば……」


　言われてみれば、心当たり、ありまくりだった。


　天才。


　選ばれた者。


　だからおまえは、ローランドに尽くせ。


　そう言われ続けた。


　だから自分も、ローランド最高の暗殺者を目指したのだ。


　だが、ピアが、


「でも真実は、違ちがう！　男たちの本当の使命は、命をかけて、優良種である女性様にご奉仕することなのです！　なのに男たちは脳みそ少ないから、すぐにそれ忘わすれて『俺は生きてる価か値ちないんだ～』とか言い出すから、困こまるのよねぇ。ってああもう、グチグチ思い悩なやんでるあんた見てたら、ローランドに残った誰だれかさんを思い出して、むかついてきたじゃないの！」


　なんて、いきなり怒ど鳴なりつけてきて、ゾーラはびくんっと震ふるえた。


　そしてなぜか反はん射しや的にまた、


「す、すみません」


　なんて、謝あやまっていて。


　するとピアは満足げにうなずき、


「うむ！　反省してるのなら、よろしい！」


　手をこちらに伸のばして、頭を、ぽんぽんっとなでてくる。


　それが、どういうわけかすごく嬉うれしくて。


　自分より背せの低い女の子に褒ほめられたのが、なぜか妙みように嬉しくて。


　もっと。


　もっと褒められたいって……


「……………………」


　って、あれ？


　あれれぇ？


　なんだこれ。


　俺、どうしたんだろ……


　が、そこでピアが周囲を見回し、


「ああもう、せっかくお茶おかわりしようと思ったのに、あんたが暴あばれるから、お客も店員も全員逃にげちゃったじゃないのよ」


　不ふ機き嫌げんな顔。


　それにまた、


「ご、ごめんなさい！」


　反射的に、謝ってしまう。


　それからなぜか、


「お、俺がお茶をいれてきましょうか？」


「あら、案外気がきくじゃない。じゃ、頼たのもうかしら」


　そしてまた、あの顔。


　すごく綺き麗れいで、すごくかわいくて、楽しそうな顔。


　その、彼女が楽しそうな顔を見ると、すごく充じゆう実じつした気分になって……


「って、これ……俺、逆ぎやくに洗脳され始めて……」


「ああもう、喉のど渇かわいたなぁ」


「あ、はい！　ただいま！」


　そしてゾーラは、慌ててカフェの奥おくへと入っていく。


　必死にお茶の葉を探さがして、お湯をわかして、ティーカップとスプーンを探して。


　お湯をポットに注つごうとしたところで、


「熱あちぃ！」


　手がすべって、お湯が手にかかる。


　瞬しゆん間かん。


　ゾーラは、


「…………………………って俺はなにやってんだぁああああああああああ！」


　目の前のティーセットを引っ繰くり返した。


　そして、振ふり返る。


　相変わらず優ゆう雅がに椅い子すに座すわって、ゾーラがお茶をいれてくるのを待っている、ピアの姿すがたを、見る。


　彼女はこちらを見て、優やさしく笑って、手を振ってくれる。


　それだけで、もう、頭がくらくらしてしまって。心しん臓ぞうが、どくんっと跳はねる音が聞こえて。


「……や、やべぇ……これはまじで、やべぇ……」


　ゾーラは、うめいた。


　そこで。


　彼は、気づいてしまったのだ。


　こ、こ、こ、恋こいだ、これは！


　ま、まさかとは思っていたが、これは間違いなく、恋だ！


　ゾーラは心臓がばくばくしてもう、痛いたくなってきている胸むねを押おさえつけて、


「……あうう……こ、こいつかぁ……こいつが噂うわさの、恋ってやつか……で、これでみんな命を落とすと……」


　馬ば鹿からしい。


　ずっと、そう思っていた。


　女の色いろ香かに惑まどわされて、命を落とすなんて、馬鹿らしいって……


　こんなもんで命を落として、どうなるって思っていたのに……


　とそこで、ピアのほうを見る。


　瞬間、心臓がまた、ずきんっと痛んで、


「…………はうっ!?」


　ゾーラは、うめいた。


　もう、ふざけんなって叫びたくなるほど、ピアはかわいくて……


　はっきり言って、彼女の見た目は、１２０％好みど真ん中なのだ！


　見た目からして、心臓が爆ばく発はつしそうだったのだ！


　なのに、声はかわいいし、動きはしなやかだし、もう、嫉しつ妬とを通り越こして尊そん敬けいしてしまうほど強いし、おまけにこっちは殺そうとしたのに優しくしてくれるし、いろいろ、ゾーラが考えてもみなかったことに気づかせてくれるし……


「……こ、こんな相手を俺に、どうしろっていうんだ……？」


　やばい。


　やばすぎる。


「……ううう……」


　やっぱ、ここは一いつ旦たん引こう。


　ピアが言った通りだった。


　迷まよったら、引く。じゃないと、命がいくつあっても足りない。


　このままじゃ、このままじゃずるずると一生ピアに尽つくして、過すごしてしまいそうだ。


　だが、それは男としてどうなのよ？


　ここはやはり、一回逃にげ……


　が、そこで。


「まだ～？」


　かわいい声！


「た、ただいま！」


　ってただいまじゃねぇええええええええええええええええええええ！


　ゾーラは、厨ちゆう房ぼうの陰かげで独ひとり、頭を抱かかえて座り込こんだ。


　ううううううどうする？　どうするどうするどうする？　このまま、彼女と二人で愛の逃とう避ひ行こうってのも、いいんじゃないのか？


　そりゃ、ローランドの刺し客かくはいままで以上にくるかもしれないが……


　二人なら……いや、ピアならきっと、あっさり撃げき退たいしてくれるだろう。


　ピアならきっと……


「…………」


　と、そこで、愛の逃避行を続けるゾーラとピアの前に、ローランドの刺客が現あらわれる映えい像ぞうが、頭に浮うかぶ。


　とんでもなく強い刺客。


　ゾーラは殺されかけるが、しかし、ピアはあっさり刺客を撃退。


　そしてピアは、ゾーラを見て、一言。


「かっこ悪」


　とか言われたら生きていけねぇえええええええええええええええええええええ！


　だ、だめだ。


　やっぱ、いまのままじゃ、だめだ。


　つ、強くならなきゃ。


　ピアを守れるくらい、強くなって、


『ゾーラ強～い！　大好き！　ちゅ[image: ]』


「これだ！」


　ゾーラは、立ち上がった。


　もう、覚かく悟ごは決まっていた。


　それは愛のため、ローランドを裏うら切ぎる覚悟。


　強くなって、ピアと一いつ緒しよに逃避行へ旅立つ覚悟！


　ゾーラは立ち上がった。


　そして、愛いとしのピアのほうを、見る。


　が、そこで。


「…………」


　ゾーラは、厨房の向こう。


　ピアが座すわっているテーブルのところに、信じられない光景が展てん開かいされているのを、見た。


　見知らぬ少年が、ピアに話しかけているのだ。


　ナンパそうな、肩かたまで伸のびた柔やわらかい金きん髪ぱつ。


　気き障ざったらしく目を閉とじたままのすました顔。


　年のころはやはり、ゾーラと同じぐらいなのだが、背せはゾーラよりも高い。


　そして、子こ供どもらしくない、達たつ観かんしたような妙みように落ち着いた雰ふん囲い気きの少年だった。


　そんな少年が、ピアに親しげに声をかけているのだ。


　少年がなにか言う。


　するとピアは楽しそうに笑う。


　少年がなにか言う。


　するとまた、ピアが楽しそうに笑う！


　それも！


　それもそれも！


　ゾーラと話してるときよりも、彼女は何倍も楽しそうに笑っていて!?


「っておいおいお─────いっ!?　はぁああ？　な、なんなんだよあの野や郎ろうは！　お、俺おれのピアに、いったいなにしてやがる！」


　だが、少年はまたなにか言って、ピアが今度は……


　その少年を、優やさしく見つめ始めて……


「……………………殺す」


　抹まつ殺さつ決定。


　もう、我が慢まんの限げん界かいだった。


　ゾーラはブーツの内側についていた鞘さやから、ナイフを引き抜ぬく。


　そして、


「人の恋こい路じを邪じや魔まする奴やつぁ、ぶっ殺してやらぁ！」


　言いながら、低く、低く身をかがめた。


　全身のバネを縮ちぢめ、力をためこむ。


　彼の足なら、厨房から少年のいる場所まで、二歩ほど。


　刹せつ那なだ。


　刹那で、あのムカツクナンパ野郎の首は体から落ちた上、その頭を二十回蹴け飛とばして空の彼方かなたへ飛んでいくのを見たピアが、


『ありがとうゾーラ！　あたし嫌いやな奴にナンパされて困こまってたの！　大好き[image: ]　ちゅ[image: ]』


「えへへ、それほどでも……」


　ゾーラは、想そう像ぞうの中のピアにキスされて、思わず照れた。


　それから目の前の馬ば鹿かガキをにらみつける。


　ピアと楽しそうに会話している馬鹿ガキ。


「ふ、ふふふ、笑ってられるのも、いまのうちだ。すぐに……」


　ゾーラは全身の力をため終わると、


「殺したらぁ！」


　瞬しゆん間かん。


　彼は殺気を解かい放ほうした。


　体が、弾はじける。


　一歩。


　そこで馬鹿ガキは、こちらに背を向ける。


　所しよ詮せん、馬鹿だ。完全にゾーラには気づいてない。


　二歩。


　そのときには、ゾーラのナイフが馬鹿ガキの首くび筋すじにサクっと突つき刺ささって……


　突き刺さって……


　が、しかし。


　馬鹿ガキはまるで、背中に目でもついているんじゃないかというほど的てき確かくに、首だけをずらしてナイフをよける。


「んなっ!?」


　と、ゾーラが驚きよう愕がくの声を上げたときにはもう、遅おそかった。


　馬鹿ガキは体をくるんっと回し、ひどくゆっくりとした蹴りを、ゾーラの顔面へと……


「ほい」


「ぎゃ」


　それで、終わりだった。


　ゾーラは、吹ふっ飛ぶ。そして、無ぶ様ざまに地面をごろごろ転がる。


　ピアの目の前で、他ほかの男にあっさりやられて……!?


　それに馬鹿ガキが、


「誰だれ？」


　ピアにきく。


　するとピアはにっこり笑って、


「さっき会ったばかりの、おもしろ君」


　彼女は、そう言った……


　おもしろ君……


　おもしろ……


「………………」


　馬鹿ガキは、こちらを馬鹿にしているのか、相変わらずこちらを見ないまま、


「ふ～ん。鎧よろいからすると、『隠いん成せい師し』かな？」


　それに、ゾーラは驚おどろく。


「な、なんでこっち見てないのに、俺の戦せん闘とう服ふくのこと……」


　が、そこで、はたと気づいた。


　そうだ。なんかピアのことで頭がいっぱいで忘わすれていたが、ピアと一いつ緒しよにローランドを抜けた男は、『全結界』の能のう力りよく者しやだったのだ。


　見ないでも、周囲のすべてを感知することができる能力……


「……おまえが……ペリア・ペルーラか」


　ゾーラは、ペリアをにらみつけた。


　すると彼はこちらを向いて、


「うん。そうだよ。で、君は？」


「はっ。馬鹿かてめぇは。自分の名前をあっさり名乗る暗殺者がどこに……」


　が、そこでピアが、


「そういえば名前聞いてなかったね。あんた、名前なんていうの？」


「ゾーラです！　ゾーラ・ロム！　ゾーラって呼よんでください！」


　するとペリアが微笑ほほえんで、


「じゃあゾーラ」


「俺の名前を気安く呼ぶんじゃねぇええええ！」


「えええ!?　だ、だっていま、ゾーラって呼んでくれって君が……」


「てめぇじゃねぇよ！　ピア！　ピアにそう呼んで欲ほしいの！」


「…………」


　するとその、ゾーラの殺気におそれおののいたのか、ペリアは沈ちん黙もくした。


　そしてそのまま一度、彼はピアのほうを向くと、


「……なるほどね。確たしかにおもしろ君だ」


「ぶ、ぶっ殺ぉおおおおおおおおおおす！」


　ゾーラは立ち上がり、懐ふところのナイフを抜いて、投げた。


　今度こそ、殺やった。


　この距きよ離りで、よけられるはずがない。


　よけられたら……それこそ化物ばけものだ。


　ナイフは、一直線にペリアの胸むねへ、刺さった！


　と、思ったと同時。


　ペリアはあっさりそのナイフを、見もしないでひょいっと指でつかむ。


　そして、


「返すよ」


　言って、ひゅっと投げ返してくる。


　凄すさまじく速い。


　それはもう、まるで、反はん応のうできないほどの速さ。


　うそ。


　やば……


　死……


　が、思考はそこまで。


　サクっという音がして、ナイフは、刺ささった。


　ゾーラの、ブーツの内側の隠かくれるようについている、鞘さやの部分に……サクっと綺き麗れいに刺さっていた。


　それに。


「…………うぐ」


　ゾーラは、震ふるえた。


　ピアのときに感じた絶ぜつ望ぼうと、同じものがまた、そこにはあった。


　あきらかに、ペリアの実力も、ゾーラより遥はるか上だった。


　化物……


　ゾーラとはまるで次元の違ちがう、化物。


「…………」


　って、もう、さっきから、なんなんだよ……


　これ、どういうこと？


　それじゃ、俺の立場は、どうなっちゃうのよ……？


　と、また、頭がぐるぐるし始めて、わけがわからなくなるゾーラをよそに、ペリアが言ってくる。


「じゃ、僕ぼくらは手配した馬車の時間がもうすぐなんでいかなきゃいけないんだけど……いっていいかな？」


　するとそれに横にいたピアが、


「あ、手配できた？　んもう、ペリアったら、馬車の手配に手間取り過すぎなのよ。まったく、こんな美少女を何時間待たせる気？」


「え、何時間って……五十分くらいしか待たせてないんだけど……それに、ピアが貴き族ぞくご用達ようたしの高級馬車じゃなきゃ嫌いやだって言うから、手間取ったんだよ？」


「あ、あ、なに？　ペリアのくせに、あたしに意見する気？」


「…………いや、あの、そんなつもりじゃないんだけど……」


「じゃ、どんなつもりよ？」


「え？　あ～、うんと～、はぁ。ごめんなさい」


「うむ！　わかればよろしい！　頭なでてあげる」


「えええー!?　いいよ別に。ピア、すぐ僕の髪かみの毛ぐしゃぐしゃにするし」


「ふふふ、あんたがガキのくせに、無む駄だに髪の毛セットしたりしてるからよ。さ、頭出して」


　と、ピアが立ち上がる。


　それにペリアが逃にげるように、


「嫌だって！」


　するとピアはまた、例の小こ悪あく魔まのような楽しげな笑えみを浮うかべ、


「ふっふっふ、この超ちよう天才ピア・ヴァーリエ様から逃げられると思ったら、大間違いよ！」


「ってもういいから！　ほらピア、馬車の時間、過ぎちゃうって！　次の国にいくんだろう？」


　なんて会話。


　そして二人は、すごく仲よさそうに、きゃっきゃと目の前を騒さわぎ回りながら、去っていく。


　それを、


「……………………」


　ゾーラは、呆ぼう然ぜんと見つめていた。


　目の前の、光こう景けい。


　それはもう、完全に、恋こい人びと同士のようにしか見えなくて……


　ピアと、ペリアは、あきらかに、恋人のようにしか見えなくて。


「………………じゃあ、俺の気持ちは？」


　ゾーラがぽつりと、そんなことを言ってる間にも、二人はどんどん遠く離はなれていく。


　それに彼は、


「あ、あの、ちょっと待って！」


　叫さけんだ。


　その声に、二人は振ふり返る。


　ピアが小首をかしげ、


「どしたの？」


　また、かわいい声と仕草。


　そしてその隣となりには、ペリアがいる。


　その二人の姿すがたに──


「……あう」


　ゾーラはなぜか、泣きそうになった。


　届とどかない……


　自分は弱くて……まだガキで……ピアの隣に立てるだけの実力は、まだなかった。


　彼女を守ることは、できない。


　彼女が欲ほしいのに、手に入らない。


　そう思うと……もう、涙なみだが溢あふれてきた。


　それにペリアが驚おどろいて、


「え、ええええ～、彼、な、なんで泣いてるの？　だ、大だい丈じよう夫ぶかい？」


「う、うるせぇ、てめぇに心配される筋すじ合あいねぇんだよ！」


「いや、そりゃそうかもだけど……あの、もしかして僕が蹴けったところが痛いたむんじゃ……い、一いち応おう手て加か減げんはしたつもりだったん……」


「うるせぇって言ってんだろ!?」


「でもほら、もう、日も暮くれるしさ……一人で帰れないなら、どこかの宿まで送……」


「……き、貴き様さま……どこまで俺おれに恥はじを……」


　が、そこで突とつ然ぜん、ピアが小さくため息をついて、言った。


「ああもう、ペ～リア」


「え？　なに？」


「あんた、ちょっと黙だまりなさい」


「へ？」


　わからないという顔をするペリアに、ピアが唇くちびるに指を一本あてて、しーっと言う。


「いいから。っていうか、なんで男ってみんな、こんな鈍にぶいかなぁもぉ……ま、いいや。ちょっと先いっててよ」


「え？　ピアは？」


「すぐいくから」


「でも……」


「あんた、あたしの言うこときけないの!?」


　と、ピアがまた、ペリアの頭をなでようとして、


「ああ、ああ、わかった！　わかりました！　じゃ、先いって待ってるよ？」


「うん」


「時間ないんだから、ちゃんとくるんだよ？」


「わかってるって」


「じゃ、僕さきいくね」


「早くいきなさいって」


　ピアが、ペリアをしっしと手で追いやる。


　それでやっと、邪じや魔ま者ものはいなくなった。


　それから彼女は、涙を流し続けているこちらを見つめ、仕方ないなぁとばかりに、小さく笑った。


「……んもう、男の子なんだからそんな泣かないの。大丈夫。そんな自信をなくさなくても、あんた充分強いわよ。凡ぼん人じんの中じゃ、天才のほうなんじゃない？　きっと、ジェルメよりも強い。それって、たいしたもんよ？」


　まるで、駄だ々だをこねる子供をあやすような優しい言葉。


　だが、ゾーラが欲しいのは、そんな言葉じゃない。


　そんなのは。


「そんな、中ちゆう途と半はん端ぱな強さは……なんの意味もないよ……」


　それに彼女はまた、微笑ほほえんだ。


「ペリアに、勝てないから？」


「…………」


「……それとも、あたしを守れないから？」


「…………」


　どっちもだ。


　どっちも。


　いまのままじゃ、もう、彼女には届とどかない……


　すると、ピアは悪戯いたずらっぽく笑って、


「ああもう、やっぱモテる女は、大変よねぇ～。歩くだけで男どもを不幸にしちゃうんだもんねぇ～」


　おどけた口調で言う。


　それにゾーラは、


「………………俺にも……俺にもチャンスはないのかな？」


　きいた。


　それに彼女はまた笑う。


「さぁ？」


「……あの、さっきの男のことが……好きなのか？」


　それにも彼女は、笑う。


「さ～て、どうかなぁ？　ペリアはあたしのこと好きみたいだけど……でもあいつまだ、全然頼たよりないしねぇ～」


「じゃ、じゃあ……お、俺が強くなるまで……」


「あは。待ってて欲しい？」


　彼女がそう言った。


　それにゾーラは、


「う、うん！　お、俺、がんばるから！　ピアを守れるような男になれるよう、がんばるから……だから、少しだけ、待っててくれないか!?」


　そう叫さけんだ。


　するとピアはまた、優しく笑う。


　本当に綺き麗れいに笑う子だと、ゾーラは思った。まるで、その笑顔に、吸すい込まれてしまいそうだ。


　だが、その笑顔は、すぐに消えてしまう。


　また、小こ悪あく魔まのような、悪戯っぽい表ひよう情じよう。


　彼女はべーっと舌したを出して、


「だぁめ～。あんたのことなんか、待たないよ～ん。あたし、待たされるの大っ嫌きらいだもん」


　そしてくるんっとこちらに、背せを向けてしまう。


　もう、届かない背中。


　それを見て、ゾーラはまた泣きたくなった。


　だが、そこで。


　ピアが振ふり返る。


　そして、


「……だから……強くなるなら急いでね。あたしより強くなって、あたしにゾッコンの男たちをなぎ倒たおして、奪うばい取ってみてよ、ね？」


「そ、それって……」


　が、彼女は通りの向こう側の壁かべを指差し、


「でもまあ、あたしくらいの美少女になると、ライバル多いから大変よ～。いまだってそこで、ペリアが聞き耳立ててイライラしてるしねぇ～」


　すると、ピアが指差していた壁からペリアが顔出して、


「え、い、いつから気づいてたの!?」


　それにピアが笑う。


「あんたがいく前から」


「よ、予知!?」


「ば～か。あんたの行動くらい、いつだってお見通しだっての。さ、いきましょ。さ～て、次はどこの国の情じよう勢せいを調べようかな～」


　そして、彼女は今度こそ、去っていってしまう。


　どんどんと遠くなる背中。


　それを見つめながら、ゾーラは叫んだ。


「お、俺、がんばるよ！」


　すると彼女は振り返らないままひらひら手を振って、


「は～い。せいぜい死なないようにね～」


　続いてなぜかペリアも、


「ぼ、僕もがんばるよ！」


「あんたはあたしに尽つくしてりゃいいの」


「え～!?」


　そこまでだった。


　そこまでで、二人の姿すがたは、消えてしまった。


　その場に、ゾーラは独ひとり、取り残される。


　ナイフを振り回して散々騒さわいだせいか、周囲にはもう、誰だれもいない。


　まあ、こんだけ派は手でに騒げば、そのうちヴェイオール聖せい国こく警けい備び兵やら、軍隊やらが出てくる可か能のう性せいもあるが……


　しかし。


　ゾーラは、その場から動かなかった。


　ただ、じっとなにかを考えるような表情で、


「…………」


　彼はずっと、ピアが消えたほうを、見つめ続けていた……





　　　　◆





　そして、すべては変わったのだった。


　胸むねがドキドキして、なんだかよくわからないうちに世界がぐるりと回転し、昨日までとは、景け色しきがまるで変わってしまった。


　まるで、夢ゆめかなにかを見ているかのようだった。


　だが、それは現げん実じつで。


　もう二度と、元には戻もどれない。


　同じ景色、同じ世界、同じ夢、同じ絶ぜつ望ぼう……


　すべてが同じはずなのに、昨日とはまるで、違ちがう顔を見せていた。


　だからもう二度と、元には戻れない。


　なぜなら彼は……





　　　　◆





　そしてまた彼は、いつもと同じ風景を見つめる。


　暗く澱よどんだ空気。


　絶望が溢あふれる国。


　ローランドに戻ったゾーラは、自分が住んでいる邸てい宅たくを見上げていた。


「…………」


　ゾーラが帰き還かんすると、二人の部下が、報ほう告こくにきた。


「ビオ・メンテは、死にました」


　それに。


　ゾーラは部下のほうを見ないまま、きいた。


「…………殺されたのか？」


「はい」


「誰に？　ライナ・リュートか？」


　が、部下は首を振ふる。


　それだけで、もう、ビオが誰に殺されたのかは、わかった。


　思った通りの結果。


　予想通りの報告。


　だからもう、それ以上はきかない。


「ごくろうだった。休め」


「はっ」


　そして、部下は消える。


　ゾーラはそれに、小さくため息をつく。


　ビオが殺された。


　ローランド最高の暗殺者と呼よばれたビオ・メンテを、この国は、あっさりと切り捨すてたのだ。


　そしてそれは、当然のことだった。


「……所しよ詮せん……いくら天才って言われたって、俺たちは捨てゴマだしな……」


　いらなくなれば、殺される。


　力がなければ、殺される。


　言うことをきかなければ、殺される。


　だから殺されないために、ゾーラは必死に努力してきたのだ。


　そして、いまの地位を手に入れた。


　天才と呼ばれ、『隠いん成せい師し』に入り、こんな豪ごう邸ていをあてがわれて、贅ぜい沢たくな生活をしている。


　ローランドの、歯車として。


「……ふ、ふふ」


　彼は、目の前の自分の邸宅を見上げて、思わず笑った。


「は、はは。そうか……だから俺おれは、弱いんだ……」


　自分の意見を押おし殺し、国の言いなり。


　弱いから、殺されたくないから、いつも恐きよう怖ふに震ふるえて国の言いなり。


　そこに自分の意見なんて、皆かい無むだ。


　なのに、強くなければ自分には存そん在ざい意い義ぎがないだなんて、俺はいったい、なにを言ってたんだろう。


　最初から。


「……最初から俺の存在意義なんて、この国にはなかった……」


　言いなりで人を殺し続けた毎日……


　殺されないために、言いなりになり続けた毎日……


　目の前にあるこの邸宅は、俺の弱さの証あかしだ……


「ったく」


　ゾーラは、うんざりした顔で空を見上げた。


　どんよりと曇くもった空。


　その空を見上げて……


「もっと……」


　彼は、言った。


「もっと……強くならなきゃ……」


　本当の強さは、なにか。


　逃にげるんじゃなく、大切な人を、守れるだけの強さとは、なにか……


　ローランドの、絶ぜつ望ぼうに澱んだ空を見つめながら、ゾーラは、そんなことを考え始めていた。





　　　　◆





　そして、その三年後。





　　　　◆





　問題児。


　彼は、そう呼ばれていた。


　他ほかの人間とは、違ちがう。


　普ふ通つうの奴やつらとは、違う。


　そしていつも、こう言われた。


『おまえは才さい能のうがあるのに、どうして言うことをきかないんだ』


　そう怒ど鳴なられ、拷ごう問もんされ、殺されそうにもなったが……


　ゾーラ・ロムは、気にもしなかった。





「ばっかじゃねぇの？　俺がてめぇら雑ざ魚この言いなりになるはずねぇじゃねぇかっての」


　吐はき捨すてるように言ってから、懐ふところから一枚まいの資し料りようを取り出す。


　今回の任にん務むも、殺しだ。


　だが、彼は常つねに、殺す相手を選ぶ。


　彼にはあの日以来、絶対に守っている主義があるのだ。





　ガキは殺さない。


　女は殺さない。


　思想のない殺しはやらない。


　気分が乗らないときの殺しもやらない。


　弱者も殺さない。


　俺が正しいと思ったとき以外は殺さない。





　どんな状じよう況きようでも、彼はそれを守った。


　どんなに大切な暗殺任務でも、主義に反すれば、すぐにやめてしまう。


　暗殺者としては……最低だ。


　だからローランド最高の暗殺者の称しよう号ごうは、もらいそこねた。それどころか、ローランドは彼を、うとましく思い始めている。


　このままだとそのうち、彼を殺すための刺し客かくが放たれるだろう。


　だが、ゾーラはやはり、気にしない。


　それならそれで、戦うまでだ。


　この国の言いなりになって、負け犬のような人生を歩いていたところで、あいつには到とう底てい、届とどかないから……


「だいたい、ガキや、女や、弱い奴と戦って、強くなれるはずねーじゃねぇか」


　だから彼は、自分を高められる相手以外とは、戦うつもりはなかった。


「で、今回のターゲットは、強えかなぁ？　雑魚と戦っても、意味ねぇかんな」


　もう、ローランドの思おも惑わくなんて、全部無む視しだ。


　国なんか関係ない。


　あっさり殺されるなら、その程てい度どの人間だったということ。


　怖こわくなんかない。


　本当に怖いのは……自分に負けることだ。


　強くなることを、あきらめること。


　もっと強く。


　もっと力を。


　この三年間、それだけを求めて、ゾーラは戦ってきた。


　あいつを守れるほどの力を手に入れるまで……


　もっと、もっと、もっとだ！


「…………」


　とそこで彼は、三年前よりはだいぶ大きくなった自分の手の平を、見つめた。


　そして、


「ってか、そろそろあいつに届いてもいいころだと思うんだけどなぁ……」


　それから、その手の平を、ぎゅっと握にぎって、拳こぶしを作った。


「……どうかなぁ……でもピアは、まじで天才だからなぁ……そう簡かん単たんには、追っつかないか……」


　とそこで、ピアの姿すがたが浮かぶ。


　三年前。


　一度会っただけの彼女の姿を、彼はありありと思い出すことができた。


　だが、彼が思い出せるのは、十歳さいのピアだけだ。


　それに、ゾーラは泣きそうな顔になって、


「…………あう、ピアの奴……かわいくなってんだろなぁ……もう、十三歳だもんなぁ……胸むねとかも、前より女の子らしくなって……」


　と、頭の中に、今度は想そう像ぞう上の十三歳になった、かわいいピアの映えい像ぞうが浮かんでくる。


　それだけでゾーラは、幸せな気分になる。


「はふ」


　しかし、そこでなぜか、想像のピアの横から、あの『全結界』の馬ば鹿かガキが現あらわれ、


「って、おいおいおい？」


　その馬鹿ガキが、どういうつもりか、ピアに抱だきつこうとしたところで、


「ぎゃぁあああああああああああああああああああああああああああああああああ!?」


　ゾーラは、思わず悲鳴を上げた。


「だ、ダメだ!?　考えただけで気が狂くるいそうだ!?　や、やっぱもう迎むかえにいったほうがいいのか!?」


　頭を抱かかえ、しかし、すぐさまゾーラは、首をぶんぶんと振ふった。


「って、ストップ！　だめ！　まだだ。十五になるまで我が慢まんするって、決めただろうが！　いまは、修しゆ行ぎようだ修行！　落ち着け、俺！」


　自分に言い聞かせるように言って、胸を、押おさえる。


　いまいって、ピアの前でペリアに負けたら、それこそ取り返しのつかないことになる。


　あれから三年。


　ペリアの奴やつも、前より強くなってるだろうし。


　スタート地点であれほど差があったのだ。


　ちょっとやそっとじゃ、その差は埋うまらないだろう。


　死しに物もの狂ぐるいで強くならないと、追いつけない。


　そのために、危き険けんな任にん務むばかりを選んできたんだし……


「よ、よし、ピアのことは、とりあえず忘わすれよう……で、任務だ任務……さぁて、今回の相手は、どんな奴かなぁ……強え奴だと、いいなぁ。マジで雑ざ魚こじゃ、戦っても意味ねぇもんんな……」


　そして、彼は懐ふところから資し料りようを取りだした。


　資料によると、今回のターゲットは、それなりに骨ほねがある奴らしかった。


　通り名だけなら、かなりのものだ。


『ローランド最高の魔ま術じゆつ師し』


　それに、


「ぷぷっ……ローランド最高って……」


　ゾーラは、思わず吹ふき出す。


　ローランド最高の魔術師だの、ローランド最高の暗殺者だの、この国には、最高って言いたがる奴が、多すぎ。


「あほか」


　思わずそう、突っ込んだ。


　それから彼は、その、『ローランド最高の魔術師』のプロフィールを開く。





　今回のターゲットの特とく徴ちようは、こう。


『隠いん成せい師し』第四十二部所しよ属ぞく。


　黒くろ髪かみ。


　黒目。


　名前は……





　とそこで、


「ああ、こいつか」


　ゾーラは、小さく言った。


　それは、三年前に聞いた名前。


　ビオ・メンテが殺されたときに、聞いた名前だった。


　今回のターゲット。


　その、名前は──








『複写眼アルフア・ステイグマ』の化物、ライナ・リュート。








　その、名前に。


　ゾーラは、楽しげな笑えみを浮うかべたのだった。







つづく！







　あとがき







　え～。


　今回のあとがきでは、なんと、特とく別べつ企き画かくをやることになりました～。


　どんな特別企画かというと、あれです。


　伝勇伝、キャラクター人気投票を、やっちゃおうと思っているのです！


　パチパチパチパチ。


　ことの始まりは、一本の電話からでした。


　プルルルル（電話のベルの音）


　ガチャ（取った音）


「はい、もしもし」


「あ、鏡かがみさん～？　とよたでーす」


「あ、サオティー？」


「そうそう、サオティー」


「いやぁ久しぶりだね～。ほいで、最近どうヨ？」


「締しめ切りヤバイよ！」


「………………だよねぇ」


「そっちは？」


「ヤバイ！」


『だよねえええええええええ…………はぁう…………』


　と、ひとしきりいつもの、後ろ向きな会話を二人でしたあと、とよたさんが言いました。


「伝勇伝キャラクター人気投票、そろそろやってよー！」


　それに僕ぼくは言いました。


「えええええ～でもあれ、集計めんどくさそうじゃ───ん!?　いま時間ないよ～」


「え、でもでも、あれ編集部がやってくれるんじゃないの？」


「そうなの？　じゃ、やろっかな」


　というわけで、編集部がやってくれるのなら楽なので、やってみてもいいなぁとか思い、やってみることにしたのでした！


　ちなみに、編集部がやってくれるかどうかは、編集部にはまだきいていないのですが、きっと、あとがきにこんなふうに書いてしまえば、やってくれるものだと信じております！


　そうですよね!?


　敏びん腕わん凄すご腕うで編集Ｍさん！


「…………」


　まあ、そんなこんなで、伝勇伝キャラクター人気投票についての話題は……あとがきの後半にまた書くとして、とりあえずは、この作品についての話。


『とりあえず伝説の勇者の伝説[image: ]　努力のタイムリミット』


　いかがでしたでしょうか？


　僕的にはこれ、わりといい感じでした。


　短編のほうは、全五話中、四話が続き物なんですね。


　ラストのほう──つまり、『えんど・おぶ・いえっと』あたりなんかは、ちょっと、


「これ、ちょっとだけ長編っぽいんじゃん？」


　というような怒ど濤とうの盛もり上がりもしてたし、かなり毛け並なみの違ちがう作品集になったんじゃないでしょうか？


『ピンチに次ぐピンチの連続に、ライナたちは生き残れるのかっ!?』


　という宣せん伝でん文もん句くをつけてもいいくらい、短編にあるまじき展てん開かいをしているのですが……


　長編を読んでくれている読者のみなさんは、ライナたちが生き残れてることは知ってるわけで……いや、でも、そのへんは無視の方向で、楽しんでもらえればなぁと思います（笑）


　で、この巻で長く続いたイエット編が終わり、次巻からはなんと、大人気！　みなさん待たい望ぼうのローランド編へ入ってしまうわけですが！


　でも、うん。


　こうやって読み直してみると、イエット編も、なかなかいいなぁ。


　なんて他ひ人と事ごとのように言ってしまうのは、やはり、一年以上前に書いた作品だからかな。


　ほいで、書き下ろしについて。


　今回は、がんばった！


　分量的にもがんばった！（笑）


　スケジュールやばやばな中、原げん稿こう用紙で１００枚以上どかーんと書いて、分ぶ厚あつくしてみました。


　たぶん、伝勇伝シリーズの中では、長編５巻とならぶ、分厚い巻になったんじゃないかと思うんですが、さっき著ちよ者しや校こうを編集部に送り返してしまったので、ページ数は確かく認にんできません。


　でも、たぶん分厚いと思います。


　これ以上分厚いとほんと、編集さんから文句がでるので、まあ、このへんでよろしくおねがいします。


　内容は～。


　読んでのお楽しみです。


　もう、いろいろなキャラが総登場な書き下ろしでしたね。


　ちなみに気づいた方は気づいたと思いますが、このゾーラ君は、ドラマガ本誌に、一度載のってます。


　文庫でいうと、次の次の巻に収おさめられる予定の作品なんですが……まだ読んでない方は、そちらもお楽しみに～。





　と、ここまで書いて、思ったこと。


　文章、大だい丈じよう夫ぶかな？


　いまね、すごく眠ねむいのです。でも超ちよう修しゆ羅ら場ばなので、いましかあとがきを書く時間がなくてね、書くしかないんだけど、テンションおかしくない？　大丈夫？


　いや、大丈夫じゃなくても書くしかないから、みんな、いくぜ!!


　やっほ──い!!（無む駄だなテンションだなぁ）





　ほいで、伝勇伝キャラクター人気投票についての話をしまーす。





　ルールは簡かん単たん。


『伝説の勇者の伝説』シリーズ。


『とりあえず伝説の勇者の伝説』シリーズ。


　この二作品に出てくるキャラクターで、


「俺おれはこいつが好きなんだー！」


「私はこいつが好きなのよー！」


　というキャラをハガキに書いて、投票してくれればオッケーなわけです。


　ちなみに一枚のハガキにつき、３ポイント分投票できるという設定です。


　だから、


「俺はフェリスだけが好きだから、フェリスに３ポイント！」


　でもいいし、


「私はライナ、シオン、クラウが好きだから、それぞれに１ポイントずつ！」


　とかでもおっけーです。


　さらに、同じ人が何枚まいハガキを出してきても、有ゆう効こうとします。


　だから、


「あたしはエステラが好きだから、ハガキ３０枚×３ポイント全部エステラ様にいれちゃうわよー！」


　ということをすると、エステラに９０ポイント入っちゃったりします。





　ちなみに今回のこの、伝勇伝キャラクター人気投票は、ハガキでのみ、投票を受け付けてます。


　だから、封ふう筒とうに入れた便せんとかに、このキャラに投票したいですと書いて送っても、その投票は有効にならないので気をつけてください。


　もちろん、長いファンレターとかは嬉うれしいんだけど、あくまで人気投票は別に送ってね、ということで。





　そんなこんなで、もう一度ルール確認。





１・投票は、官製ハガキで（普通に郵便局やコンビニで売ってるやつね）。


２・ハガキ一枚あたり３ポイント分投票できる。


３・ハガキは何枚でも出してオッケー！





　と、そんな感じです。


　あて先は、こちら。





　　〒１０２─８１４４


　　東京都千代田区富士見１の１２の１４


　　富士見書房ファンタジア文庫編集部気付


　　伝勇伝キャラクター人気投票係





　ちなみに募ぼ集しゆうは、２００６年11月末日あたりを締め切りにしようと思っております。


　締め切りの詳しよう細さいについては、これから発売される予定の伝勇伝10巻や、伝勇伝11巻のあとがきにおいて、途と中ちゆう経けい過かとともに発表したいと思っているので、そちらもお見み逃のがしなく。


　そして結果は、とり伝８巻において、発表する予定です。


　ではでは、募集を開始いたします！


　みなさんからの投票、待ってまーす。





　というわけで、さて、と。


　なんというかその、そろそろ僕の眠気もピークがきているのですが、他に、なにか話題あったかなぁ。


　えーと。


　うーんと。


　ああ!!


　今日カレーを食べました！（なんだそりゃ）


　でも、おもしろカレーだったんです。うんとね、なにがおもしろかったかっていうと、なんと、牛肉、豚ぶた肉、鶏とり肉、全部が入っているカレーで、もう、わけがわからなかったけど、美お味いしかったです。


　終わり。


　じゃ、僕は寝ま……


　え？　まだだめ？　ページ数がまだもう少しあるって？


　う～。


　あと、なにを話そうかな。


　最近おもしろいこと、あったかなぁ。


　というか、今回のあとがきにいっぱい書いちゃうと、次のあとがきが苦しくなるんだよねぇ。


　だって、来月にはもう、伝勇伝長編10巻が発売されてしまう…………はずなのです！


　なぜ、発売されてしまいます！


　と、断言できないかというと……


　その締め切りにいま、追われているからです！


　ぎゃあああああああああああああ（涙）


　というわけで、もし、なんとか締め切りまでに完成できたら、来月発売予定でございます！


　楽しみにしててね！


　そんなわけで～、みなさんをお待たせすることなく、伝勇伝10を発売するためにも、僕はそろそろ寝ます！


　次に会うのは、来月！


　また連続刊行かよ！　という、僕からの担当Ｍ氏への突つっ込こみはさておき。


　来月、みなさんにまた会えることを楽しみにしてまーす。





　ではでは、今回はこのへんで～。







鏡　貴也





　　　初　出





ないと・おぶ・くりみなる




　　月刊ドラゴンマガジン２００４年４月号




しるうぇると・れぽーと




　　月刊ドラゴンマガジン２００４年５月号




みすたー・ばぶりん




　　月刊ドラゴンマガジン２００４年６月号




ぷれりゅーど・とぅ・るーいん




　　月刊ドラゴンマガジン２００４年７月号




えんど・おぶ・いえっと




　　月刊ドラゴンマガジン２００４年８月号




おもいこみ伝勇伝


天才の限界




　　書き下ろし
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とりあえず伝でん説せつの勇ゆう者しやの伝でん説せつ[image: ]


努ど力りよくのタイムリミット





鏡かがみ　貴たか也や
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